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（翻刻）松井羅洲『真実玉英
ま
こ
と
の
は
え』
 
 
木
 
越
 
俊
 
介
 
  
要
 
旨
 
 
本稿は、近世後期の京坂において活動した易学者・松
まつ
井い
羅ら
洲しゅう
(一七五一―一八二二）が著した小説作品『真実玉英』を翻
刻するものである。
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はじめに
 
  
松井羅洲まついらしゆう
は、宝暦元年（一七五一）生、文政五年（一八二二）没の京坂で活動した易学者である。羅洲には数多く
の著作があり大半が易学に属するが、そのうち二作の小説作品（ 『真実玉英
ま
こ
と
の
は
え』 『墨画雪
すみえのゆき
』 、ジャンルとしては読本とみな
せる）がともに写本（後述の通り稿本と見られる）として残されている。本稿は、これまで紹介される機会がほとんどなかったこれら二作のうち、 『真実玉英』を翻刻するものである。この 』は十五世紀半ば、応仁の乱を前にした時代を背景に、 前半では真鶴真介、 後半では玉縄小太郎という二人の主人公を軸にその活躍を描く作品である。
 
 
なお、松井羅洲その人、な びに『真実玉英』の概要については、 「易占家と読本―松井羅洲『真実玉英』の世界像
―」と題した拙稿（ 『近世文学史研究』第三巻、ぺりかん社、二〇一八年発行予定）において触れているので、ここでは翻刻を専らと 、それ以外については必要最小限の事項に絞って記述するこ とする。ただし、書誌 つ て 記述は右拙稿と重なる部分があ ことを断っておく。
 
 〈書誌〉
 
○底本
 
東京大学附属総合図書館蔵（請求記号
A
00：
4142、貴重書） 。写本一冊。
 
○装訂
 
袋綴じ（四ツ目綴じ） 。
 
○表紙
 
二十二・八×十六・一糎。白茶色。卍繋ぎ地に波雲に竜の丸文様。
 
○編成
 
現在の状態は一冊だが、全六「冊
まき
」 （※「巻」という表記は用いられていない）から成り、それぞれ「冊
まき
の一」
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十五丁、 「冊
まき
の二」十二丁、 「冊
まき
の三」十二丁、 「冊
まき
の四」十一丁、 「冊
まき
の五」十二丁、 「冊
まき
の六」十三丁、以上
全七 。当初から全一冊だったのか、後に合綴されたものかは未詳だが、形態、厚さなどから見て、前者の可能性が高いと推測される。
 
○外題
 
左肩に子持ち枠を摺った題簽を貼付し、 「まことのはえ
 
完」と墨書。
 
○序
 
 
なし。
 
○目録
 
「冊
まき
の一」冒頭に「真実玉英
ま
こ
と
の
は
え総そう
目もく
録ろく
」として二丁半付す。
 
○内題
 
「真実玉英
ま
こ
と
の
は
え」 。
 
○署名
 
「羅州逸渙（撰述） 」 （内題下） 。
 
○行数
 
十行。
 
○柱
 
 
表丁に見える位置に「冊の一（～六）
 
○
 
（丁付） 」 （一冊目の本文一丁目のみ、 「真実玉英
 
冊の一
 
 
○
 
（丁付） 」 ）と墨書（図２参照） 。なお、一冊目冒頭の「総目録」部のみ「冊 一
 
総目
 
○一（～三） 」とさ
れ、次 からの本文部には改めて丁付が「一」から付される。
 
○挿絵
 
なし。
 
○跋、奥書、識語
 
いずれもなし。
 
○蔵書印
 
現所蔵印以外なし。
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図 1 『真実玉英』表紙図 2 『真実玉英』冊の一本文第一丁表
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以下に補足事項を記す。東京大学附属総合図書館には本書と『墨画雪』が同じ帙に納められ、帙の左肩には「墨画
雪
 
真実玉英
 
松井羅洲稿本」と墨書される。これを受けてか、 『国書総目録』にも本書を「稿本」と記し、他の伝本
は現時点で確認されていない。本書には貼紙による訂正や
見せ消ちなどによる修正箇所が多数あり、この点や字体に
鑑みて、羅洲による稿本の可能性が高いと思われる。なお、成立年を直接うかがう手がかりはないが、一方の『墨画雪』には文化十一年夏の年誌を有する序が付され、右とそう隔たらない時期かと推測される。出版を企図して執筆されたのかは不明である。
 
 〈凡例〉
 
一、漢字は原則として現在通行の字体を用いた
 。
 
一、誤字・衍字などは原則とし 底本通りとし、適宜傍ら
に〈ママ〉と注記した。なお単純な誤りについては、断ら
ずに改めた箇所がある。ただし、振り仮名と送り仮名に同じ平仮名が重なり衍字と判断される場合（例・ 「
尋たづね
ね」 ）
は、送り仮名の方を残し、振り仮名は断らずに削除した（例・ 「尋
たづ
ね」 ） 。
 
一、宛字は原則として底本通りとした。
 
一、仮名の濁点は新たに施した。ただ 、筆写者の清濁表
記は必ずしも統一されていないため、両用の可能性がある
表記に関して 底本通りとした。なお 「専はら」などについては半濁点を施し、 「専ぱら」などとした。
 
一、筆写者の 表記に やや独自性が認められ また必ずしも 貫してはいな が、強いて修正や統一はせず 原
則底本通りとした。この点を踏まえ 上で、なお底本には
、特に小字となる振り仮名において判別しがたい文字
（例・ 「あ」 「お」 、 「ゑ」 「え」 、など）があったことを断っておく。
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一、振り仮名は原則として底本通りとした。
 
一、底本には貼紙や見せ消ちによる訂正があるが、原則、修正後の表現・表記のみを翻刻し、修正箇所については特
に明示しなかった。
 
一、句点は原則 底本通りとした。ただし、原本になくと
も、句点がある方が読みやすいと判断された場合は、翻刻
にあたり新たに施した。なお、底本に読点は使用されていない。
 
一、翻刻にあたり各冊ごと 通しの丁付を（一オ）のごとく示した。
 
一、会話、心内語に相当する部分を「」で括った。手紙 文面などには必要に応じて〈〉で括った。
 
一、漢字 字の反復符として「〳〵」が用いられている場
合は「々」に置き換えた（例・ 「段〳〵」→「段々」 ） 。
 
    
 
 
 
 
 
 
〔翻刻〕
 
 真実まことの
玉英は
え
総そう
目もく
録ろく
 
冊まき
の
一ひとつ
 
 
第一回
 
 
遇
レ
水而
みづにあふて
漂たゞよふ
 
 
 
 
○真
まな
鶴つる
真しん
介すけ
洪水おほみづ
に遇
あ
ふて。文
ぶん
武ぶ
修行しゆうぎやう
の為
ため
に諸
しよ
国こく
遍へん
歴するの話
 
 
 
○真鶴 介玉
たま
川がは
のほとりにて金
きん
子す
を恵
めぐ
み予
あた
へて少女
をとめ
の一命
いのち
を救
すく
ふの話
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○真鶴真介武
む
蔵さし
野の
にて盗
たう
賊ぞく
数許あまた
討うち
とめるの話
 
 
 
○真鶴 介盗
たう
賊ぞく
の家
いへ
に舎
やど
りて危
き
難なん
に遭
あ
ふの話
 
 
第二回
 
 
逢
レ
金而
かねにあふて
止とゞまる
 
 
 
 
○真鶴真介常陸
ひたち
花はな
園ぞの
山やま
の
麓ふもと
にて磊
らい
落らく
翁あう
に逢
あふ
て道
だう
芸げい
を学
まな
ぶの話
 
冊まき
の
二ふたつ
（一オ）
 
 
第三回
 
 
望
レ
山而去
やまをのぞんでさる
 
 
 
 
○真鶴真介木
き
曽そ
の山
やま
中なか
にて
怪くわい
物ぶつ
を射
い
取と
るの話
 
 
 
○真鶴 介山
やま
名な
宗そう
全ぜん
が邪
じや
害がい
を避
さけ
て
京きやう
都と
を去
さ
るの話
 
 
 
○星
ほし
野の
漣女さゞなみ
恩おん
のために機
き
密みつ
を泄漏
もらす
の話
 
 
 
○真鶴真介山
さん
陽やう
山陰さんいむ
の
両りやう
道だう
を遊
ゆう
歴れき
するの話
 
 
第四回
 
 
拠
レ
石而
いしによりて
困くるしむ
 
 
 
 
○真鶴真介石
いは
見みの
国くに
にて士官
ほうこう
成なり
て
寵ちやう
臣しん
の忌
いみ
にふるゝの話
 
冊まき
の三
みつ
 
 
 
○黒
くろ
崎さき
弾だん
正じやう
穽せい
獲くわ
を設
まう
けて真
まな
鶴づる
真しん
介すけ
を
陥おとし
いるゝの話
 
 
第五回
 
 
見
レ
星而
ほ
し
を
み
て
走はしる
 
（一ウ）
 
 
 
○星
ほし
野の
勢せ
平へい
真鶴真介を牢
ら
獄う
より救
すく
ひ出
いだ
し倶
とも
に佗
た
国こく
に走
はし
るの話
 
 
第六回
 
 
縁
レ
木而
き
に
よ
り
て
立たつ
 
 
 
 
○真鶴真介作
さく
州しう
津つ
山やま
にて仕官
ほうこう
とゝのふの話
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冊まき
の四
よつ
 
 
 
○真鶴が勇
ゆう
略りやく
星ほし
野の
が粉
ふん
骨こつ
終つひ
に新
しん
庄じやう
の城
しろ
を抜
ぬ
き取
と
るの話
 
 
 
○津
つ
山やま
の諸
しよ
士し
各おの〳〵
恩おん
賞しやう
を被
かふ
ぶるの話
 
 
第七回
 
 
従
レ
道而
みちにしたがふて
学まなぶ
 
 
 
 
○玉
たま
縄なは
小こ
太た
郎らう
幼稚いとけなき
より母
はゝ
のいさめに
従したが
ふて如
によ
如〳 〵
道だう
人じん
の許
もと
に侍
はべ
りて道
みち
をまなぶの話
 
 
 
○玉縄小太郎如々道人の許
もと
に有
あ
る事十
じう
年ねん
にして文
ぶん
武ぶ
の道
みち
三さん
(二オ
)才さい
の
妙みやう
義ぎ
こと〴〵く皆通
つう
達だつ
するの話
 
冊まき
の
五いつゝ
 
 
第八回
 
 
乗
レ
馬而
うまにのりて
進すゝむ
 
 
 
 
○玉縄小太郎西
さい
国こく
に往
ゆ
く途
と
中ちう
奔はなれ
馬うま
に遭
あ
ふて立
りつ
身しん
するの話
 
 
 
○玉縄小太郎津
つ
山やま
にて文
ぶん
武ぶ
の
試ためし
を経
ふ
るの話
 
 
第九回
 
 
得
レ
日而
ひ
を
え
て
昇のぼる
 
 
 
 
○玉縄小太郎赤松家の勇士日根野中務を討とりて西播の諸士を帰服せしむるの話
 
冊まき
の六
むつ
 
 
第十回
 
 
著
レ
土而
つちにつきて
栄さかゆ
 
（二ウ）
 
 
 
○玉縄小太郎土
ど
居ゐ
の
英はなぶさ
姫ひめ
を娶
めと
りて蕃
はん
昌じやう
するの話
 
 
第十一回
 
 
値
レ
玉而
たまにあふて
聚あつまる
 
 
 
 
○真鶴真介 と父
ふ
子し
の名のりを為
な
し。且つ夫
ふう
婦ふ
再さい
会くわい
するの話
 
 
第十二回
 
 
由
レ
剣而
けむによりて
親したしむ
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○真鶴真介狩
か
り場
ば
に於
おゐ
て手
しゆ
練れん
をあらはすの話
 
 
 
○木工頭殿 鶴真介が佩刀
かたな
御ご
覧らん
じてより兄弟たるのよしを証
しる
し話説
かたり
給ふていよ〳〵君
くん
臣しん
相あい
親した
しみ給ふの話 （三オ）
（白紙） （三ウ）
 
 真実まことの
玉英は
え
冊まき
の
一ひとつ
 
羅州逸渙
 
撰述
 
 
第一回
 
 
遇水而みづにあふて
漂たゞよふ
 
 
 
 
○真
まな
鶴つる
真しん
介すけ
洪水おほみづ
に遇
あ
ふて。文
ぶん
武ぶ
修行しゆうぎやう
のために諸
しよ
国こく
遍へん
歴れき
するの
話はなし
 
日ひ
中則ちうすれば
昃かたぶき
月盈則蝕つきみつればかく
 
天地盈虚
てんちすらみちかけして
与
レ
時消息
ときとともにしやうそく
すと。こゝに人
にん
皇わう
第だい
一いつ
百ひやく
三さん
代だい
後ご
花はな
園ぞの
天てん
皇わう
の御宇
ぎよう
に。相摸国
さがみのくに
石いし
橋ばし
山やま
の
麓ふもと
。真
まな
鶴づる
の里
さと
に。真
まな
鶴つる
真しん
介すけ
義よし
則のり
と云郷
がう
士し
有り。其先
せん
祖ぞ
は三浦介
みうらのすけ
義澄よしずみ
が末葉
す
ゑ
にして。三
み
浦うら
の前
ぜん
司じ
義村よしむら
が滅
めつ
亡ぼう
の頃
ころ
より此
この
所ところ
に住
すま
居ゐ
しける。父
ちゝ
は三
み
浦うら
真左衛門尉しんさえもんのじやう
義包よしかね
と云て。永
えい
享きやう
の結
ゆう
城き
合か
戦せん
の時にも大ひに武
ぶ
功こう
をあらはせるが。鎌
かま
倉くら
管くわん
領れい
家け
に憚
はゞ
かる事有て。真
まな
鶴つる
と
称しやう
せり。此真介は幼少
をさなく
して父
ちゝ
母はゝ
に後
おく
れ。外に兄
きやう
弟だい
もなく。妻
つま
をもいまだ
迎むかへ
ず。ひとり身
にてぞ有ける。其家
いへ
の子
こ
に。五十嵐
いがらし
（四オ）文蔵と云。
忠直ちうちよく
律りち
義ぎ
の者有りて。それにかしづかれてぞ成
せい
長ちやう
しける。
家内 は
男をとこ
女をんな
のめし使
つか
ひ数
す
十じう
人にん
有て。 いとゆたかなりける。 其
生質うまれつき
沈勇いとしづかに
温順やさしく
。 喜
き
怒ど
妄みだ
りに
面おもて
にあらはさず。毀誉
ほめそしり
にも拘
かゝ
はらず。失
しつ
得とく
にも管
かま
はず。惟
たゞ
義ぎ
の当
あた
る所をのみ。専
せ
と
勉つとめ
ぬる。君
くん
子し
の風
ふう
有る人
じん
物ぶつ
たり。折
をり
には足
あし
柄がら
山やま
の奥
おく
に在
ま
す。 如如
によによ
道人だうじん
のもとに参
まゐ
りかよひたりしが。 或
ある
時とき
道人に其
終身いつしやう
の進
しん
退たい
取舎しゆしや
の大
たい
要やう
を願
ねが
ひ尋
たづ
ねつれば。 道
だう
人じん
宣のたま
ふには。
「今より中
ちう
年ねん
の半
なか
ばまでは。苦
く
労らう
多おほ
かるべし。これ男
なん
子し
の徳
とく
を磨
みが
くの
定さだま
りの功
こう
業げふ
なり。中年の
半なかば
より老
らう
年ねん
に至りて
は。万
ばん
事じ
心のまゝなるべし」 て。四
し
言ごん
十じう
二に
句く
の偈
げ
の如
ごと
きも を記
しる
してたうべぬ。其文
そのもん
に云。
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遇
レ
水而
みづにあふて
漂たゞよひ
 
逢かね
レ に金而あ
ふ
て
止とゞまり
 
望
レ
山而
やまをのぞんで
去さり
 
拠
レ
石而
いしによりて
困くるしみ
 
見ほし
レ を星而み
て
走はしり
 
縁
レ
き
に
木而よ
つ
て立たち
（四ウ）
 
従
レ
道而
みちにしたがふて
学まなび
 
乗うま
レ に馬而の
り
て
進すゝみ
 
得
レ
日而
ひ
を
え
て
昇のぼり
 
著
レ
土而
つちにつきて
栄さかえ
 
値たま
レ に玉而あ
ふ
て
聚あつまり
 
由
レ
けむに
剣而よ
り
て
親したしむ
 
かくの如く記
しる
して与
あた
へ給ひぬれば。真介はつゝしみてこれをいたゞきてしぞきぬ。二十一
いつ
歳さい
の春
はる
。供
とも
人びと
二人ふたり
ばかりつ
れて。京
きやう
都と
に登
のぼ
りし事の有りしが。其留
る
すの中
うち
に。石
いし
橋ばし
山やま
よりすさましき山づなみ涌
わき
出て。此真
まな
鶴づる
より土
ど
肥ひ
のあたり
は。 一
いち
面めん
の
湖みづうみ
となりて。 家
いへ
も
林はやし
も
悉こと〴〵
く皆底
そこ
のもくづとなり果
はて
ける。 此事
京きやう
都と
に聞
きこ
へしかば 真鶴真介いそぎ故
こ
郷きやう
に帰
かへ
りてみれば。水
みづ
はよほど干
ひ
たりけれども。そこらは皆沼
ぬま
野の
とぞ荒
あれ
たりける。三浦の菩
ぼ
提だい
所しよ
は。三四町も山よせの高
たか
みなりければ。 この
処ところ
には気
き
遣づか
ひも有まじとて。 墳墓
は
か
まゐりせんとて。 此寺院
て
ら
に至りければ。 五十嵐
いがらし
文ぶん
蔵ざう
夫ふう
婦ふ
の者は。
此この
寺てら
に水をよけ 居たりしに遇
あ
ふて。互
たが
ひに其
その
恙つゝが
なきをぞ
悦よろこ
びける。 （五オ）文蔵云には。 「さても去ぬる八日ひる
より風
かぜ
雨あめ
強つよ
かりしが。夜
よ
に至りてはいよ〳〵烈
はげ
しくて。夜半
よなか
過すぎ
の頃
ころ
。いとすざまじき音
おと
のしたりけるが。忽
たちま
ち洪水
おほみづ
出いで
来き
たりて。はや床
ゆか
の上
うへ
に登
のぼ
りぬ。あれよ。それよといふうちに。すでに鴨
かも
居ゐ
にも及ばんとす。おのれ夫
ふう
婦ふ
はまづ屏
へい
に梯
はし
子ご
して家
か
内ない
の男
なん
女によ
を高
たか
みの方
かた
へ逃
にげ
出いだ
さしめ。御
ご
神主しんしゆ
を守
も
り
奉たてまつ
り。土蔵
く
ら
を開
ひら
きて。用
よう
意い
の金
きん
子す
六百両を肌
はだ
につけて。
夫婦はからふじて。此寺へ遁
のが
れ来りぬ。故に此方
このはう
の男女
なんによ
のめし使
つか
ひには。一人
ひとり
もあやまちはなく候へども。数
す
十じう
个か
村むら
の
中にては。 男
なん
女によ
幾千万人いくせんまんにん
の死没
しにうせ
にて候ひし。 殊
こと
に真
まな
鶴づる
の郷
がう
は第
だい
一いち
番ばん
の水の突
つ
き当
あた
りにてや。 家宅
い
へ
も土蔵
く
ら
もすべて皆流
なが
れ
行ゆき
て一
いち
面めん
の平
ひら
地ち
となり申候」 。やがてかの金子
きんす
を出して。これを真介にさゝぐ。真介はこれを二つわけにして。三百金
を文蔵に与
あた
へて云。 「前
まへ
つかた如
によ
如〳 〵
道人だうじん
の偈
げ
の文
もん
に。 水に遇
あ
ふて
漂たゞよ
ふと有つるが今日
け
ふ
の事なり。 これ前
まへ
つかたより天
てん
数すう
（五ウ）の定
さだ
まれる所にして逃
のが
るゝ所なし。故におのれはこれより四方
よ
も
に遍
へん
歴れき
して。文
ぶん
武ぶ
の道
みち
の修
しゆ
行ぎやう
せんと思ひ定
さだ
め
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たり。
汝なんぢ
は我にかはりて此金子
か
ね
を以て。かりに邸
い
宅たく
を造
つく
り。田
た
畠はた
は流
なが
れたりとも。
山林やまはやし
はのこりつれば。それらを
以て。先
せん
祖ぞ
の祭
まつ
りをつぎくれべし。其うちには又もや帰
かへ
り来
きた
る事もあらん」とて。先
せん
祖ぞ
の墳墓
みはか
にねんごろにいとまご
ひして。東国
あづまぢ
さしてぞ出行たり。
 
 
 
○真鶴真介玉
たま
川がは
のほとりにて金子を恵
めぐ
みて
少女わかきをんな
の一命
いのち
を救
すく
ふの話
 
真鶴真介は六
ろく
郷がう
のわたしよりまへにて日
ひ
はくれたれども。宿
やど
り求
もと
めそこなひて夜
よ
路みち
を歩行
あゆみ
。六
ろく
郷がう
のわたしをこえて。
川に沿
そ
ふて半
はん
道みち
ばかり行
ゆき
ける所に。一人の
少女わかきをんな
逸いつ
散さん
にかけ来
きた
りて。やにはにあたりの石
いし
を拾
ひら
ひて
両りやう
方はう
の
袂たもと
へ納
い
れ
て。已
すで
に川
かは
水みづ
へ飛込
とびこま
んとす。真介走
はし
りよりてこれを抱
だ
きとめ。 「少
わか
き
女をんな
の如何
い
か
なる故によりて。身
み
を投
なげ
んと（六オ）
するや」と。 「其いさゐを聞
きか
ん」と云へば。女は
涙なみだ
にむせながら。 「私義は此かたはら小
を
畑ばた
と申里
さと
の
農人ひやくしやう
太左衛門と
申ものゝ女子
むすめ
にて御座候。母は先達而
さきだつて
相果あひはて
申候間。只今は父太左衛門と
弟おとゝ
太た
吉きち
と
私わたくし
と三人住
すま
居ゐ
いたし申候。父
ちゝ
は前
まへ
かたは
庄しやう
屋や
もつとめ居申候得ども。打つゞく不
ふ
幸しあはせ
にて田
た
畠はた
山やま
林はやし
も段
だん
々にうりはらひ申候間。只今にては朝
あさ
夕ゆふ
さへ
も凌
しの
ぎかたく候所。段
だん
々の年
ねん
貢ぐ
の未
み
進しん
滞とゞこふ
りて。只
たゞ
今いま
にては金子廿五両斗りの負
おひ
めに相成候所。日
にち
限げん
延えん
引いん
いたし申候
に付。 七日以
い
前ぜん
に追
おひ
分わけ
の御
ご
陣ぢん
屋や
へめされて入
じゆ
牢らう
いたし申候。 此入
じゆ
牢らう
の難
なん
義ぎ
を救
すく
ひ申さんとて此
この
頃ごろ
品しな
川がは
のくつわへ
私わたくし
が
身み
をうり申候て金子廿五両かしくれ候様
やう
いろ〳〵かけ合
あ
ひ今日
こんにち
其義
調とゝの
ひ金子をうけとり。明
あ
日す
は父を牢
らう
より出して。
私は品川へ行申候応
おふ
対たい
にて。其金子を仏
ぶつ
壇だん
の下へ入れ置候間 私は
厠かはや
へまいり居申候内に。前かどより忍
しの
び入りてう
かゞひ居申候と見えて。盗
とう
賊ぞく
二人其金子をうばひ帰
かへ
らんと致
いた
す所へ。私□□
（虫損）
より
□（立カ）
（六ウ）入り候得ば。幼少の
を
さ
な
き
弟おとゝ
を人
ひと
質じち
にとり。刀
かたな
を咽
のど
へあてゝ。 「声
こゑ
山やま
たてると只一突
ひとつき
」と申候故
ゆゑ
人ひと
質じち
に心まはり居申候うちに。一人は
表おもて
を明
あ
けて
出申候と。今一人は
弟おとゝ
を引立
ひつたて
て。おもてへ出申候が。其
弟おとゝ
を内
うち
へなげこみて走
はし
り行候。私は弟の介
かい
抱はう
いたし居申候
うちに。行方
ゆきがた
知し
れずなり申候。右の金子をぬすまれ候ては。父を牢
らう
より出
いだ
す事あたはず。私は明
あ
日す
より品川へ行
ゆ
かね
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
 － 43 －
ばならず。途
と
方ほう
にくれ申候故に。いつそ身をなげて死
しに
申候はんと。右の仕合にて候」と語
かた
りければ。真介云。 「高
たか
で
両りやう
方はう
にて五
ご
十じう
金りやう
あれば事
納をさま
るなれば。死
しぬ
るにはおよばざる事なり。おのれ其金子
か
ね
をあたへ候はん間。まづ其方家
そなたのいへ
へ行
べし」とて。打つれて小畑の太左衛門方に至り。 「此所の
庄しやう
屋や
はいづれぞ」と問
と
ふ。少女
むすめ
庄屋の家ををし（へ）たれ
ば。真介少女
むすめ
を
伴ともな
ひ
庄しやう
屋や
に至
いた
り。右の一件
わ
け
を語
かた
り。 「不
ふ
便びん
の次
し
第だい
なる故に。おのれ其金子
か
ね
を
償つぐの
ひくれ候なり。少女
むすめ
に
金子か
ね
を持
もた
する故に盗賊
ぬすびと
の患
うれ
へ在
あ
り。右
みぎ
未み
進しん
上じやう
（七オ）納
なふ
金きむ
。只
たゞ
今いま
其元そこもと
へ相
あい
渡わた
し申候間。其元より請取
うけとり
の一
いつ
札さつ
下さるべ
し」とて。金子をわたし一札を取り。 「さて品川のくつはへは明
あ
日す
行ゆく
べし」とて。其夜
そのよ
は小
こ
畑ばた
に一
いつ
宿しゆく
し。翌
よく
日じつ
は品川
に行て。右の一件
わ
け
を語
かた
り。金
きん
子す
相渡し。其
証しやう
文もん
をうけ取て小畑へ帰れば。父の太左衛門も牢
らう
より出
いで
て其家に帰り居た
るにより 品川のくつはの
証しやう
文もん
を出して。これを与
あた
ふれば。親
おや
子こ
は天
てん
に
歓よろこ
び地
ち
に悦
よろこ
びて。三
さん
拝はい
九きう
拝はい
して躍
をど
り上り
て
歓よろこ
びぬるも道
だう
理り
なり。 真介は太左衛門に向ひ。 「牢
らう
屋や
の苦
く
患げん
は遁
のが
れたるとも。 これ迄の貧
ひん
窮きう
なれば。 あすよりの凌
しの
ぎ
なん義な べし」とて。又金子十両取出 て「こ を以て当時の急
きふ
を防
ふせ
ぎ候へ」とて。やがて立出
たちいで
んとす。親
おや
子こ
は袂
たもと
にすがり 。 これを止
とゞ
むれども。 「行
ゆく
先さ
き長
なが
き旅
たび
なれば」 とて立出
たちいで
つ。 太左衛門はこれを送
おく
りて路
みち
の二三里も来
き
たれり。
真介「ぜひ」とこれをとゞめつれば 太左衛門□□□
（はぜひカ）
（七ウ）なく〳〵ぞわかれ帰りぬ。
 
 
 
○真鶴真介武
む
蔵さし
野の
にて盗
たう
賊ぞく
数許あまた
討うち
とめる話
 
真鶴真介は東をさして行け が程なく武
む
蔵さし
野の
に行かゝりたり。日は已
すで
に山の端
は
近ちか
くならんとする所に。かごかき二人
ふたり
側かたは
らより「旅
たび
人びと
かごにめされよ。おのれらは。此向ふの
宿しゆく
へ帰るもの共なり。酒
さか
手て
少し給はらばのせて参るべし。御
ご
案あん
内ない
の武
む
蔵さし
野の
なれば。迷
まよ
ひ道数
かず
々有て。大ひになん義為
し
給ふなり。ぜひにめせよ」とすゝむるにぞ。 「何
なに
様さま
此野
の
原ばら
夜よ
道みち
になりてはなん義なり」とて。やが かご の ければ。かごかきはあ を早めてかき 行く。夜も早初
しよ
更かう
にもなり
ぬらんとおもふ頃
ころ
に。いざとてかごをおろ けるに。四
し
方はう
草くさ
ふかき野
の
ばらなり。真介云。 「向ふの
宿しゆく
まで案内
あなひ
せんと
゛
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云つる故にのりつるが。 こゝはやはり武
む
蔵さし
野の
のうちとおもはるゝ。 などて
宿しゆく
まではやらざる」 といへば。 かご
は
微せゝら
（八オ） 笑
わら
ふて。 「すきな事いふ旅
たび
人かな。僅
わづか
に五
ご
十じう
疋ひき
や
百ひやく
疋ひき
にて。 此かごが
宿しゆく
迄まで
行ゆく
ものか。宿
しゆく
迄まで
やりてほしくば。
まあ
百ひやく
両りやう
かへ」 といへば。 一人のかごかきが云。 「此間小畑の太左衛門が女郎
め
ろ
が。 ほえ〳〵ぼ いたら。 つ 五
ご
六ろく
十じう
両りやう
の金
かね
出した親
おや
方かた
じや。一ぽんや二ほんは。今
こん
夜や
のかごちんにもくれられさふな事じや」と。そろ〳〵とゆすりかくれ
ば。真介はかごより立出て。 「さてはおのれら 。此道
みち
筋すじ
の盗
たう
賊ぞく
よな。尋
たづ
ねても逢
あい
たかりつるに。まだ外
ほか
にも同
どう
類るい
有べ
し。
悉こと〴〵
く皆
みな
呼集よびあつ
めこよ。金
きん
子す
配はい
分ぶん
して得さすべし」といへば。かご
云。 「よい覚
かく
悟ご
じや。おいらは小畑から付廻
して。肩
かた
へさへのせたものじや。三百両はぎつしりと肩
かた
に覚
おぼ
へが有る。どりや仲
なか
間ま
に悦
よろこ
ばさふ」と。相
あい
図づ
と見えて笛
ふえ
の音
ね
高く吹
ふき
上あげ
ければ。 四方
よ
も
の草
くさ
の
繁しげみ
より六七人立出たり。 真介は石に腰
こし
打かけて。 「小畑の太左衛門が家
いへ
に入りしは。
かご
二人と覚
おぼ
えたり。まづ汝等
そちら
に酒料
さかて
くれん」といひさまに。一人
ひとり
を
車くるま
切ぎ
り。
□（虫喰）
一人ひとり
（八ウ）を向ふげさ。こ
れをみて三人切かゝるを 右と左りに薙
なぎ
伏ふ
せ。 残る一人をから竹わり。 □□□
（
虫
喰
）
三人立かゝるを。 これも暫
ざん
時じ
に切り倒
たふ
し。
相あい
手て
なければ血
のり
おしぬぐひ。打
うち
あふぎて星斗
ほ
し
を眺
なが
め。
東ひがし
をさしてぞ行
ゆき
たりける。
 
 
 
○真鶴真介盗
たう
賊ぞく
の家
いへ
に舎
やど
りて危
き
難なん
に遭
あ
ふの話
 
真介
東ひがし
をさして足
あし
に任
まか
せて行けるが。 道のかたへに一つ家
や
有り。 やう〳〵そこへたどりつきて。 「行暮
ゆきくら
したる旅
たび
の者
もの
な
り。一夜
い
ち
やのやどを給はらんや」と云へば。 「まづこれへ」とて内
うち
へ入れたり。亭主
あるじ
とおぼしきは三十有
いう
余よ
と見えて究
く
竟きやう
の骨
こつ
柄がら
なり。外
ほか
に女二人有り。よりて酒
さけ
のみ居たる体
てい
なり。亭
てい
主しゆ
云。 「
客きやく
人じん
は夜
よ
ふけて。何方
いづく
より来
きた
り給ふ」と問
とふ
。
「武
む
蔵さし
野の
にて道
みち
に迷
まよ
ひてなん義せり。此道は本
ほん
街かい
道どう
なりや」と問
と
へば。 「此野の中は行
ゆく
先さき
によりて道
みち
数かず
尤もつとも
多おほ
し。どれ
本ほん
街かい
道だう
と申ても し 嘸
さぞ
くたびれ給はん。まづ
離はなれ
（九オ）坐
ざ
敷しき
にて休
きう
息そく
なさるべし。追
おつ
付つけ
に支
し
度たく
をこしらへまゐらせ
ん」とて。坐
ざ
敷しき
へ案
あん
内ない
す。其家
いへ
居ゐ
の様
やう
子す
を見るに立
りつ
派ぱ
にはなけれども。すべて堅固
じやうぶ
にして坐
ざ
敷しき
は雨
あま
戸ど
などしまり堅
けん
固ご
な
かき
 
かき
 
かき
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り。外
ほか
より見しとは大ひにかはれり。やがて夕
ゆふ
飯げ
こしらへて持来り。外に瓶
へい
子じ
に酒
さけ
をあたゝめさし出し「一
いつ
献こん
めされ
よ」とて達而
たつて
しひぬれども。 「酒
さけ
は一しづくも得
え
飲のま
ず」とて。飯
はん
のみくひて。さて飯
はん
の半
なか
ばにて
厠かはや
に行
ゆき
たり。 「けふは
昼ひる
より腹
はら
けにて込り入たり」とて。姑
しば
しの間に二
に
三さん
度ど
も行
ゆき
てげり。其間に酒
さけ
を嗅
かぎ
てみれば。かの
麻しびれ
薬ぐすり
の香
にほ
ひ有り。
「寝
ね
処どころ
しきてまゐらせん」とて坐
ざ
敷しき
の中央
まんなか
にしきたり。後
あと
にてふとんをのけ。むしろをまくりてみれば床
ゆか
板いた
には穴
あな
三み
処ところ
まで穿
より
て有り。 「さてこそ」と。床
とこ
を其まゝにしては。又もや
厠かはや
へ行たりしに。 「旅
たび
人びと
おやすみなされしや」とお
となひつゝ。四
し
方はう
のしまりをさしぬる故
ゆゑ
に。厠
かはや
より「おのれは腹
はら
気け
にてしば〳〵
厠かはや
へ行
ゆき
申間。しまり一
ひと
処ゝ ころ
あけ置て
給たまは
るべし」とて。其近
きん
所じよ
□（をカ）
（九ウ）窺
うかゞ
ふに
厠かはや
にならびて柴
しば
部べ
屋や
有り。表
おも
家や
は家
いへ
の左
さ
右いう
にうらおもて通行
かよひ
の□□□
（
虫
喰
）
有。坐
ざ
敷しき
に返
かへ
りて。寝
ね
所どころ
は人の寝
ね
たる体
てい
に取
とり
つくろひ。其身は柴
しば
部べ
屋や
に忍
しの
びてぞ
窺うかゞ
ひ居
ゐ
たる 。三更
よなか
の頃
ころ
に亭主
あるじ
ひ
そかに来りて。まづ
厠かはや
をのぞき。さて坐
ざ
敷しき
をのぞきて。しづかに雨
あま
戸ど
をたてゝ。外
ほか
よりかきがねをかけ。しりじまり
を堅
かた
くして立帰
たちかへ
りぬ。さるに外
そと
面も
に松明
たいまつ
をてら 来るが。火かげさしければ。ひそかにかの表家
おもや
のひあひ路
みち
よりおも
てに行てう ゞへば。門
かど
の戸
と
をしづかにたゝく。亭主
あるじ
は手
て
槍やり
を杖
つゑ
につきて戸を明ぬれば。一人の男入り来て。門の内
にて立ながら云には 「今宵
こんや
は散
さん
々の仕
し
合あは
せなり。 『宵
よひ
に廿歳
はたち
ばかりなる究
く
竟きやう
の
男おとこ
一人ひとり
。肌
はだ
にはズツシリと金
かね
を持た
る者。六
ろく
郷がう
の川ばたより付てきたり』とて。 『例
れい
のかご
となりて。此野の入
いり
口くち
にはりて。かごに載
のせ
たり』と云の知
し
ら
せにて。かの黄泉
よみぢ
の辻
つじ
へ。小
こ
頭がしら
二人ふたり
と手
て
下した
四よ
人にん
とはられたるが。余
あま
り音
おと
がせぬによつて。今行
ゆき
て見たれば都
つ
合がふ
（十オ）
八人ながら皆ばらされて居る よりて 其通
とほ
りを魁首
かしら
の権
ごん
藤とう
太だ
殿に云たれば。すぐに手下十人つれて落
おち
合あひ
へ行かれた
り。 『猶も此家へ来まじきにも非れば。知れものなればゆだんせられな』と魁首
かしら
の云付なり」 。亭
てい
主しゆ
云。 「其者
そのもの
はこゝへ
来き
て。已に網
あみ
の中
なか
にかゝつて居るなり。めつたに逃
にが
す事にてはなし。されども小ざかしきやつにて。かの麻
しび
れ
薬ぐすり
は中
なか
々くらひ居らぬなり。されども用
よう
心じん
には縄
なは
をはれじやが。もしやこゝをぬけて出をつても。街
かい
道だう
筋すぢ
は外に逃
にげ
道みち
なし。
かき
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ぜひ落
おち
合あひ
へ行
ゆ
かねばならぬが。只心がゝりは此うら道なり。もしや小
こ
径みち
より山の手へぬけては取逃
とりにが
す事なれば。汝
なんぢ
う
ら道へまはりて。かの谷
たに
川かわ
の丸
まる
木き
橋ばし
をだに引
ひき
て置
おき
たる時
とき
には。袋
ふくろ
の中の
鼠ねづみ
なり。早く行て橋
はし
を引きて。あぜ道より落
おち
合あひ
へ行べし。今
料りやう
理り
しやうと思ふて。此通りに用
よう
意い
せり。早く行きて。橋
はし
をひけ」とて追
おひ
やりつゝ。身
み
ごしらへして。
槍やり
□□（虫喰）
そ（十ウ）離
はなれ
坐ざ
敷しき
の方へ忍
しの
び行を。やり過
すご
してうしろより大袈
げ
裟さ
に切り放
はな
し。裏
うら
の屏
へい
を飛
と
び越
こえ
て。小
こ
径みち
をした
ひゆけば。 かの
男おとこ
向ふに見ゆ。 走
はし
りかゝればかの者立止
たちどま
り。 ふりかへる所を切付れば。 かれも知
し
れものぬき合して二打
ふたうち
三み
打うち
はたゝかひしが。これも
首かしら
より咽
のど
のあたり迄わり付ければ。仰
のつけ
に倒
たふ
れたり。其時真介思ふ様
やう
は。 「こよひは十人
の余
よ
としあふて。 一目も寝
ね
ざる故
ゆゑ
に大ひに労
つか
れたり。 さるに街
かい
道だう
筋すぢ
を往
ゆき
て。 又々十人余
よ
の新
あら
手て
を
戦たゝか
はん事
甚はなはだ
危あやふ
し。
さらば此径
こみち
より山中
やまなか
へわけ入りて遁
のが
れ行ん事
上じやう
策さく
なり」とて。径
こみち
を行事十町ばかりにして。谷
たに
川かは
に丸
まる
木き
橋ばし
のかゝり
し有り。それをわたりては山
やま
路みち
にて。至
し
極ごく
の難
なん
所じよ
なれども。木
き
の根
ね
をつたひ。藤
ふぢ
かづらをよぢて。やう〳〵にして。平
ひら
地ち
に至
いた
りぬれば夜
よ
はほの〴〵と明
あ
けにけり。
 
 
第二回
 
 
逢
レ
金而
かねにあふて
止とゞまる
 
（十一オ）
 
 
 
○真鶴真介常陸
ひたち
花はな
園ぞの
山の
麓ふもと
にて磊
らい
落らく
翁あう
に逢
あ
ふて道
だう
芸げい
を学
まな
ぶの話
 
真鶴真介は市中
ま
ち
に出て旅
りよ
宿しゆく
をもとめ。 一
いち
日にち
そこに逗
とう
留りう
して。 此
この
頃ごろ
のつかれを休
きう
息そく
して。 それより下
しも
総ふさ
上総かづさ
安あ
房は
を巡
めぐ
り。
常陸ひたち
を歴覧
れきらん
して。花
はな
園ぞの
山やま
の
麓ふもと
に至れば。秋
あき
の日のつれなくて。はや暮
くれ
かゝりしかば其あたりを視
み
るに。一むら茂
しげ
れる
林はやし
のうちに。いと閑静
しづか
に住
すみ
なしたる家
いへ
居ゐ
の有ければ門
もん
前ぜん
に立よりて案
あん
内ない
をこひければ。十六七ばかりの少年
わかうど
の立出た
りしに。 「行暮
ゆきくら
したる旅
たび
の者。宿
やど
りを求
もと
めそこなひ迷
めい
わく仕候。率
そつ
爾じ
の至りには候へども。一
いつ
宿しゆく
の御
ご
無む
心しん
申たし」と
いひ入れければ。少年
わかうど
旅たび
人びと
の風
ふ
情ぜい
をつく〴〵見て。 「姑
しば
させ給へ主人に告
つげ
て見
み
申さん」とて内
うち
に入りしが。やがてに出
て「これへ入
い
らせられ候へ」とて。まづ客廰
ざしき
に
請しやう
じけり。かの少年
わかうど
出来りて。 「折ふし風
ふ
呂ろ
のわきて侍
はべ
る。湯
ゆ
にやめ
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
 － 47 －
されん」と云。 「それは何よりの御展待
もてなし
なり」とて。湯
ゆ
に入りて揚
あが
れば。程
ほど
なく（十一ウ）夕
ゆう
餉げ
を出
いだ
しぬ。かれこれし
たくをはりければ 亭主
あるじ
出来るが。年の頃
ころ
は六十ば□□□□
（かりと見カ）
えて。半
はん
白はく
の髪
かみ
をなでつけて。其威
ゐ
風ふう
堂だう
々〳 〵
たる人
じん
品ぴん
なり。
客きやく
に対
たい
して云。 「山
さん
林りん
中ちう
の寒
かん
家か
なれば。何の展待
あしらひ
もなく不
ふ
敬けい
の至
いた
りなり」と云。真介は「率
そつ
時じ
の御無
む
心しん
を申入候所。御
ご
推すい
却きやく
もなく種
しゆ
々〴 〵
の御展待
もてなし
かたじけなく存候」と礼
れい
謝しや
すれば。亭
てい
主しゆ
は茶
ちや
を煎
に
させ果餌
くわし
などを出して。さて
客きやく
に対
たい
して
云。 「貴
き
客きやく
は何処
いづく
の人にて。何と申方
かた
なりや」と問
とふ
。真介答
こた
へて。 「相摸
さがみ
真まな
鶴づる
の里
さと
に住
すめ
る。真鶴真介義
よし
則のり
と申処士
らうにん
にて
候」と云ば。主翁
あるじ
云。 「おのれは金
かな
井ゐ
帯刀たてはき
義よし
直なほ
と申者。只今は世を遁
のが
れて磊
らい
落らく
翁あう
と号
がう
し候。本
ほん
姓せい
は三浦にて候」といへ
ば。真介「さてはおのれと同姓にておはし候」と云へば。主翁
あるじ
「貴
き
客きやく
も三浦にて候か。さらば同
どう
宗そう
の親
した
しみにて候。
さておのれは久しく世の
交まじは
りをたちて。かくの如く引
ひき
籠こも
る事なれば。いかで往来
ゆきゝ
の旅
たび
人びと
をやどし申さんや。 （十二オ）
さるに先刻
さきほど
門外そとも
にて御
ご
案あん
内ない
の音声
こ
ゑ
の。 只人
たゞひと
ならず聞取
きゝとり
候故に。 わざと御宿
やど
申せしなり。 さるにおもはずも同
どう
宗そう
の
親したしみ
に
て候ひき。不
ふ
思し
議ぎ
の奇
き
縁えん
なり。さても此
この
度たび
は何方
いづかた
へ御
おん
通とふ
りなりや」と問
とふ
。真介云。 「おのれは幼年
をさなく
て父
ちゝ
母はゝ
にはなれ。外
に兄
きやう
弟だい
もなく。いまだ妻
め
をも迎
むか
へ申さず。祖
そ
先せん
の余
よ
沢たく
にて。田
た
畠はた
山やま
林はやし
など少しく有りて。さのみ不
ふ
自じ
由ゆう
にもなくく
らし申候所。当
たう
春はる
洪かう
水ずい
にて居
ゐ
宅たく
も田
た
畠はた
も流
なが
れ行き申候。家の子
こ
に文蔵と申者律
りち
義ぎ
にて。父
ちゝ
の代
よ
よりめし使
つか
ひ候。此者
に命
めい
じて。山
やま
林はやし
の
料りやう
を以て。時
とき
々〳 〵
には先
せん
祖ぞ
の祭
まつ
りをいたし候 とたのみ置
おき
て。おのれは文
ぶん
武ぶ
の道
みち
の修
しゆ
行ぎやう
せんとて。
遍へん
歴れき
いたす事なれば。さして
志こゝろ
ざす方
かた
といふて なく候」といへば。磊
らい
落らく
翁あう
は。やゝ真介が顔
かほ
をうちながめて云。 「お
のれは
少しやう
弱じやく
の頃
ころ
より。天
てん
文もん
望ぼう
気き
監相かんさう
音おん
律りつ
風角ふうかく
等など
の道をこのみ。種
くさ
々〴 〵
心を尽
つく
し□□
（虫損）
（十二ウ）中
ちう
年ねん
のころ。異
い
人じん
に値
ち
遇ぐう
して。これに
従したが
ひ学
まな
びし事三年なりしが。それよりは大
たい
略りやく
通つう
じ給ひぬと存じ候。今貴客
そなた
の相
さう
を観
み
るに。三
さん
体てい
平びやう
等どう
に
して。骨
こつ
格かく
よく
調とゝの
ひ。肉
にく
も亦よくしまれり。眼
がん
中ちう
黒白こくはく
燦さん
然ぜん
として分
ぶん
明めう
なり。神
しん
気き
よく
納おさま
り正
たゞ
しく見ゆ。これ公
こう
明めい
正せい
大だい
の相
さう
にして。利
り
損そん
失しつ
得とく
に心を動
うご
かさず。惟
たゞ
義ぎ
に当
あた
る所を務
つと
む。
遖あつぱ
れ正人
せいじん
君くん
子し
の相
さう
たり。然れども流
りう
年ねん
の
衝しやう
旺わう
によれ
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ば。中年の半
なか
ばまでは。不
ふ
遇ぐう
にして苦
く
労らう
たり。中年の
半なかば
より次
し
第だい
に発
はつ
達たつ
して。晩
ばん
年ねん
には大
だい
富ふう
貴き
を得つべきなり。これ
を晩
ばん
福ふく
の相
さう
と云。又其気を望
のぞ
む所 。一
いち
道だう
の白
はく
気き
蒸じよう
々〳 〵
として立昇
たちのぼ
るといへども暗
あん
気き
黒こく
気き
上うへ
よりこれを壓
お
す。これ正大
の志有といへども。天命応
おう
ぜざるが故に。其望
のぞ
み成
な
る事遅
おそ
し。且つ其福
ふく
利り
は西
にし
に在
あ
りて
東ひがし
には非
あら
ず。故にこれよりは
西にし
の国
くに
へ行給ふ事よろしきなり」と云。真介聞て。 「さても（十三オ）驚
おどろ
き入たる御
おん
術じゆつ
にて候。達
たつ
者しや
の観
み
る所其
その
揆おもむき
一にて候。おのれが故郷
ふるさと
足あし
柄がら
山の奥
おく
に。如々
によによ
道だう
人じん
と申異
い
人じん
の侍
はべ
るが。おのれ当
たう
年ねん
の春
はる
。願
ねが
ひ
奉たてまつ
りて。終身
いつしやう
の進
しん
退たい
取しゆ
捨しや
の要
やう
をうかゞひし所に。 かくの如きの偈
げ
文もん
を記
しる
して給ひぬるが。 其大
たい
意ゐ
相同
おな
じ」 とて。 これを取出して見すれば。 主翁
あるじ
「其如々道人と申は。如何なる体相
ていさう
の御人なるや」と問。真介いさいにこれを
話
（も）のがた
れば。磊
らい
落らく
翁あう
手をうちて。 「これ
即すなは
ちおのれが三年学
まな
びし所の老
らう
師し
なり。三年の内に其名をさへなのらせ給はず。此花
はな
園ぞの
山の石
せき
窟くつ
にまして。只
たゞ
端たん
坐ざ
し
て
在ましま
したり。これなり〳〵」と云て
称しやう
歎たん
せり。真介主翁
あるじ
に対
たい
して云。 「世の
諺ことはざ
に灯
とう
台だい
下もと
くらしと申が。おのれは其
如々道人の近
きん
所じよ
に在
あ
りて。只其人の道
だう
徳とく
のいみじきのみを尊
そん
敬きやう
はしつれども。それらの道を学び伝
つた
ふる事を知らず。
これ其志の厚
あつ
からざるのいたす所なり。且つ道人の教
をし
へも。貴翁の
諭さとし
も。我
志
こゝろざし
を得ん事は（十三ウ）中
ちう
年ねん
半なかば
に在
あ
りと。さらば今は道芸
だうげい
を学
まな
び修
をさ
むるの時
とき
にして。道
みち
を
施ほどこ
すの時にあらず候へば。なにとぞ此所に止
とゞ
まりて。身
み
をくだ
き心を尽
つく
して。貴
き
翁おう
の伎術
わ
ざ
を学
まな
び伝
つた
へたく候間。御
おん
許容ゆるし
有て御
ご
伝でん
授じゆ
下され候はゞ千
せん
恩おん
万幸ばんかう
たるべし」と。誠
せい
実じつ
面おもて
にあ
らはれて願
ねが
ひければ。磊
らい
落らく
翁おう
はうちうなづきて。 「これも天
てん
数すう
なり奇
き
縁えん
なり。すでに老
らう
師し
の偈
げ
文もん
にも。金
かね
に逢
あ
ふて止
とゞ
ま
れと有り。金とは おのれが賤
せん
号がう
の金
かな
井ゐ
と云これなり。これ天
てん
数すう
なれば。足
そ
下こ
止とゞ
まりて学びざる事を得ず。おのれも
亦こ を止
とゞ
めて教
を
しへざる事を得ざる事なり」 とて。 やがてに師
し
弟てい
の約
やく
を定
さだ
めたり。 真介はこれより磊
らい
落らく
翁おう
の家
いへ
に止
とゞ
ま
りて。天
てん
文もん
望ばう
気き
監相かんさう
音おん
律りつ
風ふう
角かく
などの道を。次
し
第だい
にまなぶ事昼
ちう
夜や
のわかちなく。寒
かん
暑しよ
を厭
いと
はず。精
せい
神しん
を投
なげ
打うち
てこれを学
び。これを思
し
惟ゆい
し。これに煉
れん
熟じゆく
しつる事五年の星
とし
霜つき
を経
へ
たり。 （十四オ）元
ぐはん
来らい
文武の道は預
かね
て鍛
たん
錬れん
し通
つう
達だつ
せる人にし
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
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て。其上に聡明
さとく
頴悟かしこき
の
性しやう
得とく
たるに。精
せい
誠せい
をこらしてこれを学びし事なれば。其道はやく既
すで
に
成じやう
就じゆう
せり。磊
らい
落らく
翁おう
真介
に謂
いつ
て云。 「おのれは天
てん
命めい
薄はく
福ふく
にして世に立ちて為
す
る事有る事なきを知れるが故に。早くも聞
ぶん
達たつ
を求
もと
むるの
情こゝろ
を断
だん
離り
して。此所に隠
いん
遁とん
せり。これ世に背
そむ
きて洒
しや
落れる
にはあらず。薄
はく
福ふく
の天
てん
命めい
に順
した
がへるなり。又足下
そ
こ
の如きは富
ふう
貴き
中ちう
の人な
れば。久しく此山
さん
林りん
に立
たち
まじはるべからず。固
もと
より時
じ
運うん
厄やく
会くわい
の数
すう
至りぬるが故に。間
ま
なく四
し
海かい
は混
こん
乱らん
の世となる事な
り。これ英
ゑい
勇ゆう
の天
てん
に代
かは
りて世を救
すく
ひ功
こう
業げふ
を樹
たつ
るの秋
とき
なれば。足下
そ
こ
の道
みち
は既
すで
に成
な
り了
をは
れり。速
すみや
かに立出
たちいで
て。人を助
たす
け世
を済
すく
ふの大業
げふ
を務
つと
むべし。然
しか
れども今六七年は不
ふ
遇ぐう
にして坎迍
くるし
かるべし。其不
ふ
遇ぐう
に坎迍
くるし
むが。これ天より人を鍛
たん
錬れん
し
て金
きん
玉ぎよく
にならしむるの方
はう
便べん
たり。 （十四ウ）この故に如何なる困
こん
難なん
危き
急きふ
の時に臨
のぞ
むとも。かりにも我身をおもひ。私
の利を顧
かへ
りみる事なくして。 一に只公
こう
明めい
正せい
大だい
の
志
こゝろざし
を屈
くつ
すべからず。 けだし為
す
る事有
ある
所ところ
の人は。 天よりこれを祐
たす
く。
少すこ
しも怯
おぢ
怖おそる
るの惰
だ
弱じやく
の念
ねん
を生ずる事有べ らず」と。くれ〴〵
懇ねんごろ
に
教きやう
訓くん
してこれを見
み
立たて
て出しやられぬ。 （十五
オ） （白紙） （十五ウ）
 
  真実玉英ま
こ
と
の
は
え冊まき
の
二ふたつ
 
羅州逸渙
 
撰述
 
 
第三回
 
 
望山而去やまをのぞんでさる
 
 
 
 
○真鶴真介木
き
曽そ
の山
やま
中なか
にて
怪くわい
物ぶつ
を射
ゐ
取と
るの話
 
真鶴真介は。 磊
らい
落らく
翁おう
のもとに在
あ
りて。 道
みち
を学
まな
べる事已
すで
に五年にして。 其伎芸
わ
ざ
熟じゆく
達だち
せるを以て。 師
し
翁おう
のすゝめによりて。
西の国へと
志こゝろざ
して。下野
しもつけ
上野かみつけ
を経
へ
て。信濃
しなの
の路
ぢ
にかゝりて木
き
曽そ
の山
やま
深ふか
く入りたる所に。遙
はる
か向ふの峯
みね
の方に。一
いち
道だう
の
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黒こく
気き
立のぼりければ。 「これよからぬものゝあるにてこそ」とて。半
はん
弓きう
に矢
や
を打
うち
つがひて。心をくばり歩行
あゆみ
しに。木
こ
立だち
しげくおほひて。 昼
ひる
さへ路
みち
のくらき茂
しげ
みにゆきかゝりける所に。 一むら雨
さめ
ふり風さわぎて。 ひとつの怪
あや
しき物
もの
こそ出
いで
来きた
りたる。其（一オ）長
た
けは一丈もやあらん。一
いつ
身しん
に毛
け
生お
ひしげりて。山
やま
岳みち
の険阻
さかしき
を飛
とび
わたる事。平
ひら
地みち
を歩
あゆ
むが如くな
りしが。やがてに真鶴を見
み
つけゝん。競
きほ
ひ進
すゝ
んで山を飛
とび
下くだ
りに走
はし
り来
きた
る。真介は其
その
間あいだ
三さん
四し
十じう
間げん
に見なして。設
まう
けたる
矢をきつて放
はな
せば。右の手にてこれを捉
と
る。すかさず二の矢を発
はな
てば。左りの手にてこれを捉
と
る。三の矢を放
はな
てば。口
くち
にてこれを噛
かみ
とめぬ。 真介心得て秘
ひ
密みつ
の双
そう
矢し
連れん
発ぱつ
を発
はな
しければ。 身ををどらしてこれをさけゝるが。 一
ひと
矢や
は股
もゝ
に射
ゐ
付つけ
た
り。痛
いた
手で
を負
おひ
ながら。猶も進
すゝ
み来れるが。其左右の手と口との矢は。やはり其まゝにて放
はな
さゞりける。真介も弓をす
てゝ
刀かたな
を抜もち。左り手にさし添
ぞ
へをぬき持
もち
て。これを左りの脇
わき
にかくし。近
ちか
よるまゝに右の
刀かたな
を以て只一
ひと
討うち
とき
り付
つく
れば。ひらりとはづす所を。左りの剣
けむ
にて。きり付ければ。右の肩
かた
先さき
より胸
むな
もとへかけて六七寸切り込だり。こ
れに弱
よは
れる所を。たゝ（一ウ）みかけてこれをしとめたり。さて其左右の手と口との矢をとりて。これを
靱うつぼ
にさし。
其死
し
骸がい
を
改あらた
め視
み
るに大
たい
抵てい
は猿
さる
と同じくて。大きなる事は十
じふ
倍ばい
せり。世に云所の狒
ひ
狒ゝ
といふものゝたぐひならんかとお
もひながら。其死
し
骸がい
は谷
たに
底ぞこ
へ踏
け
おとしぬ。かくて日を経
へ
て
京きやう
都と
に至りぬ。この頃
ころ
は山
やま
名な
細ほそ
川かは
の
確くはく
執しつ
にて。都
みやこ
もしづ
かならざりけ ども。西
にし
の岡
をか
に少しく知
し
れる者の有るにたよりて。姑らくこゝに住居したりける。
 
 
 
○真鶴真介山
やま
名な
宗そう
全ぜん
が邪
じや
害がい
を避
さ
けて
京きやう
都と
を去
さ
るの話
 
真鶴真介は
京みやこ
西にし
の岡
をか
に住居
すまゐ
し。文武の道を教
をし
へ
導みちび
くを以て業
げふ
とせし所に。次
し
第だい
に門
もん
人じん
多おほ
く
集あつま
りて繁
はん
昌じやう
なりける。
其頃そのころ
東とう
国ごく
方かた
の歴
れき
々〳 〵
の浪
らう
人にん
。少しくよしみ有に付て。姑
しば
らく
客かゝり
食びと
となりて有りしが。真介の留守 うちに真介が（二オ）
着き
がへを被
き
て。真介がさしがへを佩
さし
。金子五十両をぬすみとりて亡命
かけおち
したりける。真介帰りてこれを視て。 「此者あり
付を心がけゝる故にこのしあはせなり さつ
告
げたらんにはこれをあたへんに。心づくしをせし事よ」とて。少しもお
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どろきたる体
てい
もなかりける。其失
しつ
得とく
利り
損そん
に
意こゝろ
なき事大
たい
体てい
これらの類
るい
なり。其脱
ぬ
ぎおきし古
ふる
衣ぎ
は下
しも
僕べ
にとらせ。其佩刀
かたな
は。これをこしらへ
改あらた
めんとて研
とぎ
に遣しけるに。太
た
刀ち
は相州の政
まさ
宗むね
。さし添
ぞへ
は松
まつ
倉くら
郷がう
の義
よし
弘ひろ
なりける。後
のち
に三
さん
光くはう
政
宗。篭
こ
手て
切きり
郷がう
と
称しやう
したるは。此両刀なり。かくて其名
な
高たか
くなりて在
ざい
京きやう
の武
ぶ
士し
われも〳〵と門人となりけるが。細
ほそ
川かわ
勝かつ
元もと
も其門人となりて。折々には細川の
邸やしき
へも行
ゆき
かよひたり。或時真介八
や
瀬せ
小を
原はら
より鞍
くら
馬ま
のほとりまで。小鳥がりに出
けるが。此日山
やま
名な
宗そう
全ぜん
鞍くら
馬ま
山さん
へまうでけるが。其帰
かへ
るさにはし く真介と行
ゆき
遇あ
ひたり。真介は狩
かり
にのみ心を入
い
れて。
（二ウ）あちこちとねらひける所に。折ふし秋
あき
の末
すゑ
にてとわたる雁
かり
の数
す
十じう
羽は
。行
つら
をならべて雲
くも
井ゐ
をかけるを。弓
ゆみ
に矢
や
つ
がふて仰
のけ
さまにこれを射
ゐ
たるに。 はたして一
いち
羽は
を射
ゐ
とめたり。 宗全これを視
み
て。 「さても弓
きう
術じゆつ
の達
たつ
者しや
かな。唐
もろこし
の楊
よう
由ゆう
基き
にも劣
おと
らざる業
わざ
なり。雲
くも
井ゐ
の雁
かり
を射
ゐ
取とる
とは。むかし話
がた
りにこそ聞つれ。眼
がん
前ぜん
これを視
み
しは今がはじめなれ」と称
しやう
歎たん
しきりにして。やがて一人
ひとり
の家
け
来らい
を呼
よ
び「かの狩
かり
する
士さぶらひ
の跡
あと
に付て。何方
いづかた
へ帰
かへ
るや見とゞけて。其ほとりにて。其
名も其人となりもくはしく聞合
きゝあは
せて るべし」と申付て立帰
たちかへ
りぬ。山名が家来其
その
夜よ
かへりて宗全に申けるは。 「かの
士さぶらひ
今日も暮
くる
るまで狩
かり
いたし居申候が。小鳥にても
兎うさぎ
鹿しか
狐きつね
にても。目にかゝりたるほどの物。ひとつも射
ゐ
はづす事
なく候。日くれに及びてよほどの獲
え
ものを荷
にな
はせて宿
やど
に帰り申候。所は西の岡にて御座候。其名は真鶴真介と申（三
オ）東
とう
国ごく
方がた
の浪
らう
人にん
にて。六年ばかり以
い
前ぜん
より上京いたし。西の岡に住
すま
居ゐ
し文
ぶん
武ぶ
両りやう
道だう
の指
し
南なん
いたし居申候が。只今にて
は歴
れき
々の門人多くこれ有り。
至いたり
て蕃
はん
昌じやう
のよし。細
ほそ
川かは
勝かつ
元もと
なども入
にう
門もん
いたされ候よし。甚だ高名なる者に候よし」と
くはしくのべ聞えければ。翌
よく
日じつ
一人ひとり
の使
し
者しや
真鶴が家に来りて云には。 「我主人山名宗全申入候
趣おもむき
は。
承
うけたまは
り伝
つた
へ申
候処。貴
き
所しよ
には文武の道 御
教きやう
授じゆ
なされ候よし。仍
よつ
て宗全も執
しふ
心しん
たるに付て。御
ご
講かう
席せき
へ出申候而。聴
ちやう
聞もん
仕べく候所。
政せい
事じ
がゝりの身
み
分ぶん
にて寸
すん
隙げき
有事なし。何とも失
しつ
敬けい
の申分にては候へども。手
て
前まへ
邸やしき
へ御
ご
閑かん
暇か
のせつ御入来下され候て。
御ご
教きやう
授じゆ
下され候義相なり申義に候はゞ。偏
ひとへ
に頼
たの
み存候との義なり」 。 真介答
こた
へには。 「不
ふ
肖しやう
の
某それがし
。 御聞及びと有て。
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我道御
ご
執しふ
心しん
に付て。教
きやう
授じゆ
をも御うけなされたき旨
むね
承しやう
知ち
仕候。よつて明
めう
後ご
日にち
朝五ツ時に（三ウ）参上仕べく候」と返
へん
答とう
に及びければ使
し
者しや
は帰
かへ
りぬ。其日に至りて真鶴真介山名が
邸やしき
に至れば。宗全これを客廰
ざしき
に通
とふ
して。慇
いん
懃ぎん
に展待
あしらひ
ける。
「まづ孫
そん
子し
を聞たし」と申故に。其義を
詳つまび
らかに説演
ときのべ
ければ。宗全は不
ふ
学がく
の男なれども。悍雄
かんゆう
にして理
り
に敏
さと
き者なれ
ば。よく其理義
り
ぎ
を会得
がてん
しける。かくの如くして三四たびも参
さん
会くわい
しけるが。宗全真鶴に対して。 「今
表おもて
は
昇しやう
平へい
の
治をさま
り
たる世の如しといへども。各
くに
国〳 〵
武を
争あらさ
ふて殆
ほと
んど乱
らん
世せい
近ちか
きにあらんとす。これ英
えい
勇ゆう
の功
こう
業げふ
をたつるの秋
とき
なり。足下は
文ぶん
武ぶ
具ぐ
足そく
の英
えい
勇ゆう
たるに。いつまでか民
みん
間かん
に屈
くつ
し居給ふぞや。足
そ
下こ
文武の達才
たつさい
を以て。大に為
す
る事あらば。天下たれか
これに敵
てき
し得んや。然
しか
れども足
あし
つぎなくては高きにのぼりがたし。今
いま
我われ
五百貫を足
そ
下こ
にまゐらせて。我家の
客きやく
分ぶん
とせ
ん。姑
しば
らく我により給はんや」と（四オ）云。真介はこの頃
ごろ
宗全と参
さん
会くわい
して。其人となりを
窺うかゞ
ふに。邪
じや
智ち
悍かん
雄ゆう
の人
がらなれば。久しく親
した
しむまじきの人と心におもひ居る事なれば。答て云。 「不
ふ
肖しやう
の
某それがし
を御見
み
出だ
しに預
あづか
り。殊
こと
に大
たい
禄ろく
をも下されんとの御
ぎよ
意ゐ
。身に余
あま
り千万
せんばん
忝存じ奉り候。しかれどもおのれは多
た
病びやう
の
性しやう
得とく
故に。仕官
ほうこう
の義は望
のぞ
み申さ
ず候へば。私
や
宿ど
にかへりとくと思
し
惟あん
いたし申候上。有
う
無む
の御返
へん
答とう
に及び申べく候。只今即
そく
答たふ
にはいづれとも申がたく
候」とて。立帰
たちかへ
りぬ。跡にて宗全つく〴〵思ふ は。 「かの真鶴実に文
ぶん
武ぶ
の達
たつ
人じん
なり。これ敵
てき
に有りては
怖おそろ
しき者な
り。意
おも
ふに細川勝元前に已に門
もん
人じん
となれり。或は細川と先
せん
約やく
有るが故に。今日の返
へん
答たふ
に及びつるにや。かの者もしや
勝元に事
つか
ふる時には。これおのれが腹
ふく
心しん
の病
やま
ひたり」とて。やがて其腹
ふく
心しん
の家来三人をよんで此義を相議
ぎ
せられけれ
ば。谷川佐次郎云。 （四ウ） 「只今当
たう
館やかた
の武
ぶ
威ゐ
は天下に並
なら
びなし。故に凡
およ
そ
刀かたな
さゝんほどのもの。貴
き
賤せん
上じやう
下げ
。ともに
当たう
家け
に集
あつま
り入
い
らんとす。然
しか
るに真鶴真介素
す
浪らう
人にん
の事なるに。まづ五百貫の大
たい
禄ろく
を下され。
客きやく
分ぶん
となされんとの義。
これあしらいの十二分なるものなり まつさかさまになりて悦び躍
をど
るべき事なるに。さるに辞
じ
退たい
に及ぶ事は。これ心
中に深く思ふ所有事分
ぶん
明めう
にして。細川に先
せん
約やく
有事決
けつ
定じやう
たり。又御当家の武
ぶ
威ゐ
を見限
かぎ
りたるやつなり。たとへ細川に事
つか
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へずとも。当
たう
家け
にては
快こころよ
からぬ奴
やつ
なれば。これを殺
せつ
害がい
するには如
しか
じ。故に明日
めうにち
か明
めう
後ご
日にち
か。さらぬ体
てい
にて御
おん
招まね
き有
り。今一
いち
応おう
当たう
家け
の家来となるや。否
いな
やを御きめ有て。いよ〳〵当家に事
つか
へ申さず候はゞ。飛
とび
道だう
具ぐ
を以て。これを射
ゐ
取とる
の
手て
当あて
なさるべし。たとへ如何
い
か
やふなる武
ぶ
芸げい
の達
たつ
人じん
なればとて多
た
人にん
数じゆ
にてとりこめてこれを討
うた
ん事はいと容易
たやす
し。もし
や召
めす
とも（五オ）来らずば。其住
ぢう
処しよ
へ多
た
勢せい
をさし向
む
け討
うつ
て取
とり
申さん事に。何のかたき事かあらん」と申ければ。宗全
も「此
この
議ぎ
尤もつと
もなり。明後日人を遣して。外
ほか
事ごと
の如
ごと
く申てこれを招
まね
くべし。来らばかよふ。来らずばかよふすべし」と
手て
当あて
十分に命じけり。
 
 
 
○星
ほし
野の
漣女さゞなみ
恩おん
のために機
き
密みち
をもらすの話
 
さても武蔵玉川のほとり小
こ
畑ばた
村むら
の
農ひやく
民しやう
太左衛門。及び女子
むすめ
の
漣さゞなみ
は。夜
よ
るひるともに真鶴真介が恩
おん
徳とく
の事を云ひつ
ゞけにして。 「もしや此世にて此恩
おん
をむく 奉る事能
あた
はずば。来
らい
世せ
は犬
いぬ
馬うま
と生
うま
れかはつてなりとも其恩
おん
を報
ほう
ぜん」とぞ
いのり る。かくて三年 後。父の太左衛門。病
やま
ひにそみて。已
すで
に危
あやふ
きに臨
のぞ
みて。姉の
漣さゞなみ
。弟の太吉と二人を
枕まくら
の
もとへよびて。 「我
わが
命いのち
も已
すで
に終
をは
らんとす。汝等
そちら
兄きやう
弟だい
はいかよふにもして身を立
たつ
べし。真鶴氏の恩
おん
徳とく
は終
いつ
身しやう
わするべ
からず」と。それを末
まつ
期ご
の遺
ゆひ
言ごん
にして。 （五ウ）終
つひ
にはかなくなりにけり。兄
きやう
弟だい
はなく〳〵これを
葬ほゝふ
りて四十九日
はりて。姉は家
いへ
と諸
しよ
式しき
をうちはらひ。其あたひを以て路
ろ
銀ぎん
として。弟
おとゝ
をつれて京都へぞ上りける。これは京の北
きた
山やま
辺へん
に。縁
えん
者じや
の有るによりて。それをたのみに来れるなり。これを相応の郷
がう
士し
にて河
か
合あい
伝でん
八はち
とぞ云ける。さてそれに
弟おとゝ
を
預あづ
けて文
ぶん
武ぶ
の修
しゆ
行ぎやう
をなさせ。姉
あね
は奉
ほう
公こう
に出けるが。山名宗全が方に事
つか
へて。大ひに主
しゆ
人じん
の気
き
に入り。此せつにては中
ちう
老らう
をぞ勤
つと
めける。さるに此ごろ真鶴真介と云文
ぶん
武ぶ
の達
たつ
人じん
有りといふの風説
うはさ
を聞
きゝ
つれども。 「世
せ
間けん
には同
おな
じ氏
うぢ
。同じ名
な
の
有まじきにも非
あら
ず。且つおのれは役
やく
がら故に。心まゝに出
いで
行ゆく
事もなりがたく。もしや恩
おん
人じん
にてはなきや」と。心にか
ゝり けるところ 此
邸やしき
へもまゐらるゝとの風説
うはさ
ゆゑに。心をつけてうかゞひけるが。果
はた
して恩
おん
人じん
たる事を視
み
とめ
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たりし故に。万
ばん
事じ
に心をつけて居
を
りける所に。今
こ
よひ御
ご
前ぜん
へ
伺うかゞ
ひの事有て。 （六オ）次
つぎ
の間
ま
までつめて有りし所。な
にか御
ご
密みつ
談だん
の体
てい
なりし故。 しばらくひかへて居るうちに。 おもはずも。 恩
おん
人じん
真鶴真介の一命
いのち
にかゝる所の大
だい
事じ
の密
みつ
談だん
な
りければ。息
いき
をつめ 一五
くはしく
一十聞とり。其後さらぬ体
てい
にて我
わが
部へ
屋や
にかへり。
密ひそか
に一
いつ
封ふう
の書
ふみ
を
認したゝ
め置
おき
て。翌
よく
日じつ
律りち
義ぎ
な
る下僕
しもべ
をえらみ。 「西
にし
山やま
の花
はな
の寺へ心
しん
願ぐはん
有て代
だい
参さん
すべし」と云付。 「さて其
その
参まゐ
りがけに。西の岡の真鶴真介殿方へ。此
一いつ
封ふう
を持
もち
てまゐるべし」と。とくといひつけてやりぬ。下僕
しもべ
は西の岡に至り。真鶴の家に行き。其書面
ふ
み
をわたして。
それより花
はな
の寺
てら
へぞ参りける。真介は文
ふ
箱ばこ
の封
ふう
を被
ひら
けば上
うは
書がき
に。 〈大
だい
恩おん
人じん
真鶴真介様へ機
き
密みつ
要やう
用よう
御ご
直じき
覧らん
〉と記
しる
して。う
らに〈武
む
蔵さし
玉たま
川がは
の辺
ほと
り小
を
畑ばた
村むら
星ほし
野の
太左衛門が女子
むすめ
。星野
漣さゞなみ
九きう
拝はい
〉と有り。其文に云。
 
さきに玉
たま
川がは
のほとりにてわかれ
奉たてまつ
りてより。はや十
とを
まりひとゝせのほし霜
しも
を（六ウ）過し候へども。ありしに
御かはらせなきよしは。 この比よそながらかひまみ奉りて。 まづむねはおちゐまゐらせ候。 恩
おん
人じん
にわかれ申候而三
み
とせの後
のち
。父太左衛門もいたづきにかゝりてつひにはかなくなりまゐらせ候。其いまはの時にも。われらはらか
らを
枕まくら
のほとりへよびて恩
おん
人じん
の義を一
いつ
生しやう
涯がひ
わすれまじきの旨
むね
。くれ〴〵申死
しに
にいたし申候。其後われらはらか
らはみやこへ ぼり。北山のしるべにたよりて。おとゝをたの て文
ぶん
武ぶ
の修
しゆ
行ぎやう
をさせ。おのれはみやづかへに出
参らせ候所。此山名家へ縁
えん
有あ
りてつかへ。只今にては中
ちう
老らう
の役
やく
をつとめ居申候。さるに此ころ御名まへをきゝま
し候へども。もしや同じ名の人 てはなきやといぶかしく
おもひ居り候うち。山名家へも入らせられ候よしゆゑ
に。いろ〳〵心をつくしてかひまみ参らせ候て。其後は猶も心をくばり居り候所。此ごろ主人より当山名家の
客きやく
分ぶん
として。御あしらひ五百貫進
しん
じられ（七オ）候はんとの所。恩人のこれを御ことはりありしよしにて。我にあ
りては千ぎまんぎにまされる人たり。外にあり 怖
おそ
ろしき御方故に。明日
めうにち
か明
めう
後ご
日にち
には。さらぬよしにて御ま
ねき申上候て。其せつぜひ山
やま
名な
家け
の家
け
来らい
とならせらるればよし。もしや御ことわりにも及
およ
び候時には。多
た
勢ぜい
を以
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
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て飛
とび
道だう
具ぐ
にて殺
せつ
害がい
申すべし。もしや御招
まね
き申すとも御こしなく候はゞ。多
た
人にん
数じゆ
をもちて。御辺もとへおしよせ。
ぜひともに御
おん
殺せつ
害がい
申さんとの
調ちやう
義ぎ
にて候。此
この
密みつ
談だん
をとくとうけたまわり申候ゆゑに報
ほう
恩おん
の万
まん
分ぶん
一いち
とも存
ぞん
じ。御
おん
耳みゝ
に入れ奉り候。 恩
おん
人じん
此この
山やま
名な
家け
へ御事
つか
へなされ におゐては事なく候。 もしや此
この
頃ごろ
の如
ごと
く御
おん
断ことわ
りに候ては。忽
たちま
ち御
おん
命いのち
に及
およ
び申候間。此
この
書面ふ
み
御ご
覧らん
の上
うへ
得とく
と御
おん
決けつ
定じやう
第だい
一いち
に
存ぞんじ
候。何れ山名家へ御
おん
事つか
へ。御
おん
心こゝろ
に能
あた
はず候はゞ。此
この
書ふみ
御ご
覧らん
しだいに。はやく他
た
国こく
へ御たちのき第
だい
一いち
の御
おん
義ぎ
と
存ぞんじ
候。 （七ウ）人めを忍
しの
び心せ れ候まゝ用
よう
事じ
のみ申上参ら
せ候めでたくかしく
 
真介は此書
ふみ
を三
さん
度ど
おしいたゞき。 「わづかの恩
おん
義ぎ
にかくの如
ごと
く心を尽
つく
しくれ候事
甚はなはだ
痛いた
み入たる心
しん
底てい
感かん
ずるに余り有」
とて。それより二人
ふたり
の腹
ふく
心しん
の
僕しもべ
に命
めい
じて。兵
ひやう
具ぐ
入いり
用よう
の品
しな
を駄荷
だ
に
にさせて。これを先
さき
へ持
もた
せやりて。さて諸
しよ
門もん
人じん
并に隣
りん
家か
知ち
音いん
等とう
へは。 「本
ほん
国ごく
相さう
州しう
へ火
くは
急きふ
の事有て罷
まか
り帰
かへ
る」と云
いひ
置をき
て。其
その
夜よ
にまぎれて丹
たん
波ば
路ぢ
へかゝりて播
はり
磨ま
の国へぞ落付た
りける。
 
 
 
○真鶴真介山
さん
陽やう
山陰さんいん
の
両りやう
道だう
を遊
ゆう
歴れき
するの話
 
真鶴真助は。京都を夜にまぎれて遁
のが
れ出
いで
て。それよりは丹
たん
波ば
路ぢ
へ行きて播
ばん
州しう
の明石
あかし
姫ひめ
路ぢ
立たつ
野の
赤あか
穂ほ
のあたりを徘
はい
徊くわい
する
事一
いち
年ねん
ばかり。 それより備
び
前ぜん
の国
くに
に在
あ
りし事半年。 又備
びつ
中ちう
の国
くに
に在
あ
りし事一年半の余
よ
。 安
あ
芸き
に一年。 出雲
いづも
の都
と
賀が
に住
すみ
（八
オ）ける事四年に及
およ
べり。故に其文
ぶん
武ぶ
達才たつさい
の名
な
。中国の間に高
たか
く聞へけり。出雲に居れるうちに石
いは
見み
の南
なん
條じやう
家け
の家
か
中ちう
も。追
おい
々に来り学
まな
びける。中にも南條左衛門と云は。老
らう
職しよく
の一人にて。志
し
学がく
と云所に住
すま
居ゐ
してありけるが 忍
しの
び〳〵
に其徳
とく
を慕
した
ひて都
と
賀が
に来りて学
まな
ばれけり。此の如く出雲
いづも
に在りながら。石見の国人に門
もん
人じん
の数多
あまた
出来にければ。やが
て石見の国へ引き移
うつ
りて。浜
はま
田だ
の城下にぞ住居したりける。程
ほど
なく誰
たれ
彼かれ
とすゝめあげて。これを
領りやう
主しゆ
の南條殿にこそ
事つか
へさせけれ。南條殿これを帰
き
依え
し給ふ事浅
あさ
からざりける。
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第四回
 
 
拠石而いしによりて
困くるしむ
 
 
 
 
○真鶴真介石見国にて士官
ほうこう
調とゝの
ひ
寵ちやう
臣しん
の忌
いみ
にかゝるの話
 
其頃
ころ
南條家
出しゅつ
頭たう
の老
らう
職しよく
に黒
くろ
崎さき
弾だん
正じやう
と云者あり。勇
よう
武ぶ
にして姦
かん
曲きよく
の狡猾
しれもの
（八ウ）なり。周
す
防はう
長なが
門と
の押
おさ
へとして。津
和野の城を守れり。折々は浜
はま
田だ
に来りて国の政
まつ
りごとを聴
きゝ
けり。当時の
領りやう
主しゆ
の柔
じう
弱じやく
なるを
侮あなど
りて。をりを以て己
おの
れ
これにかはらんと云。腹
はら
黒ぐろ
なる底
そこ
巧たく
み有が故に。
漸そろ〳〵
と家中の士をなつけて。腹
ふく
心しん
とかたらひければ。炎熱
あつき
に集
たか
り権勢
いきほひ
に群
むら
がる人
にん
情じやう
にて。家中の士過
くは
半はん
は黒崎が一
いち
味み
の徒
と
となりける。又此度真鶴真介を吹挙
すいきよ
せし
徒ともがら
は。皆義を立
た
て正し
きを守るの輩なれば。これ黒崎が心
しん
中ちう
の仇
あだ
敵がた
きなり。さるに真鶴文武の達才
たつさい
を以て。領
りやう
主しゅ
を訓
をし
へ導
みち
びき。并に家中の
士を取り立
たて
たる時には。己
おの
がかねての大
たい
望もう
の害
がい
たる事大ひなるを以て。心中にはこれを除
のぞ
きさらんと巧
たく
みける。され
ども姦
かん
曲きよく
のしれものなれば
表おもて
には
領りやう
主しゆ
をはじめ。 一家中の文武の道を学
まな
びはげむ事を大ひに
称しやう
美び
して。 真介にも随
ずい
分ぶん
懇こん
切せつ
に展待
あしらひ
ける。又真介は当
たう
時じ
出しゆつ
頭たう
の
寵ちやう
臣しん
。黒
くろ
崎さき
（九オ）弾正に謁見
まみへ
て。其相
さう
貌ぼう
を視
み
るに。姦雄
かんゆう
邪じや
曲きよく
にして。不軌
よからぬ
望のぞ
みを胸
むね
に
貯たくは
へたる事を察
さつ
し。 「此国にも久
ひさ
しく足
あし
は止
とゞ
めがたし。 領主は柔
じう
弱じゃく
にして決
けつ
断だん
なきの暗
あん
主しゆ
たり。 其
寵ちやう
臣しん
は
勇いう
武ぶ
悍才かんさい
にして。残
ざん
忍にん
豺狼さいらう
の生
うま
れ付たり。家
か
門もん
老職がらう
に南條左衛門有りて。温
おん
順じゆん
篤とく
実じつ
律りち
義ぎ
の人がらなれど。これを黒崎
に敵手
あいて
たらしむる時 は。黒崎が勇武悍才にはあたりがたかるべし。さても気のどくなる国
こく
家か
の
勢いきほ
ひなりけり」と独
ひと
り心を痛
いた
め居
ゐ
ける。又黒
くろ
崎さき
弾だん
正じやう
はとかく心にかゝるは真鶴真介が事なれば。其腹
ふく
心しん
の者数
す
輩はい
にいひふくめて。わざと
真鶴が方へ帰
き
依え
信しん
仰かう
の体
てい
にて。 親
した
しくしげ〳〵に行きかよはして。 其内
うち
外と
の動静
やふす
をうかゞひ探
さぐ
らせ。 少
すこ
しにても越
おち
度ど
に
すべき手 ゝりをぞ捜
さが
し
索もとめ
けるに。外にはこれといひたつべき事はなけれども。従来
これまで
四五年も出雲に住居して有りけ
る故に。其門人どもの方より。 （九ウ）折々は
使つかい
を来
きた
し。又は時
じ
節せつ
の折
おり
見み
舞まひ
付とゞけ産
さん
物ぶつ
等の音
おと
信づれ
は絶
たえ
ず有ければ。
此事を弾正聞出して。 これを計
はか
り事の種
たね
にせんとぞ思ひ立にける。元
ぐはん
来らい
石いは
見み
と出雲
いづも
とは。 隣
りん
国ごく
たるにより其
領りやう
分ぶん
際さい
目め
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の
争あらそ
ひより。
数しば〳〵
合か
戦せん
に及びしが。両
りやう
国ごく
ともに近
ちか
頃ごろ
其
領りやう
主しゆ
代よ
がはりにて。姑
しば
らく
戦たゝか
ひは止
や
みてあれども。其意
い
気き
地ぢ
は互
たが
ひに残りてぞ有けるが。 其頃
ころ
石見の国にて。 一人の
盗ぬすびと
を捕
とら
へたり。 本は出雲
いづも
の者なりと云。 此盗
とう
賊ぞく
方かた
の奉
ぶ
行ぎやう
は。
かの黒崎が腹
ふく
心しん
の徒
と
たるが。此事を黒崎にぞ云ひ上げる。黒崎これよき手がらなりとて。ひそかに盗賊をめしよせ。
これに謂
いつ
て云。 「盗賊は大小ともに死
し
刑けい
たる事。此
この
方はう
国こく
法はふ
たり。汝隣
りん
国ごく
の者なれば其国法は聞
きゝ
知し
りつらん」と云ば。盗
賊云。 「よく存
ぞん
知じ
の上の義たれば。御仕
し
置おき
覚かく
悟ご
にて候」 。其時弾正云。 「汝けなげにも死
し
を極
きは
めたるたましひ見所有り。
故に汝に一
いち
大だい
事じ
の用を申付るなり。よく（十オ）為
なし
了おふせ
ば。一命は勿
もち
論ろん
。莫
ばく
大たい
の
賞しやう
をやるべし」と。盗賊云。 「已
すで
に捕
とら
へられて死
し
を極
きは
め申上には。何
なん
等ら
のむつかしき事にてもうけ給はり候べし。命
いのち
をすてゝこれを為
な
さば。出来ざる事は
有まじ」と云。弾正云。 「
遖あつぱ
れたのもしきやつなり。よくせば汝が立
りつ
身しん
の種
たね
なり。まづ汝が代りには。外に咎
とが
きはま
りし者を刑
けい
して。世
せ
間けん
の唱
とな
へをすまし。汝は密
ひそ
かに我方にかくまひ置て。一両月を過
すご
して。汝を出雲の藩士
かちう
中野五郎
八が腹
ふく
心しん
の忍
しの
び
使つかい
として。真鶴真介が方へまゐるなり。然るに城下の入
いり
口くち
にて。此方の監察
めつけ
の手に捕
とら
へ。段々と糺
きう
明
すれども汝は白
はく
状じやう
せざるなり さて其密
みつ
書しよ
は小よりにして。笠のひもといたし置るが。これより其事露
ろ
顕けん
するの義と
して。汝は入
じゆ
牢らう
さすなり。其うちに真鶴真介は敵
てき
国こく
内ない
通つう
の罪
つみ
をいひ立て。死
し
罪ざい
にするなり。其どさくさのうちに。汝
は牢
らう
死し
せしと披
ひ
露らう
して。莫
ばく
大たい
の
賞しやう
を与
あた
へて。一旦
出しゆつ
奔ぽん
させ。一両年せば。めし出して。三十貫以上の禄
ろく
を与
あた
ふ（十
ウ）べし。汝此事を為
な
し得てんや」 。盗賊云。 「出雲は本国の事なり。中野五郎八はよく存
ぞん
知じ
なり。又真鶴真介もよく見
み
覚おぼ
え居申候。随分首
しゆ
尾び
よくすべし。其笠
かさ
のひも等は。よく御用
よう
意い
有べし」と云。弾正よろこびて。まづ此盗賊はおの
が
邸やしき
中うち
にかくまひ置。さて盗賊奉行によくのみこませて。死
し
刑けい
極きはま
りし罪人
つみんど
を。出雲の盗賊として。これが跡をくら
まし。さて一両月たちて。右の用
よう
意い
をよく
調とゝの
へて。出雲より真鶴が
邸やしき
へ来れる所の密
みつ
使し
とぞす。城下の入
いり
口くち
へ来れ
る所にて 監察
めつけ
の役
やく
人にん
これを捕
とら
へて。盗
たう
賊ぞく
奉ぶ
行ぎやう
にこれをわたす。盗賊奉行所にて。いろ〳〵と糺
きう
明めい
拷がう
問もん
すれども。か
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つて其実を白状せざるによりて。有
やく
司にん
種くさ
々〴 〵
吟味して。遂には笠
かさ
の紐
ひも
をほどきて見し所に密
みつ
書しよ
をばたちきりてこよりに
したるにて。一二三の相じるしに これを次第にならぶる時には。一
いつ
紙し
の書
しよ
面めん
となるなり。其書
しよ
面めん
の意
い
は。真鶴真
介を岩見の国へ住み込せ（十一オ）置 其国
そのくに
の油
ゆ
断だん
の時
じ
節せつ
を
窺うかゞ
ひて内
ない
通つう
せしめ。不
ふ
意い
に出雲
いづも
より軍
ぐん
勢ぜい
を出し。真介
其軍
ぐん
勢ぜい
を引
ひ
き入れて。浜
はま
田だ
の城
しろ
を奪
うば
ひ取
と
らんと云の
調ちやう
議ぎ
にして。出雲
いづも
の家
か
中ちう
。中
なか
野の
五ご
郎ら
八はち
より真鶴真介へ贈
おく
れる所の
書しよ
面めん
なり。盗
たう
賊ぞく
奉ぶ
行ぎやう
より此書
しよ
面めん
を黒崎弾正にわたす。黒崎まづ其使
そのつか
ひを入
じゆ
牢らう
させて。さて其書
しよ
面めん
を持
もち
て御
ご
前ぜん
に出て。
かたはらの人を遠
とふ
ざけて。
密ひそか
にかの書
しよ
面めん
を御
おん
目め
にかけて。さて申上けるは。 「まさしく真鶴真介は敵
てき
国こく
よりの回
まは
し者
にて御座候。 固
もと
より此義は一
いつ
切せつ
に御
ご
沙さ
汰た
有べからざるべし。 家中過
くは
半はん
は真鶴が門
もん
人じん
にて候得ば。 此義漏
も
れ申候時には。
真鶴を取逃
とりにが
し申事なり」 と。領
りやう
主しゆ
宣のたま
ふには。 「真鶴は正
せい
直ちよく
の人
じん
物ぶつ
たり。 いかでそれらの巧
たく
みごとを為
な
すべき者とは思
おも
はれざる事なり」と有ければ。黒崎云。 「それが敵
てき
国こく
の謀
はか
り事にて候。其篤
とく
実じつ
謹きん
厚かう
に見（十一ウ）ゆる所の者にあらず
して 此謀
はか
り事成
なり
がたきなり。新
しん
参ざん
の者にして。
忽たちま
ちに殿
との
の崇
さう
敬きやう
にあづかり。朝
あさ
夕ゆふ
御ご
前ぜん
に伺
し
公こう
する事。豈
あに
平よの
生つね
の者
にして。 こ を為
な
し得べけんや。 当
たう
御ご
城じやう
下か
へ参
まゐ
り候と。 間
ま
なくもめし出されて 只今の
恩遇おあしらひ
を
蒙かふぶ
り申候事。 これ其人
そのひと
文ぶん
武ぶ
の達
たつ
者しや
なればな 。此方にてはかくの如く間
ま
なくもめしかゝへられ候程
ほど
の者を。出雲の国
くに
には四五年も住
すま
居ひ
せし
者なれば。君
くん
臣しん
これを知
し
らざる事の候はんや。今乱
らん
世せい
にて。人の入
いり
用よう
の最
さい
中ちう
なるに。かれがごと 万
ばん
夫ふ
不ふ
当たう
の者を。
四年五年国に置
おき
て。うか〳〵と他
た
国こく
へかゝへさする事 有べけんや。これは已
すで
に久
ひさ
しく出雲へ内
ない
分ぶん
にてはかゝへ置候
て。此石見の を奪
うば
ひ取
とら
んと云の手
しゆ
段だん
のために。かねて謀
はか
り置
おき
たる巧
たく
み事にて候なり」と。弁
べん
舌ぜつ
にまかせていひのべ
ければ 性
しやう
得とく
柔じう
弱じやく
不ふ
決けつ
断だん
の南
なん
條じやう
殿のこと故に。 終には其義にぞ落にける。 弾正は。 （十二オ） 「かの真介は武
ぶ
術じゆつ
の達
たつ
人じん
なれば。邸
やしき
へ捕人
とりて
を遣
つか
はさば。取逃
とりにが
す事もはかりがたし。登
と
城じやう
出しゆつ
伺し
のせつこれをめし捕
と
るべし」とて。我腹
ふく
心しん
の
徒と
の中にして 武
ぶ
芸げい
力りき
量りやう
すぐれたる者数
す
十人を択
えら
み出して。これを大
おほ
廊らう
下か
の左
さ
右いう
に伏
ふ
せ置。中にても心の利
きゝ
たる者二
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人を捕人
とりて
と定
さだ
む。もし此二人にて手に余
あま
らば。かの数
す
十人にてこれを捕
とら
んとの手
て
当あて
なり。 （十二ウ）
 
  真実玉英ま
こ
と
の
は
え冊まき
の三
みつ
 
羅州逸渙
 
撰述
 
 
 
○黒
くろ
崎さき
弾だん
正じやう
穽せい
獲くわ
を設
まう
けて真鶴真介を
陥おとし
いるゝの話
 
さても真鶴真介は其朝御
ご
前ぜん
に出
いで
んとて。 身
み
じまひにかゝり
鏡かゞみ
に向
むか
ふて己
おの
が顔
かほ
を視
み
る所に上
じやう
体てい
髪ばつ
際さい
に黒
こく
気き
横よこ
たはれり。
「これ刑
けい
戮りく
に遭
あふ
の
象しやう
たり。されど我に罪
つみ
咎とが
を犯
おか
せるの覚
おぼ
へなし。これ天
てん
数すう
の厄
やく
会くわい
たれば。驚
おど
ろく事にはあらじ」 。さ
てとくとこれを視
み
れば。観
くはん
骨こつ
の底
そこ
に光
くわう
潤じゆん
ありて。 それより一
いつ
線せん
の光
ひか
り辺
へん
地ち
の宮
きう
に至
いた
る。 「これ外
ほか
より我を助
たす
けて遠
とふ
く
遁のが
れしむるなり。且
か
つ其光
くわう
線せん
日につ
額がく
のほとりを経
ふ
る事なれば。これ
東ひがし
南みなみ
の方に走
はし
る事よろしとす。これも亦天
てん
命めい
のし
からしむる所なり」とて。家
か
内ない
の万
ばん
事じ
をとりかた付て。二人の
僕しもべ
を居
ゐ
間ま
に招
まね
きて。 「汝二（一オ）人の正
せい
実じつ
なるを知
し
れ
る故に。今一
いち
大だい
事じ
の役
やく
を申付るなり」とて。用
よう
意い
の金子六百両を出し を二つに分
わ
けて。各三百両づゝを肌
はだ
に着
つけ
さ
せ。 武
ぶ
具ぐ
兵へい
器き
要やう
用よう
の品
しな
を駄
だ
荷に
に仕
し
立たて
させ。 これを一人の
僕しもべ
に命じて。 「只今よりこれを追
お
ふて。 安
あ
芸きの
国くに
大おほ
塚つか
まで行
ゆき
て。
そこにて旅
りよ
宿しゆく
をとりて待
まつ
て居るべし」 。さて重
ぢう
代だい
の佩刀
かたな
を今一人の
僕しもべ
に持
もた
せて「長
なが
浜はま
通とふ
りを往
ゆ
きて。十里向
むか
ふにて宿
やど
をとりて。 夜
よ
の内より旅
りよ
宿しゆく
の門前に出て待
まつ
て居るべし」 と云付て。 別
べつ
に金子五両づゝを路
ろ
用よう
としてわたして出行しめ。
今一人の
僕しもべ
には 「我今日登
と
城じやう
せば汝はそれよりすぐに此
この
一いつ
封ふう
を志
し
学がく
の南
なん
條じやう
左さ
衛え
門もん
殿どの
へ届
とゞ
くべし。 それよりすぐに暇
いとま
を
遣つかは
す間。何方
いづかた
へも身をかた付
づ
くべし。これは少しばかりなれども
餞はなむけ
の
意こゝろ
なり。我は登
と
城じやう
せば
再ふたた
び此
邸やしき
へは帰
かへ
らざるなり」と。支
し
度たく
十分にして。いつもの如く登
と
城じやう
して御
ご
前ぜん
へ伺
し
公こう
せんと歩
あゆ
み来る大
おほ
廊らう
下か
の小
こ
口ぐち
にて二人の
士さむらひ
立たち
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向むか
ひ。 「御
ご
上じやう
意い
に（一ウ）て候。御
尋たづね
なさるゝ義これ有り候間。佩刀
かたな
預あづか
り申べく」と申ければ。真鶴真介少しも驚
おど
ろ
く顔
がん
色しよく
なく佩刀
かたな
をわたす。二人口を揃
そろ
へて云。 「御
ご
吟ぎん
味み
の筋
すぢ
これ有候間。吟
ぎん
味み
役やく
所しよ
へ歩行
あゆま
るべし」とて。これを囲
かこ
み
て役所へぞ至りける。 有
やく
司にん
立たち
向むか
ひて。 右の密
みつ
書しよ
をさし出して。 「此書
しよ
面めん
の義露
ろ
顕けん
に及び候。 言
いひ
ひらきあらば申さるべく」
となり。真介これを視
み
て。 「此
この
書しよ
一いち
円ゑん
に覚
おぼ
え申さず候。出雲
いづも
の家
か
中ちう
中なか
野の
五ご
郎ら
八はち
と申者。一
いち
度ど
も面
めん
会くわい
仕候義はなく候。
しかし此
かく
の如
ごと
く巧
たく
みこしらへたるものは。これ
己おのれ
を死
し
刑けい
にかゝらしめんと云。根
ね
深ぶか
き謀
はか
りことにて。此方
こなた
は一
いつ
切せつ
無む
心しん
の義ゆゑに。知
し
らずと申より外
ほか
には。申わけなく候。ぜひ死
し
刑けい
を加
くは
へられんと らば。これ天
てん
命めい
の至
いた
る
所ところ
よく覚
かく
悟ご
い
たし申候。如何
い
か
様やう
とも仰
おほ
せつけらるべし」と。神
しん
色しよく
自若かはらず
して返
へん
答とう
に及びけり。有司
やくにん
等ら
。 「
重かさね
（二オ）て糺
きふ
問もん
有べし」
とて。まづあがりやへぞ入
い
れにける。さて真鶴が下僕
しもべ
は主
しゆ
人じん
の供
とも
して登
と
城じやう
せしが。今日の主人のいひぶ 。何とも心
得られぬことゞもなれば 姑
しば
らく城中にひかへ居し所に。主人をまる腰
こし
にして吟
ぎん
味み
役やく
所しよ
へつれ行
ゆく
の体
てい
を見て。びつく
り
驚おどろ
きしが。 「さらば此書
しよ
状じやう
は右
みぎ
等ら
の事のよしを南
なん
條じやう
左さ
衛え
門もん
殿どの
へ言
いひ
遣つか
はさるゝ要
やう
用よう
なめり」 と。 宙
ちう
をかけりて志
し
学がく
に
至いた
り。其書
そのしよ
を左
さ
衛え
門もん
殿どの
へ達
たつ
しければ。左衛門殿これを視
み
らるゝに。 〈おのれ天
てん
運うん
の厄
やく
に遭
あ
ふて。今日
こんにち
必かなら
ず入
じゆ
牢らう
すべし。
これ皆黒
くろ
崎さき
の巧
たく
み設
まう
けたる所なり。おのれが身
み
の進
しん
退たい
は天
てん
命めい
に任
まか
せ申候得ば。いづれに成候ても貪
とん
着ぢやく
には及び申さず
候へども。 崎は国
こく
家か
の蠧蠱
とくこ
にて候間。かねて御
ご
用よう
心じん
なさるべく候。貴
き
所しよ
は御
ご
家か
門もん
家が
老らう
の事なり。いづれにも家
か
中ちう
は二
ふた
つにわかれ申べく候。もしや黒崎
戦たゝか
ひに及び申（二ウ）候はゞ。黒崎は悍
かん
武ぶ
豪がう
強きやう
の者たれば。これを破
やぶ
らん事は。
かの秘
ひ
伝でん
の火
ひ
矢や
にて御座候間。かねて御用意有べく候。右御心得の為
ため
まで申入候〉となり。さて其使ひのものに。其
時の様
やふ
子す
を問はるゝに付。 「されば登
と
城じやう
の朝
あさ
かやう〳〵に申付て。 此書
ふみ
もいまだ登
と
城じやう
せざるうちにしたゝめてわたし
置れ候。登
と
城じやう
の上
うへ
にて。まる腰
こし
にて吟
ぎん
味み
役やく
所しよ
へゆき申候体
てい
を見うけ申候。其後
そのゝち
の義は。存じ申さず」と云。左
さ
衛え
門もん
殿どの
聞しめして「さても〳〵巧
たく
みてこしらへける事なり」と。供
とも
人こしらへて。已
すで
に本城へ行んとせられし時に。本城よ
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りの走
はし
り使
づか
ひ来りて。 「昨日真鶴真介御
ご
不ふ
審しん
の義これ有
あ
りて。入
じゆ
牢らう
仰おほせ
付られ候所に。夜
や
前ぜん
同どう
心しん
星ほし
野の
勢せ
平へい
これをたすけ
出して。ともに
出しゆつ
奔ぽん
いたし申候。これによりて
城じやう
下か
の騒
さう
動どう
大かたならず候」と注
ちう
進しん
せり。左衛門殿「さても星
ほし
野の
勢せ
平へい
は侠
けう
気き
果くは
決けつ
の者なり（三オ）けり」と心
しん
中ちう
に感
かん
歎たん
しつゝ
城じやう
下か
へとぞ出
いで
行ゆき
給ひぬ。
 
 
第五回
 
 
見
レ
星而
ほ
し
を
み
て
走はしる
 
 
 
 
○星
ほし
野の
勢せ
平へい
真鶴真介を牢
らう
より救
すく
ひ出
いだ
し倶
とも
に佗
た
国こく
に走
はし
るの話
 
こゝに牢獄
らうや
がゝりの同
どう
心しん
に星
ほし
野の
勢せ
平へい
と云者有り。 剛
がう
毅き
果くは
決けつ
の
性しやう
得とく
にて頗
すこ
ぶる侠
けふ
気き
有り。 深
ふか
く文
ぶん
武ぶ
の
両りやう
道だう
を嗜
たし
みける。
故に真鶴が出雲へ来られ 初
はじ
めより。深くこれを尊
そん
仰ぎやう
して折
をり
々には往
ゆき
て其道
みち
を学
まな
べり。此
この
頃ころ
出雲いづも
より真鶴氏への密
みつ
使し
なりとて捕
とら
へしものをよく視
み
れば。一
いつ
両りやう
月げつ
前あと
に捕
とら
へたりし盗
たう
賊ぞく
なり。其密
みつ
使し
の書
しよ
面めん
にて。真鶴真介うたがひをうけて
入じゆ
牢らう
せし事何とも不
ふ
審しん
におもひ。つく〴〵とこれを按
あん
ずるに。 「これ皆黒
くろ
崎さき
の姦
かん
計けい
にて。真鶴居りて文武の
両りやう
道だう
を
教きやう
授じゆ
訓くん
導だう
する時には。家
か
中ちう
の風
ふう
儀ぎ
正整たゞしく
（三ウ）なりゆきて。黒崎が我
が
意い
を振
ふる
ふの
妨さまた
げたるによりて。まづ真鶴氏を斃
たふ
さ
んと云の巧みごとなり。定て左衛門殿へこれを聞れたらば。登
と
城じやう
して此事の理
り
非ひ
明めい
白はく
に正
たゞ
さんと為
せ
らるべけれども。
其うちに牢
らう
の中にて真鶴氏を害
がい
せん事はかりがたし。国
こく
主しゆ
は柔
じう
弱じやく
不ふ
決けつ
の性
せい
質しつ
なれば。何れ家
か
中ちう
は騒
さう
動どう
すべし。まづ事
こと
のなき 真鶴氏を救
すく
ひ出して。我もともに他
た
国こく
に走
はし
るべし」と決
けつ
定じやう
して。用
よう
意い
の金
きん
子す
を肌
はだ
につけ。見ぐるしきも
のどもをとりすて。馬
うま
ばくらう方に往
ゆ
きて。馬
うま
二に
疋ひき
をやとひ。 「今
こ
宵よひ
夜や
半はん
より十里ばかりの遠騎
とほのり
するなり。城下の南の
出はづれに。四ツ時 引往
ひきゆき
て相待
あいまつ
べし」と約
やく
し置
おき
て。日
ひ
暮くる
ゝとあがりやに行て。 「こよひ品
しな
によらば此囚人
めしうど
。黒崎殿に
て吟味の事有べきにより。よく心 つけて守るべし」と。牢
らう
屋や
守も
りに云付置。さて城下の
東ひがし
の口
くち
の門
もん
番ばん
に往きて。 「今
こ
宵よひ
夜や
半はん
（四オ）後
ご
より忍び御
ご
用よう
に付。此門を二人罷出候間。御
おん
断ことわ
り申所に候」と云置て。夜
や
半はん
前まへ
にあがりやへ行て。
「今日の囚人
めしうど
黒崎殿にて内
ない
々〳 〵
御ご
吟ぎん
味み
あるの間めしつれ行なり」とて。真鶴を出して。これを引立
ひきたて
行ゆき
て。途
と
中ちう
人なき所
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にて。其
縲いましめ
をば解
とき
て。途
と
中ちう
にかくし置たる佩刀
かたな
を取てこれをさゝせ。東の門に至りて。 「只今両人忍び御
ご
用よう
にて罷出
るなり」と
断ことわ
りて。城下を立
たち
去さ
り。それより右
みぎ
へ
径こみち
をとりて南はづれへ行て。両人ともにかの馬
うま
にのりて。夜
よ
通どほ
し
にはせけるが 城下を去
さ
る事十里にして駅亭
やどや
有り。其所へ至る頃
ころ
に。夜
よ
は明
あ
けにけり。真鶴が家来は。此所に待
まち
居ゐ
て。
支し
度たく
等の用
よう
意い
有ければ。馬は くらうへかへし。真鶴が
僕しもべ
と星野が
僕しもべ
と主従四人。芸
げい
州しう
領りやう
の大
おほ
塚つか
までと。もみにも
んでぞいそぎけるが。其
その
日ひ
くれに及びて大
おほ
塚つか
に至りければ 真鶴が一人の
僕しもべ
宿やど
をとりて待
まち
居ゐ
たる故に。其（四ウ）所
に一
いつ
宿しゆく
したりける。 すでに石
いは
見みの
国くに
をはなれければ。 人々安
あん
堵ど
の思ひをなしてゆる〳〵と休
きう
息そく
す。 真介星
ほし
野の
に向ふて云。
「夜
や
前ぜん
よりは万
ばん
事じ
火くわ
急きふ
の事なる故にいまだ一詞
ひとこと
の恩
おん
謝しや
にも及びざるなり。 おのれ厄
やく
数すう
に出遇
で
あ
ひて。冤
むじつ
の罪
つみ
に陥
おちい
り已
すで
に
一いち
命めい
を
喪うしなは
んとする所に。はからずも貴
き
所しよ
の慷
かう
慨がい
義ぎ
気き
にして。其身
しん
上しやう
をすてゝの御
ご
加か
力りき
にて。其厄
やく
を
免まぬが
るゝ事を得
たり。 これ
生しやう
々〳 〵
世せ
々ゝ
の高
かう
恩おん
なり」 と。 厚
あつ
く謝
しや
せられければ。 星野云。 「これらの微
び
功こう
却かへ
つて
痛いたみ
入候御礼
れい
謝しや
にて御座候。
おのれは同心たれば微
び
禄ろく
にして捨
すつ
るにやすし。 貴
き
君くん
の大
たい
恩おん
にくらぶれば万
まん
分ぶん
の一にも及ばず候。 然
しか
るに不
ふ
審しん
なるは。 夜
や
前ぜん
不ふ
意い
に先
せん
生せい
をたすけて
東ひがし
南みなみ
に走
はし
る事十里なるに。其所に先
せん
生せい
の
僕しもべ
これを待
まち
うけて用
よう
意い
よく
調とゝの
ひたり。又今日十
五六里を走
はし
りて此大
おほ
塚つか
に至る所に。又先生の
僕しもべ
（五オ）これを待
まち
うけて宿
やど
迄をとりて有。これは如何
い
か
なる故にや」と
問へば。 「されば昨
さく
朝ちやう
鏡かゞみ
にて顔
がん
色しよく
を見
み
申候所に。髪
ばつ
際さい
に黒
こく
気き
見え申候。これ讒
ざん
言げん
によりて刑戮
けいりく
に逢
あ
ふの
象しやう
たり。去
るに我に刑戮
けいりく
に逢ふの覚
おぼ
へなし。さらば天
てん
運うん
の厄
やく
会くわい
なれば遁
のが
るゝ事なしと覚
かく
悟ご
せり。さてよく〳〵観
み
れば外
ほか
より我を
助たす
けて他
た
国こく
に去
さ
らしむる者有の
象しやう
たり。其
その
象しやう
東ひがし
南みなみ
に走
はし
るに利
り
有あ
れば。これ
東ひがし
南みなみ
に走
はし
ると覚
かく
悟ご
して。此二人
ふたり
の
僕しもべ
に命
めい
じて。此二
ふた
所ところ
にまたせ置つるなり。実
じつ
に足下
そ
こ
我を助
たす
け救
すく
ひ給はらんとは知
し
らねども。人の我を助
たす
くると云の天
てん
幾き
を知
し
りたるによれり」と語
かた
りければ。星
ほし
野の
は手
て
をうちて。 「か 神
しん
に通
つう
ぜる人にして。此の如
ごと
きの災
さい
難なん
を被
かう
ぶり給ひ。
且つ其御身
しん
上しやう
さへかく
定さだま
らざる事。天の命
めい
数すう
遁のが
れざる
所ところ
なるべし」と。いよ〳〵其妙
めう
術じゆつ
に帰
き
服ふく
せり。さて星
ほし
野の
勢せ
平へい
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は威
ゐ
儀ぎ
をつくろひて。真鶴に（五ウ）向ひて云。 「おのれ今身
しん
上しやう
をすてし事は。平
へい
生ぜい
の願
ねが
ひ
成じやう
就じゆ
して。満
まん
足ぞく
の至りに
て候。まづ大
だい
恩おん
人じん
はおのれを視
み
識し
り給はじ。おのれは大
だい
恩おん
人じん
を十七年の以
い
前ぜん
よりよく視
み
覚おぼ
えてこれ有り候。今は此身
になり申候故に申上べく候。 十七年
じうしちねん
以い
前ぜん
武む
蔵さし
の国
くに
玉たま
川がは
のほとり小
を
畑ばた
村むら
の
農ひやく
民しやう
星野太左衛門が世悴
せがれ
太吉にて御座候。 大
だい
恩おん
人じん
我家に来ませし時はおのれはやう〳〵七
しち
歳さい
にて候へども。父を牢
らう
より出し給ひ。姉
あね
さゞなみが
命いのち
を救
すく
ひ。且つ品
しな
川がは
のうきつとめをさへまぬかれしめ給へる事。父
ちゝ
と姉
あね
との夜
よ
にひるに申くらし候事故
ことゆゑ
。よく〳〵
幼をさな
心ごゝろ
にも記
しる
しおぼ
へ居申候。其後
そのゝち
三さん
年ねん
過すぎ
候て父は
病びやう
死し
いたし候其末
まつ
期ご
までも大
だい
恩おん
人じん
のことをくれ〴〵申死
しに
にいたし申候。それより姉
あね
と
同どう
道だう
にて
京きやう
へ上
のぼ
り。北山
き
た
の鄕
がう
士し
に河
か
合あい
伝でん
八はち
と申もの縁
えん
者じや
のはしにて候故に。姉
あね
は奉公に出申候。私は其伝八方にて文
武のけいこいたし申候て。十七の年。南條殿上京のせつ。足
あし
軽がる
衆しゆう
二三人
病びやう
気き
にて御手
て
づかへのよ 故に。おのれ（六
オ）南條家へ足
あし
軽がる
に住
すみ
付つき
。国
くに
元もと
へ御
おん
供とも
して。其後段々とり上られて。同心と迄なり申候。これは必
ひつ
竟きやう
身をよする迄の
奉ほう
公こう
にて候。 然る所に出雲国へ大恩人と同
どう
姓せい
名めい
の人来れりと申事を聞しより。 早
さつ
速そく
まゐりて視申候所。 大恩人に候故。
飛立嬉しさ朝夕にも御
傍かたはら
に事
つか
へ申たくは存じ申候得共。微
び
禄ろく
の
官つかへ
にさゝへられて。思ふにまかせず候所。其後は同
どう
家か
中ちう
に御住
す
み着
つき
遊あそ
ばされて。嬉しやと思ふ間
ま
もなく。此度
たび
の大
だい
変へん
にて御座候故に。とかくの思
し
案あん
にはおよばず。片
へん
時し
も
はやく牢
らう
を出
いだ
しまゐらせて。ともに他
た
国こく
に走
はし
りて。其危
あやふ
きを遁
のが
れしめ
奉たてまつ
るより外
ほか
なし。大恩人の才
さい
芸げい
を以て日
につ
本ぽん
国こく
中ちう
いづれの国
くに
へ行たりとて。岩見浜田家のあしらいを得給はん事は。うつぶきて塵
ちり
を拾
ひら
ふよりもいとたやすし。おの
れもかくの如 。安
あん
楽らく
の身となりぬれば此うへは火
ひ
の中
なか
水みづ
の底
そこ
までも御ともいたし候て。かの大恩の万
まん
分ぶん
一をも報
むく
ひ
奉らんと思ふ みに候。故に今日只今平
へい
生ぜい
の大
だい
願ぐはん
成じやう
就じゆ
（六ウ）の時至りぬるなり」と悦びいさみける。真介は其時
に
懐くはひ
中ちう
より一
いつ
通つう
の書
ふみ
を取り出し。 これを星野に見せ給ふ。 星野
慎つゝし
んでこれを見れば姉
あね
のさゞなみより真介に送りし機
き
密みつ
の書
ふみ
たり。 真介は感
かん
涙るい
を止
とゞ
めかねて。 「前
まへ
にはわづかの恩
おん
を
施ほどこ
しけるに。 其方
兄きやう
弟だい
姉あね
といひ
弟おとゝ
といひ。 おのれが一
いち
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命めい
に及ぶの大事を。 二
に
度ど
まで救
すく
ひくれし事千
せん
恩おん
万ばん
謝しや
するとも飽
あき
たらざるなり。 今よりは其
そ
方ち
を我子の如くして何方
いづかた
迄まで
も
相あい
伴ともな
ふべし」とて。さめ〴〵と泣
な
き入
い
られけり。やゝ有りて星野に向ふて云。 「今此
この
所ところ
迄は走
はし
り来
きた
れるが。何処
いづく
さし
て往
ゆ
くべきや」と有れば。星野云。 「其義も昨日
きのふ
思惟しあん
いたし置候。遠
とふ
きに至
いた
る迄
まで
もなし。隣
りん
国ごく
作さく
州しう
津つ
山やま
の
城じやう
主しゆ
は勇
ゆう
武ぶ
に
して仁
じん
恕じよ
たり。士
し
を好
この
まるゝ事寝
しん
食しよく
にも。かへらるとなり。これへ往
ゆ
きて身をよせ給へ」といへば。真鶴云。 「おの
れも昨
さく
夜や
より其
心こゝろ
積づも
りなり。幸
さいは
ひに津山の家中には。二
に
三さん
人にん
門もん
人じん
も有
あ
り。まづこれに行
ゆ
きては（七オ）かりて見ん」
とて真鶴星野上下五人作州さしてぞ行たりける。
 
 
第六回
 
 
縁
レ
木而
き
に
よ
り
て
立たつ
 
 
 
 
○真鶴真介作
さく
州しう
津つ
山やま
にて仕官
ほうこう
調とゝの
ふの話
 
其頃そのころ
作さく
州しう
津つ
山やま
の
城じやう
主しゆ
を久
く
世ぜ
木もく
工の
頭かみ
義悳よしのり
と云。其本
そのもと
は久
く
世ぜ
三さぶ
郎らう
と云鄕
がう
士し
たりしが。文
ぶん
武ぶ
の達
たつ
人じん
たりし故
ゆゑ
。戦
せん
国ごく
のならひ
たれば隣
りん
郷がう
隣りん
国ごく
相互た
が
ひに侵
おか
し凌
しの
ぐ。久世三郎は勇
ゆう
武ぶ
にして智
ち
略りやく
有り。下民
た
み
の奔
ほん
走さう
に苦
くる
しむを見るに忍
しの
びざるより。傾
かた
ぶけるを正
たゞ
し乱
みだ
れたるを治
をさ
むるより。士民
ひ
と
のこれに靡
なび
き
従したが
ふ事幼児
みどりこ
の母
はゝ
を慕
した
ふが如
ごと
くに て。いつしか美作
みまさか
七しち
分ぶ
は
其有そのもの
となりにけり。 作
さく
州しう
の内
うち
にも新
しん
庄じやう
の城
しろ
には。 伯
はう
耆きの
国くに
名な
和わ
家け
の
重ちやう
臣しん
関せき
主しゆ
馬め
三千さんぜん
余よ
騎き
にてこれを守り。 折
をり
々は久
く
世ぜ
領りやう
へ
働はたら
き出て侵
おか
し掠
かす
む。木
もく
工の
頭かみ
殿どの
も兵
へい
を帥
ひき
ひて新
しん
庄じやう
の城
しろ
を攻
せめ
らるゝ事数
す
ヶか
度ど
なれども（七ウ）
城将じやうしやう
関せき
主しゆ
馬め
勇ゆう
略りやく
有て
よくこれを防
ふせ
ぎて。勝
かち
を得
う
る事能
あた
はず。又
東ひがし
の方
かた
土ど
居ゐ
の城
しろ
には。津山より高
かう
力りき
玄げん
蕃ば
辻つじ
八はち
郎ら
次じ
郎らう
に兵
へい
卒そつ
二千人をこめて
これを守
まも
らしむる所に。 播
ばん
州しう
赤あか
松まつ
家け
の旗下
はたした
丹たん
坂ざか
平ひら
福ふく
上かう
月づき
有う
年ね
赤あか
穂ほ
佐さ
用よう
等より。 かはる〴〵兵
へい
を出
いだ
してこれを侵
おか
す。 勝
かち
敗まけ
互たが
ひにして年月
としつき
を経
へ
たり。 又木
もく
工の
頭かみ
殿どの
に女
によ
子し
有り
英はなぶさ
姫と云。 其容
よう
貌ばう
美び
麗れい
なる事世に比類
たぐひ
まれなり。 うまれつき大
たい
勇ゆう
力りき
有りて。幼稚
いとけなき
より文
ぶん
武ぶ
の道
みち
を好
この
み給
たま
ひ。昼
ひる
は弓馬
ゆみうま
剣たち
槍やり
の伎
わざ
をならはし。夜
よる
は読
どく
書しよ
に眼
まなこ
をさらして。博
ひろ
く経
けい
史し
百ひやく
家か
に
通つう
じ給へり。去
きよ
年ねん
播はり
磨ま
の丹
たん
坂ざか
上かう
月づき
有う
年ね
の
徒ともが
ら牒
てふ
じあはせて。軍
ぐん
勢ぜい
六千を以て。強
つよ
く土
ど
居ゐ
の城
しろ
を攻
せ
む。味
み
方かた
防ふせ
ぐに利
り
な
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くして。追
おい
々加
か
勢せい
を津山に乞
か
ふ。此時木
もく
工の
頭かみ
殿は新
しん
庄じやう
の関
せき
主しゆ
馬め
ととり合
あい
の最
さい
中ちう
にて。進
しん
退たい
難なん
義ぎ
の折
をり
からなりければ。
此
英はなぶさ
姫ひめ
望のぞ
んで土
ど
居ゐ
の加
か
勢せい
に往
ゆ
きて。五
ご
百ひやく
の勢
せい
を以て。 （八オ）直
たゞ
ちに敵
てき
の後
うし
ろより自
じ
身しん
大おほ
長なぎ
刀なた
を水
みづ
車くるま
に回
まは
して。よ
りつく敵
てき
を十
じう
二に
騎き
切きつ
て落
おと
しおめき叫
さけ
んで。 まくり立
たて
給ふ。 此長
なぎ
刀なた
の前
まへ
にまはるもの。 馬も人もともに長刀
なぎなた
にかけらる。
故に敵
てき
はうら崩
くづ
れして。色
いろ
めきし所を。城中よりも討
うつ
て出
いで
て。さし挟
はさ
んでこれを攻
せめ
ける故に。寄
よせ
手て
散さ々ん〳〵
に敗
はい
北ぼく
して這々
はうはう
に逃行
にげゆき
たり。木
もく
工の
頭かみ
殿大ひに御
ご
賞しやう
歎たん
有あり
て。二
に
千せん
貫ぐはん
の朱
しゆ
印いん
を賜
たま
ふて。
英はなぶさ
姫ひめ
を土
ど
居ゐ
の城
しろ
に居
を
らしめ給ふ。故に国
くに
人ひと
こ
れを土
ど
居ゐ
の御
ご
寮りやう
とぞ
称しやう
しける。 これ英姫十四の年
とし
の初
うゐ
陣ぢん
なりける。 けだ 木
もく
工の
頭かみ
殿女子
むすめ
に二千貫の朱
しゆ
印いん
をあたへ。 且
か
つ土
ど
居ゐ
の
城じやう
主しゆ
となされし事は。 此英姫
幼少いとけなき
の頃
ころ
より
純じゆん
孝かう
にして激
げき
烈れつ
の
性うまれ
たる故
ゆゑ
に。 大
たい
願ぐはん
を立
たて
られたり。 「今乱
らん
世せい
の
時とき
。 おのれ女
によ
子し
たり いへども武
ぶ
門もん
に生
うま
れたり。 我
わが
久く
世ぜ
の家
いへ
は父の一
いつ
臂ぴの
力ちか
らを以て。 一
いち
代だい
に建
こん
立りう
なされし基
き
業げふ
なれば。
子こ
たるもの其介
かい
抱はう
をせずば有べからざる事
こと
なり。 故に遠
とふ
く他
た
国こく
に嫁
よめ
りす （八ウ） る時
とき
には父の基
き
業げふ
の介
たす
けをなす事能
あた
は
じ。今乱
らん
世せい
にて隣
りん
国ごく
たがひに侵
おか
し掠
かす
む。これ文
ぶん
武ぶ
有いり
用よう
の時
とき
なり。故に文
ぶん
武ぶ
通つう
達だつ
の
士さぶらひ
有て。我父の一
いつ
臂ぴ
の加力
ちから
ともな
る人有らば。貴
き
賤せん
をえらばずこれに嫁
か
し事
つか
ふべし。さなくば一
いつ
生しやう
人に嫁
か
せずして。家
いへ
に在
あ
りて。父の業
げふ
を介
たす
けん」と
いふ事を。深
ふか
く父に願
ねが
はれし故に。此
この
度たび
かくの如くには りはかられし事なり。
英はなぶさ
姫土
ど
居ゐ
の
城じやう
主しゆ
となりてより。よ
く士民
し
も
を撫
ぶ
育いく
し。疾病
やめる
を問
と
ひ。困窮
くるしめる
を救
すく
ひめぐまれし故に。士
し
民も
のこれになびく事草
くさ
の風に偃
ふ
すが如し。且つ時
とき
々に
は。軍
ぐん
勢ぜい
を引
ひき
ひて播
ばん
州しう
の敵
てき
地ち
へ焼
や
き働
はた
らきして。其
その
武ぶ
威ゐ
を見
しめ
されしにより。これよりは丹
たん
阪さか
上かう
月づき
有う
年ね
赤あか
穂ほ
等とう
の敵
てき
は。
土居の方に向ふては面
つら
を揚
あぐ
るものもなく。よく治
をさ
まれりける。さても真鶴真介は。星野勢
せ
平とともに。作
さく
州しう
に来り。
其藩士
かちう
に吉岡兵左衛門。大井新三郎。高
たか
科しな
弥藤太。岸
きし
（九オ）根
ね
逸八いつはち
と云四人は。真介備
びつ
中ちう
に居りし頃
ころ
に。来り学
まな
び
し門
もん
人じん
なれば。それを便
たよ
りに落著
おちつき
たり。四人もこれを大
たい
切せつ
にあしらい。 「何
なに
卒とぞ
当たう
家け
に有り付
つか
せん」とて。老職
からう
小を
原はら
外げ
記き
に其事を告
つげ
たりければ。外
げ
記き
云。 「当
たう
主しゆ
は士
し
を好
この
み給ふ事寝
しん
食しよく
にもかへさせ給ふくらひの事なれば。用
もち
ふべき
所ところ
有の
〈ママ〉
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人ならば。随分吹挙
すいきよ
すべし。まづ其人に逢
あは
ん」といふ。やがて真鶴を同
どう
道だう
して小
を
原はら
に対
たい
面めん
さす。小原其相
さう
貌ぼう
を見
み
。其言
げん
論ろん
を聞
きく
に。抜
ばつ
群ぐん
絶ぜつ
倫りん
の士
し
たれば。早
さつ
速そく
これを主人木工頭殿に告
まう
す。木工頭殿めし出して対
たい
面めん
し給ふに。其威
ゐ
風ふう
堂堂だう〳〵
と
して。実に国
こく
士し
無ぶ
双そう
と
称しやう
しつべし。やがて兵
へい
書しよ
の義
ぎ
理り
。済
すみ
がたき所四五ヶ
し
ご
か
條じやう
をとりて。これを尋
たづ
ね給ふに。其義
ぎ
理り
は
るかに人の意
い
表ひやう
に出て。其弁
べん
も縣
けん
河が
の如
ごと
く。少
すこ
しもよどみ有事なし。一
いち
坐ざ
の
聴ちやう
衆しゆ
皆みな
躍てき
々〳 〵
然ぜん
として飛
とば
んとするが如
ごと
き
のおもむきなれば。君
くん
臣しん
一いち
同どう
にこれを
歓よろこ
びあへり。 （九ウ）故にまづ新
しん
地ち
百ひやく
貫ゝ はん
を賜
たま
ふて。総
そう
家か
中ちう
文ぶん
武ぶ
の師
し
範はん
と定
さだ
め
給ふ。こゝを以 家
か
中ちう
の尊
そん
敬きやう
大かたならざりける。其頃
そのころ
「新
しん
庄じやう
の関
せき
主しゆ
馬め
津つ
山やま
領りやう
へ焼
やき
働はた
らきし。三
み
鴨かも
高たか
田た
の辺
へん
迄まで
も足
あし
場ば
長なが
に侵
おか
し進
すゝ
み候」と注
ちう
進しん
す。これによりて木工頭殿軍
いくさ
評ひやう
議ぎ
有ける所に。真鶴真介進み出て云。 「新
しん
参ざん
のおのれ。古
こ
参さん
のかた〴〵をさし置
を
き。申上候義甚以恐
おそ
れ入候得共。家中文
ぶん
武ぶ
の師
し
範はん
役やく
の仰
あふ
せを蒙
かふ
ぶり候事なれば。敵
てき
よせ来り候
はゞ。これを防
ふせ
ぎ退
しり
ぞくる事これ其
職しよく
たり。おのれ住着
すみつき
候ていまだ一寸
いつすん
の功
こう
をも立
たて
申さず候間。あはれ軍
ぐん
勢ぜい
五百人を
御かし候はゞ。一
ひと
当あて
あてゝ見候はん」と願
ねが
ひければ。木工頭殿一
いち
段だん
の機
き
嫌げん
にて。 「
最もつと
もの願
ねが
ひたれば。此討人
うつて
汝なんぢ
にゆ
るすべし。然れどもおのれも れ迄
まで
数す
千せん
の軍
ぐん
勢ぜい
をつれて。これと戦
たゝ
かへる事も数
す
ヶか
度ど
に及べり。いつとても勝
かち
を得る
事かたし。 の
城じやう
将しやう
関せき
主しゆ
馬め
は。勇
ゆう
智ち
具ぐ
足そく
の者にして。中々
侮あなど
りがたき所の（十オ）敵なれば。軽
かろ
く見る事なかるべ
し。今軍勢一千人を与
あた
ふべし。二の見の備
そな
へとして。高
たか
山やま
隼人はいと
に千人を授
さづ
けてこれを助
たす
けしむべし」とて。手
て
分わ
け已
すで
に
定さだま
りける。真鶴は邸宅
やしき
に帰
かへ
りて。星
ほし
野の
勢せ
平へい
を招
まね
きて云。 「貴
き
殿でん
従来これまで
の文
ぶん
武ぶ
の修
しゆ
行ぎやう
。今これを用
もち
ふべきの時
とき
来きた
れり。此
度新
しん
庄じやう
の敵
てき
。深く入来つて
領りやう
分ぶん
を犯
おか
す。我これを防
ふせ
ぐの討人
うつて
を蒙
かふ
ぶりたり。我貴
き
殿でん
を以て先
せん
鋒ぽう
とするの間。精
せい
神しん
を励
はげ
まして功
こう
を立
たつ
べし」と云ば。星野これを聞て
歓よろこ
び勇
いさ
んで用
よう
意い
せり。又真鶴が二 の
僕しもべ
及び星野が一人の
僕しもべ
を呼
よび
出し
て。 「汝等三人共忠
ちう
誠せい
を感
かん
ずるによりて。今日より
士さぶらひ
格かく
に取立て。我
わが
先鋒さきて
星野が士
し
とす。粉
ふん
骨こつ
して功
こう
を立
たて
て立
りつ
身しん
をな
すべし」とて。真鶴が一人の
僕しもべ
を愛宕
おたぎ
助六。又一人を西
にし
岡おか
又八。星野が
僕しもべ
を今
いま
木ぎ
兵蔵とぞ命じける。三
さん
士し
の歓
よろこ
び譬
たと
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へんにものなし。皆一
いち
命めい
をすてゝ。此恩
おん
に報
むく
はんとぞ勇
いさ
みけり。かくて高
たか
田た
を（十ウ）さして押行
おしゆく
所に。はしなく途
と
中ちう
にて敵
てき
勢せい
に出遭
で
あ
ふたり。星野はそれと見るより大身
み
の槍
やり
をひねりて 当
あた
るを
幸さいは
ひに突落
つきおと
し縦
じう
横わう
にかけ乱
みだ
しければ。星
野が勇
ゆう
気き
にあたりかねて。 敵
てき
はしどろに敗
はい
北ぼく
す。 此時味方へ討取
うちとる
首くび
数かず
五ご
十じう
八はち
級きう
。 愛宕
おたぎ
西にし
岡おか
今いま
木ぎ
も各
兜かぶと
首くび
一つづゝ取
とり
て。
これを
軍いくさ
監めつけ
高たか
山やま
隼人はいと
に見する。隼人
はいと
これを
帳ちやう
面めん
にこそ記
しる
しける。星野は逃
にぐ
る敵
てき
にひつすがふて。新
しん
庄じやう
の城のほと
りまでも追
おひ
かけたり。城
じやう
将しやう
関せき
主しゆ
馬め
は其敗
はい
軍ぐん
と聞よりも 千二百の勢
せい
を帥
ひき
ひて城外五町ばかり出て。陣
ぢん
を堅
かた
くして。敗
はい
北ぼく
の味方は静
しづ
かに城へ引き取らしめ。追
おひ
来く
る敵を待
まち
うけたり。星野は三百人の兵
へい
を
従したが
へ。烈
れつ
風ぷう
の雲
くも
をまくが如く。す
るどく関
せき
が備
そな
へに衝
つい
てかゝる。関
せき
は待
まち
設まう
けたる新
あら
手て
を以て
鶴くはく
翼よく
に備
そな
へてこれ 包
つゝ
んで討
うた
んとす。星野は鋒
ばう
矢し
備そなへ
を以
てこれをうらおもてへ突
つ
き破
やぶ
らんとす。追
お
ひつかへしつ。火花をちらして
戦たゝか
（十一オ）ふたり。真鶴は少し左りへ引
ひ
き
退しりぞき
て陣
ぢん
を抑
おさ
へて動かさず。其
戦たゝか
ひを見
けん
物ぶつ
す。星野勇
ゆう
なりといへども。五
ご
分ぶ
一いち
の小
こ
勢ぜい
なり。且つ
長ちやう
途ど
を追
お
ひたり
し労
つか
れ武
む
者しや
なり。 敵
てき
は多
た
勢せい
にして新
あら
手て
なり。 故に星野が兵
へい
終つひ
にはこらへずうきあしとなりて。 おもはず二町ばかり引
ひ
き
しりぞく。此時真鶴は静
しづ
かにかゝり太
だい
鼓こ
を打
うち
て。星野にかはりて二
に
の身
み
を討
う
つ。真鶴おもふには。 「関もなみ〳〵の士
には非ず。其陣
ぢん
堅けん
固ご
なり。正を以て
戦たゝか
ふ時には。味方に死
し
傷しやう
多かるべし。奇
き
を以てこれに勝
かつ
にしかず」と。しづか
に備
そな
へを押
をし
出いだ
し。其間二町ばかりになりける所 て。弓に矢をはげ 敵
てき
の後
ご
陣ぢん
をさして矢つぎばやに射
い
だしければ。
矢庭 三四十人射
い
倒たふ
さる。 敵
てき
勢せい
うら崩
くづ
れして陣
ぢん
中ちう
いろめきければ。 又先陣を射
い
倒たふ
す事三四十人。 これによりて敵
てき
陣ぢん
乱みだ
れ
騒さわ
ぐ
処ところ
を。関は采
さい
配はい
をふり立
たて
て。 「またなき味方のふるまひぞや。只一人の射
い
前まへ
なれば何
なに
程ほど
の事かあらん。 め（十
一ウ）よせて突
つ
き崩
くづ
せ。引くな。かゝれ」と。身をもんで下
げ
知ぢ
すれば。此詞
ことば
にはげまされて。崩
くづ
れかゝりし敵
てき
ももり
返かへ
さんといふの勢
いき
（ほ）ひになりければ。真鶴真介。 「きやつに言
もの
いはせては面
めん
倒だう
なり。一
ひと
泡あは
ふかせてくれんず」と。
ねらひすまして切て放
はな
せば。其矢
や
関せき
が鞍
くら
の前
まへ
輪わ
を射
い
貫ぬき
て右の股
もゝ
にぞ立
たつ
たりける。痛
いた
手で
ながらも鞍
くら
に居
ゐ
なほらん（と）
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すれども。足
あし
をふみ立
たつ
る事能
あた
はずして。終
つひ
に落
らく
馬ば
せり。郎
らう
等どう
肩かた
にかけて
城じやう
内ない
へ引きとりければさらでだにうきあしだ
ちたる軍
ぐん
勢ぜい
ども。大
たい
将しやう
かくの如くなれば。散
さん
々に敗
はい
北ぼく
す。星野も一
ひと
息いき
つひで居
ゐ
たりしが。此体
てい
を見て大返
おほかへ
しに取
とつ
てか
へし。火
ひ
水みづ
になれともみ立
たて
ければ。城
じやう
内ない
へ引
ひき
取とる
ひまもなく。右
う
往わう
左ざ
往わう
に四
し
方はう
へ散
さん
乱らん
せるもの許
あま
多た
なりけり。此時味
み
方かた
へ討取
うちとる
首くび
数かず
四百八十余 ぞ記
しる
しける。 （十二オ） （白紙） （十二ウ）
 
  真実玉英ま
こ
と
の
は
え冊まき
の四
よつ
 
羅州逸渙
 
撰述
 
 
 
○真鶴が勇
ゆう
略りやく
星ほし
野の
が粉
ふん
骨こつ
終つひ
に新
しん
庄じやう
の城
しろ
を抜
ぬ
き取
と
るの話
 
真鶴真介は新
しん
庄じやう
の城
しろ
を取
と
り囲
かこ
み。 仕寄
し
よ
りを付てこれを攻
せむ
れども。 要
やう
害がい
無ぶ
双そう
の城
しろ
に大
たい
将しやう
は勇
ゆう
略りやく
有り。兵
ひやう
糧らう
矢や
種だね
兵へい
器き
等
は十分に
貯たくは
へたり。 大
たい
石せき
大たい
木ぼく
をなげかけ。 矢
や
種だね
を惜
をし
まずこれを防ぎけるにより。 中々急
きふ
には落
おつ
べき体
てい
は見えざりけり。
元来此新庄の城は。 南
なん
北ぼく
は大
おほ
沼ぬま
にて足
あし
入い
りの難
なん
所じよ
たり。 後
うし
ろは険
けん
阻そ
の山につゞきて。 鳥
とり
ならで かよひがたきの切
せつ
所しよ
た
り。 真介此城の要
やう
害がい
を得
とく
と
考かんが
へ測
はか
りて。 星野及
およ
び愛宕
おたぎ
西にし
岡おか
今いま
木ぎ
の四士を招きて云。 「此城要
やう
害がい
堅けん
固ご
にして。 内
うち
には勇
ゆう
将しやう
こも これを力
ちか
ら攻
ぜめ
にせん時には。味方に
傷しやう
害がい
多おほ
くして。其利少
すく
なかるべし。これ迄
まで
も
領りやう
（一オ）主
しゆ
木工頭殿の。
多た
勢せい
を帥
ひき
ひて数个度
す
か
ど
これを攻
せめ
て。其功を得給はざる事は。これなり。さてこゝに此城をのりとるの一
いち
術じゆつ
有。其
術じゆつ
と
云は。
各おの〳〵
方がた
只たゞ
四よ
人にん
身み
軽がる
にして。かの秘
ひ
伝でん
の火
ひ
箭や
を用
よう
意ゐ
して。さて此城の後
うし
ろてへまはり。此険
けん
阻そ
の山をどうなりと
してこれをよぢのぼり。渓
たに
をわたり峯
みね
を越
こ
えて。行きゆく時には。かならず此城
しろ
のからめてへ出
いで
ざることを得ず。さ
てひそかに昼
ひる
のうちに其要
やう
害がい
つまり〴〵をよく見置て。 さて夜
よ
に入
い
りたらばかの火矢を射
い
かくべし。 此火
ひ
矢や
一度物に立
た
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つ時には。 必ずよく燃
も
ゆ。 もしこれを消
け
さんとて水にても物にても。 これに障
さは
る事有が否
いな
や必ず激
げき
烈れつ
して火
くは
勢せい
甚しく。
大ひにもえ上るなり。故に此火矢をあちこちと六七
ろくしち
个か
処しよ
に射付る時には。必ず大
たい
火くは
となる。其火を目あてに追手より
これを攻
せむ
るぞならば前
ぜん
後ご
に途
ど
をうしなふべし。さて汝等四人は城中へしのび入て。 （一ウ）切て回
まわ
るべし。敵はよもや
かやうの小
こ
人じん
数じゆ
ならんとは思はずして。必
かなら
ず同
ど
士し
討うち
すべし。其間になるべくは追
おふ
手の門へ至りて。門を開
ひら
くべし。時
には此城乗
の
り取
とる
事やすし。これ至りての難
なん
義ぎ
の役
やく
たれば。多
た
人じん
数じゆ
にては。却
かへ
つて功
こう
を成
な
しがたし。腰
こし
兵びやう
糧らう
は三四日の
分を用
よう
意い
すべし」と下
げ
知ぢ
しければ。四士は
歓よろこ
び勇
いさ
んで打立たり。さて追
おふ
手て
よりは折々
軍いくさ
をしかけて。絶
たえ
づれなくこ
れを攻
せめ
うごかしける。 真鶴真介は平生
つ
ね
に物
もの
聞きゝ
を四
し
方はう
に
遣つかは
し置
おき
て。 其動静
やふす
を伺
うか
がはせけるが。 其
その
夜よ
二に
更かう
の頃
ころ
に一人の斥候
ものみ
馳は
せ帰りて申様は。 「軍
ぐん
勢ぜい
千人ばかり伯
ほふ
耆き
の方より参り申候。定
さだ
めて此
この
城しろ
の加
か
勢せい
と見
み
え申候。凡そ明
めう
日にち
昼ひる
前まへ
には此所へ
参るべく存候」と云ば。真鶴やがて高
たか
山やま
隼人はいと
に相
あい
議ぎ
して云。 「明
あ
日す
昼ひる
前まへ
に敵
てき
国こく
よりの加
か
勢せい
千人ばかり参り申候となり。
我等は城
しろ
を押
おさ
へ申べく候間。貴君の一
ひと
手て
は此加
か
勢せい
にのみ御
おん
向むか
ひなさるべく候 尤
もつと
も大井高科の二士を（二オ）伏
ふせ
勢ぜい
と
いたして加
か
勢せい
の後
うし
ろを取
とり
切き
らせ申べく候間。さしはさんで。一人も余
あま
さず討
うち
取の御手
て
積づも
りなさるべく候」と云。又大
井高科両士に云。 「貴
き
所しよ
は四
し
百ひやく
の兵
へい
を帥
ひき
ひて。明朝夜
よ
の中
うち
より城下を去る事半道にして。伯
はふ
耆き
街かい
道だう
の右の手に。大な
る薮
やぶ
これ有候。其薮
やぶ
の陰
かげ
に兵
へい
を御伏
ふ
せ候て。敵
てき
の加
か
勢せい
通り過
すぎ
候はゞ。其後
あと
をたち切りて。高山氏と両方よりさし夾
はさ
ん
で。 一人も泄
もら
さず討取
うちとる
の積
つも
りに致
いた
さるべく」 と手
て
筈はづ
を定
さだ
めたり。 翌
よく
日じつ
昼ひる
前まへ
に伯耆よりの加勢新
しん
庄じやう
の城
しろ
近ちか
く来
きた
る
所ところ
を。
高たか
山やま
隼人はいと
が勢
せい
これを迎
むか
へて相
あい
戦たゝか
ふ。加勢は
長ちやう
途ど
を押来
おしきた
る労
つか
れ勢
せい
なり。高
たか
山やま
は養
やしな
ひ飼
かひ
たる新
あら
手て
なればこれを包
つゝ
んで討
うた
んとす。 敵
てき
は包
つゝ
まれまじといろ〳〵支
さゝ
へ戦ふ所に。 おもひがけなき後
うし
ろより大井高科が伏
ふく
兵へい
鬨とき
をどつと揚
あ
げて。 横
よこ
槍やり
に
衝つ
きかゝれり。さらでだに色
いろ
めき立たる敵の勢。伏
ふせ
勢ぜい
うしろより起
おこ
つて。さし挟
はさ
んで攻
せめ
たてければなじかはこらふべ
き。 （二ウ）散
さん
々になりて敗
はい
走さう
す。城中には後
ご
づめの加
か
勢せい
来れると見るより。討
うつ
て出
いで
てこれを助
たす
けんとすれども。真鶴
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手て
強づよ
く攻
せめ
て出
いづ
る事を得ず。且つ狭
さ
間ま
をもこと〳〵くに射ふさがれて。只城の中にこゞなり居るばかりなり。其うちに
千人の加
か
勢せい
は散
さん
散ざん
に討
うち
なされて。残
のこ
りずくなになりて。本
ほん
国ごく
さして逃
にげ
帰かへ
りぬ。さても星
ほし
野の
等ら
の四
し
士し
は。険阻の山中を
夜るひるとよぢのぼりて。二
ふつ
日か
目め
の七ツ時頃に。やう〳〵
搦からめ
手て
の
後うしろ
にこそは出たれ。追
あふ
手には
戦たゝか
ひ有と見えて。鬨
とき
の声
こゑ
矢や
叫さけ
びの音
おと
。手に取如く聞えけり。敵
てき
は険
けん
阻そ
をたのみとせしや。搦
からめ
手にははか〴〵しく人も見えざりける。この
故に其要
やう
害がい
よりつまり〴〵迄も。とくと
窺うかゞ
ひ得し所に。暮
くれ
前まへ
より。大風
たいふう
大たい
雨う
頻しき
りなりければ。四
し
士し
相議
ぎ
して云。 「城
じやう
内ない
の要
やう
害がい
は已
すで
にくはしく見ぬきたれば。 此風雨に乗
じよう
じて。 まづ搦
から
め手のうちへ忍
しの
び入り。 役
やく
所しよ
小こ
屋や
等とう
に火をかけ置て。
（三オ）さて勝
かつ
手て
よき所より二の丸へ火矢を射かけて。其中
うち
に追
あふ
てへ往
ゆ
きて。門を開
ひら
くべし。もし門を開
ひら
く事なしが
たくば。 より火矢を以て門を焼
やく
べし」と云ば。皆一
いち
同どう
に「
尤もつと
もよろしき手
しゆ
段だん
なり」とて。難
なん
なく
搦からめ
手の内
うち
へ下り立
た
ちたり。 折ふし人もなければ役
やく
所しよ
〳〵へ火をつけ置て。 風雨
あめかぜ
にまぎれて二の丸の際
さい
目め
に至
いた
り。 火矢五六筋
すぢ
射つけ置義。
追手の門に行て見れば。 軍
ぐん
勢ぜい
百人ばかり門を守りて居れども。 雨
あめ
風かぜ
はげしき故に。 各戸
と
を閉
とぢ
てかゞまり居る体
てい
なれば。
此門にも火矢を五六筋
すぢ
射かけたり。然る所に搦
からめ
手の役
やく
所しよ
も二の丸も一
いち
同どう
に火の手つよく揚
あが
りけるが。風は分てはげし
ければ。炎
えん
々〳 〵
とぞ燃
もえ
上りける。城内は
鼎かなへ
の沸
わく
が如く。 「夜
よ
討うち
入りたり。返
かへ
り忠
ちう
の者有り」と。くらさはくらし。同
ど
士し
討うち
のみしてさわぎけり。又追手の門もえ上りて
櫓やぐら
迄も火
くわ
焔えん
かゝりければ。城内の騒
さう
動どう
上を下へと騒
さは
ぎ（三ウ）たちて。
或ある
は
搦からめ
手へかけ行も有り。二の丸へ走
はし
るも有り。又は追手の門大
たい
切せつ
なりとて。水をかけてげるがいなや。其火
くわ
勢せい
激げき
烈れつ
して其 たりの陣
ぢん
小ご
屋や
へ
忽たちま
ち火
ひ
移うつ
りてすさましく燃
もえ
あがる。関
せき
主しゆ
馬め
は矢
や
疵きづ
重おも
き故に保
ほ
養やう
して。居たりしが。漸
やう
々に馬
に助けのせられ。 二の丸迄出たる所に。 追
おふ
手て
搦からめ
手て
二に
のの
丸まる
一いち
同どう
に燃
もえ
上りて
城じやう
内ない
は一
いち
面めん
の火
ひ
となりければ。 さす の関
せき
も
惘あき
れ入つて。 「所
しよ
詮せん
此城持
もち
こらへがたし。一
ひと
まづ開
ひら
くべし」とて。
搦からめ
手て
より山をつたひ峯
みね
をよぢてぞ落行
おちゆき
たる。城将
すでに落うせたる事な ば誰
たれ
一人ひとり
踏ふみ
止とゞ
まつて防
ふせ
ぐもの有事なく。おもひ〳〵に落うせたり。寄
よせ
手て
は城内の火の手を見
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るより。攻
せめ
よせたる所に追
あふ
手て
の門焼
や
け出しければ。命
いのち
知し
らずの軍
ぐん
士じ
ども火
くわ
炎えん
の中へ飛込
とびこみ
〳〵して終
つひ
に城中に乱
みだ
れ入り
けれども。支
さゝ
へる敵のあらざれば。やす〳〵と城を乗
の
り取
と
りたり。落
おち
残のこ
りし軍
ぐん
勢ぜい
は（四オ）こゝかしこに追
おい
つめてこ
れを討
う
ち取りぬ。やがて火を消
け
させて。城中を取りしづめて。士大将二人に軍
ぐん
勢ぜい
七百人を置てこれを守らしめて。真
鶴高山星野の三士は津山へぞ帰
かへ
りける。
 
 
 
○津山の諸
しよ
士し
各おの〳〵
恩おん
賞しやう
を被
かふ
ぶるの話
 
かくて津山勢は勇
いさ
みすゝんで凱陣
かいぢん
しける。軍
ぐん
監かん
高たか
山やま
隼人はいと
合かつ
戦せん
の次
し
第だい
を詳悉
くはしく
言ごん
上じやう
し。且つ真鶴氏の軍
ぐん
略りやく
は殆
ほと
んど神
しん
に
逼せまれ
るものと
称しやう
しつべし。はじめ
城じやう
外ぐはい
の
戦たゝか
ひ星野新庄勢をかけ候つべし。
勢いきほ
ひにのりて攻
せめ
よするを。関
せき
主しゆ
馬め
城外
にてこれを防
ふせ
ぎ。終に星野の勢を二町ばかりおしつけたり。その時真鶴氏は七百騎にて少し下りて陣をかため。星野
にかはりて関
せき
に向
むか
ふ。静
しづか
に陣
ぢん
を押
お
して。其間二町余
あま
りなるに。真鶴氏遠
とふ
矢や
の精
せい
兵ひやう
たるを以て。矢つぎばやに。敵
てき
の後
ご
陣ぢん
を射
い
て。四十人許
ばか
りを斃
たふ
せり。こ（四ウ）れにて敵
てき
から崩
くづ
れして色
いろ
めく所を。又先
せん
陣ぢん
を射
い
て四五十人許りを射
い
殪たふ
す。
是こゝ
において敵
てき
陣ぢん
敗はい
走さう
せんとす。 関主馬采
さい
配はい
をふり立て。 馬
うま
を縦
じう
横わう
に乗
の
り回
まは
してきびしく下
げ
知ぢ
す。 これにはげまされて敵
てき
もりかへさ 勢ひ なり候所を。 真 氏其物
もの
間あい
三町にも余
あま
り候所に。 ねらひ済
すま
して関を射申候が。 其矢鞍
くら
の前
まへ
輪わ
を
を〈ママ〉
貫つらぬ
きて右
みぎ
股もゝ
へ立申候。これにて関落
らく
馬ば
いたして。其
軍いくさ
十分の大
おほ
勝がち
にて御座候。三町の遠
とふ
間けん
を射
い
て鞍
くら
を射
い
貫ぬき
て股
もゝ
に立
て。痛
いた
手で
故に。さすがの関も落
らく
馬ば
仕候。これ遠
とふ
間けん
といひ。精
せい
兵びやう
といひ。堅
かた
物もの
射ねく事。其射
しや
術じゆつ
神しん
の位に至り申候。
敵の加勢の至るを知りて。伏
ふせ
勢ぜい
を以てこれを破
やぶ
り。四
し
士し
を撰
えら
びて険
けん
阻そ
を越
こえ
しめて敵
てき
城じやう
を抜
ぬ
き取
と
り申され候の神
しん
算さん
。実
じつ
に武
ぶ
芸げい
。勇
ゆう
略りやく
。智
ち
術じゆつ
。三
さん
徳とく
具ぐ
足そく
。無
む
類るい
の名
めい
士し
にて御座候。当
たう
家け
へよき人を御
おん
抱かゝ
へなされ候義。私どもに分る迄
まで
も大
たい
幸こう
歓くわん
喜ぎ
の至りにて御座候」と申上ければ。木工頭殿大ひ（五オ）に歓び給ひて。 「初めは
領りやう
分ぶん
へ焼
や
き
働はたら
きせし。敵
てき
勢ぜい
を
追お
ひ払
はら
ふ迄の事とこそおもひてやりつるに。 かの要
やう
害がい
堅けん
固ご
の城
しろ
を乗りとり。 おのれが日
ひ
頃ごろ
憎にく
しとおもひつる。 関めに手
て
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疵きづ
迄まで
負お
ふせて。本国へ追
おい
帰かへ
せし事の
快こゝろ
よさや。これ半
はん
国こく
一いつ
国こく
を攻
せめ
取りしより千万
せんまん
怡よろこ
ばしき事なり。此軍
ぐん
賞しやう
重おも
からず
ば有べからず」とて。二百貫の加
か
増ざう
にて。都
つ
合がふ
三百貫となり。老職
からう
格かく
となされて。かの新
しん
庄じやう
の城
しろ
の
城じやう
代だい
たらしめ給
ふ。 次に星野をめし出し給ひて。 「其方義は。 自
じ
分ぶん
の身
しん
上しやう
をすてゝ。 大
たい
恩おん
の師
し
匠しやう
を助
たす
けし所の義
ぎ
気き
感かん
ずるに猶
なほ
余あま
り有。
又此
この
度たび
の戦
せん
功こう
。城
しろ
を落
おと
せるの苦
く
計けい
。粉
ふん
骨こつ
の至れるものなれば。新
しん
知ち
五十貫を与
あた
へ。
士さむらひ
大たい
将しやう
として。足
あし
軽がる
百人をあづ
くるなり」 と有りければ。 星野は君
くん
恩おん
の有がたきを謝
しや
して退
しり
ぞきぬ。 又高
たか
山やま
隼人はいと
には来
らい
国くに
俊とし
の
刀かたな
をぞ下されける。 其外
そのほか
功こう
に応
おう
じてそれ〳〵に恩
おん
賞しやう
をぞ行
おこ
なはれにける。 （五ウ）真鶴は愛宕
おたぎ
西にし
岡おか
の二人に。各十貫づゝを与
あた
へて。其家の
長ちやう
たらしむ。星野も今木をめし出して。十貫を与へ 且
か
つ急
きふ
に京都に登
のぼ
せ。北山の河
か
合あい
伝でん
八はち
方へ重
おも
く音
いん
物もつ
を贈
おく
り従来
これまで
の恩
おん
謝しや
をのべ。且つ此度作州津山家へ有り付き。五十貫拝
はい
領りやう
の風
ふい
聴ちやう
におよび。且つ〈姉
あね
のさゞなみ山名家につかへ居申
候が。 どふぞ ゆびよくいとま ねがひ下され。 此ものを供
とも
につれて早く津山へこし候様御願申上候〉 との一書
ふ
み
を贈
おく
り
ける。程
ほど
なくさゞなみ津山へ下り来りて。兄弟久しぶりとの対
たい
面めん
。其歓
よろこ
びいはんかたなし。かつ真鶴氏と同じく当家
へすみ着
つき
ける事どもは。かたみにかたりも尽
つく
さゞるよろこびは。ぶじなる事は想
おも
ひやるべし。かくて
美作みまさかの
国くに
一いち
円ゑん
に木
工頭殿の領分となりければ。大ひにこれを歓喜
よろこび
給ひつゝ。老職
からう
小を
原はら
外げ
記き
に備
び
前ぜん
兼かね
光みつ
の
刀かたな
を
賜たまは
りて
宣のたま
ふには。 「其方
義妬忌
ねたみ
偏執ひいき
の
意こゝろ
なく。真鶴真介が如
ごと
き英
えい
勇ゆう
の士を我
われ
に薦
すゝ
め（六オ）上げたる事。これ其
職しよく
分ぶん
をよく尽
つく
せると云の者
たれば其
賞しやう
として与
あた
ふるなり」 。又吉
よし
岡おか
兵ひやう
左ざ
衛え
門もん
。大
おほ
井ゐ
新しん
三さぶ
郎らう
。高
たか
科しな
弥や
藤とう
太だ
。岸
きし
根ね
逸いつ
八はち
の四人をめされて。 「其方ど
も忠信にして文
ぶん
武ぶ
の
の〈ママ〉
心こゝろ
がけよければこそ。 真鶴真介備
び
前ぜん
に在
あ
りし時に。 他
た
領りやう
迄まで
も往
ゆ
きて其道を学
まな
びたりし事は。
これよく其人を知
し
りたればなり。又今
こん
度ど
浪らう
人じん
して来りし時にも。これを介
かい
抱ほう
して。老職
からう
にこれをとり持
もつ
て。終
つひ
には予
よ
が
数す
年ねん
来らい
の鬱
うつ
憤ぷん
をはらさせし事も。全
まつ
たく
汝なんぢ
等ら
四人が道
みち
に
志
こゝろざし
の厚
あつ
きによれり。故に其
賞しやう
として。十貫づゝの加
か
増ざう
し
て。足
あし
軽がる
三十人づゝをあづくるなり」と有ければ。小原及び吉
よし
岡おか
大おほ
井ゐ
高たか
科しな
岸きし
根ね
の四士は勿
もち
論ろん
。家中一
いつ
統とう
に
に〈ママ〉
。殿
との
の
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士を愛
あひ
し給ふ事。且つ其
賞しやう
罰ばつ
の明らかなるに感じ服
ふく
しける。かくて真鶴真介は軍
ぐん
勢ぜい
五百人を
従したが
へ。新
しん
庄じやう
の城
しろ
の守
しゆ
護ご
に（六ウ）打
うち
立たゝ
んとす。よつて殿
との
へ願
ねが
ひけるには。 「星野勢平義。おのれ出雲に在りし時よりの門人にて。大
たい
抵てい
は我
わが
道みち
をも会
ゑ
得とく
いたし居
ゐ
申候間。我
われ
等ら
新しん
庄じやう
守しゆ
護ご
の其
その
間あいだ
は。星野勢平を以て我等が代
だい
として。家中の稽
けい
古こ
都かし申たし」と
申上ければ。殿は殊
こと
に
歓よろこ
び給ひて。 「よくも心づきたり」と
て。 「星野勢平義は。真鶴真介が学
がく
頭たう
たれば。真鶴新庄守
しゆ
護ご
の間は。家中一
いつ
統とう
に星野勢平を師としてこれを学ぶべし」とぞふれ示し給ふ。且つ吉岡大井高科岸根の四人を二人
づゝ一月代りに新庄へ遣して下
した
役やく
たらしめ給ふ。これは此四人によく真鶴が道を修
しゆ
行ぎやう
させんといふの。御
ご
賢けん
慮りよ
にてぞ
おはしける。かくのごとく の仁
じん
恵けい
は士
し
民も
に遍
あま
ねくて。一国ともに文武の道を学び心がけゝる故に。久世殿の威風は
日夜に高く盛んにぞなりまさりける。 （七オ）
 
 
第七回
 
 
従
レ
道而
みちにしたがふて
学まなぶ
 
 
 
 
○玉縄小太郎
幼稚いとけなき
より母
はゝ
のいさめに
従したが
ふて如
によ
如〳 〵
道だう
人じん
の許
もと
にて道
みち
を学
まな
ぶの話
 
こゝに相摸国
さがみのくに
玉たま
縄なは
の里
さと
に彦六
ひころく
といふ
農ひやく
民しやう
あり。其女子
むすめ
に生実
なるみ
といふ者有りて。容様
かたち
いとうるはしく且
か
つ貞烈
ていれつ
の性
しやう
得とく
たり。十四の歳
とし
より同
どう
国こく
の豪
がう
家か
にめしつかはれて有りしが。十六の歳に。其主
しゆ
人じん
の家
いへ
に大
たい
変へん
有りし故
ゆゑ
に。からうじて
其危
あや
ふきを免
まぬ
かれ出て。玉
たま
縄なは
の親
おや
のもとへぞ帰
かへ
り居
を
れり。其時に主
しゆ
人じん
の種
たね
を身にやどして三
み
月つき
にぞなりけるが。程な
く月みちて。玉の様なる
男をのこ
の子を生
うみ
たり。これを玉
たま
縄なは
小こ
太た
郎らう
とぞ名づけける。祖
ぢ
父い
祖母ば
ゝ
の
歓よろこ
び大かたならず。生実
なるみ
は
其子を大切にそだて居
を
りしが。人をもつて主
しゆ
人じん
の家の安
あん
否ぴ
を尋ねきかしむるに。 「主人はそれより文
ぶん
武ぶ
の道
みち
の修
しゆ
行ぎやう
せ
んとて諸
しよ
国こく
遍へん
歴れき
して。 （七ウ）とんと帰り来たらず」と云。さて生実
なるみ
は田舎
いなか
に稀
まれ
なる所の美
び
人じん
にして。歳はやう〳〵十
六七のことなれば。 かれよりはもらはん。 これよりはむ へんと。 仲人
なかうど
の出入
いでいり
夜るひる絶
たえ
間ま
はなかりけり。 されども生実
なるみ
貞烈ていれつ
の
性しやう
得とく
にて。 「いづれ此子を守
も
りそだてゝ主人の家を興
おこ
さん」と云の志なれば。一向にとんぢやくにはおよびざ
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りける。さてとし月うつりかはりて。はやくも此子七
なゝ
ツになりける時に。生実
なるみ
祖父ぢ
い
祖母ば
ゝ
に対
たい
して云。 「此小太郎をして
主人の家を継
つ
ぎ興
おこ
さしめんと思ふにつき。文
ぶん
武ぶ
の道
みち
を学
まな
ばさしめんと思ひはべる。さいはひに足
あし
柄がら
山やま
に如
によ
々〳 〵
道人と申
て智
ち
行兼
けん
備び
。 文武倶
く
通づう
の異
い
人じん
ましますによりて。 其御もとへ託
たく
しあづけまゐらせんと思ひさだめ候なり」 といへば。 祖父
ぢ
い
祖母ば
ゝ
はあきれて。 「それらのことは此子
こ
の十六七にもなりその後の事なり。まだ七ツや八ツの小児をば。たれかこ（八
オ）れをあづかりてくれんや」 いえば。生実
なるみ
云。 「其十六七の時には
遖あつぱ
れ世に出て。為
す
る事あらしめんと思ふによ
りて。 七歳
なゝつ
より学び事なさしめずば有べからざるなり」 といふ。生
しやう
得とく
いひ出したる事変
へん
ぜぬ
娘むすめ
の気
き
質しつ
を知りぬひて居
お
る事なれば。 父
ぢ
い
祖母ば
ゝ
は。 「そちが生
うみ
たる子
こ
の事なれば。如
い
何か
やうともこゝろ任
まか
せにするがよきなり」といへば。やが
て
て〈ママ〉
其この
児こ
小こ
太た
郎らう
をつれて。はる〴〵と足
あし
柄がら
山やま
へと出
いで
行ゆき
ぬ。さしもけはしき山
やま
路みち
を。其
その
児こ
を背
せ
に負
お
ひてゆきつやすみ
つし 。やう〳〵に道人
だうじん
の在
ま
す庵
あん
室じつ
のもとに至りぬ。門
かど
辺べ
より膝
ひざ
もてにじり入りて。 「老
らう
師し
に一つの御
おん
願ねが
ひ事有て参
まゐ
り
たる者なり あはれ御慈
じ
悲ひ
をもて御聞
きゝ
入いれ
下され候はゞ。生
しやう
々〳 〵
世せ
々ゝ
の御
ご
恩おん
徳とく
ならん」と。涙とともに願ひける 道人は
女子おんな
に対
たい
して。 「如
い
何か
なる願
ねが
ひなるぞ。叶
かな
ふべき事ならば叶
かな
へ（八ウ）得さすべし。其願
ねが
ひとは如何なる事ぞ」と問
と
は
せ給へば。 其時に生実
なるみ
は流
なが
るる
涙なみだ
を払
はら
ひて。 「
妾わらは
は当
たう
国ごく
玉たま
縄なは
の里
さと
の
農ひやく
夫しやう
。 彦六と申者の
娘むすめ
にて候。 十四の歳より或
ある
家いへ
にみやづかへいたし居申候所。十六の歳に其家
そのいへ
に大
だい
変へん
有りて。やう〳〵其所をのがれ出て。親の里玉縄へ帰り居申
候。其せつ主人の種
たね
を身に胎
やど
し居申候が。程なくこれを生
う
み申候所。即
すなは
ちこれなる童
どう
子じ
にて御座候。尤も主人も其み
ぎりより他
た
国こく
致いた
されて。今に帰られず候よし。故に
妾わらは
が
志
こゝろざし
は。何分にも此児
こ
をば文
ぶん
武ぶ
の達
たつ
人じん
に為
な
し上げて。其主
人の家を興
かう
復ふく
させんといふの願ひのみに候。何とも恐れ入候得共。今日より此児
こ
を御弟
で
子し
となされて。御教授
おしへ
下され
候はゞ。たとへ
妾わらは
は身
み
を砕
くだ
き骨
ほね
を粉
こ
にするとてもいとひ申さず候」と身
しん
命めう
を投
なげ
うつてぞ願
ねが
ひければ。道人はやゝ姑
しば
し
其児
こ
を眺
なが
め入りておはせしが。 （九オ）ほく〳〵とうちうなづかせ給ひて。 「此小
しやう
児に
よく教
をし
へなば。よく学
まな
びうくべき
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
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の者なり。貧道
おのれ
今日こんにち
よりたしかにあづかりてこれを
教きやう
導どう
すべし」とて。すなはち玉縄小太郎義
よし
起たつ
とぞめされける。さ
て母
はゝ
に対
たい
して
宣のたま
ふには。 「此児
こ
いまだ幼稚
いとけ
なければ。中々急
きふ
には其道達
たつ
しがたし。まづ我
わが
庵いほ
りに居
を
る事十年せば。其
道かならず
成じやう
就じゆ
すべし。故に此子十七歳の春
はる
には迎
むか
ひに来るべし。それよりは世に出て大に為
す
る事有べし。其父より
は福
ふく
力りき
有りて発
はつ
達たつ
する事速
すみ
やかなるなり。さて
汝なんぢ
はとく帰
かへ
りね。深
ふか
き山
やま
の中
なか
もしや夜
よ
に入りては。女子
をんな
の危
あや
ふき事な
り。此児
こ
の事は貧道
おのれ
あづかりたるのうへは。少しも
憂うれへ
危あや
ぶむ事勿
なか
れ。
丈じやう
夫ぶ
に安
あん
心しん
して。父
ちゝ
母はゝ
によく事
つか
ふべし」と有
ければ 生実
なるみ
は三
さん
拝はい
九くう
拝はい
してあつく道人に礼
れい
謝しや
して帰りぬ。かくて生実
なるみ
は父母の（九ウ）家にあつて。紡
うみ
績つむぎ
機はた
織おり
裁たち
縫ぬひ
の業
わざ
を務
つと
めて。其余
よ
精せい
を以て。小児の衣
い
類るい
調ちやう
度ど
より。道人のめし
料りやう
をも。時々にはこれを持
もち
はこびてさゝげたてま
つり。かつ洗
あら
ひ洒
すゝ
ぎして。これをめさせかへる事少しもおこたる事なく。寒
さむ
さ暑
あつ
さのいとひなく て。やがて十年の
とし月をぞ送りける
 
 
 
○玉縄小太郎如々道人の許
もと
に有る事十年にして文武の道三
さん
才さい
の妙
めう
義ぎ
悉こと〴〵
く皆通
つう
達だつ
するの話
 
さても如々道人は小太郎をあづかり給ひしより。木
き
に弦
つる
して弧
ゆみ
となし。木を削
けづ
りて矢
や
となして弓
ゆみ
射い
るわざを教
をし
へ給ひ
けるが。はじめは其的
まと
を三間五間の近
ちか
きに置てこれを倣
なら
はしめ。熟
じゆく
するにしたがひて次
し
第だい
に的
まと
を遠
とふ
くして。後には数
す
十じう
間けん
数す
百ひやく
間けん
の遠
えん
間けん
に通
つう
ぜしめ。的
まと
は段
だん
々に小
ちい
さくして。後には（十オ）五分三分の小的にして。当りの細
こま
かなるを
熟じゆく
させ。それよりは堅
かた
物もの
を射
い
貫ぬか
しめて。これも後
のち
々には数
す
百ひやく
間けん
の向
むか
ふなる。いく抱
かゝ
へに余る生
なま
樹き
に小
こ
的まと
をたてゝ。其生
なま
樹き
を心よく射
ゐ
通しけり。よりて
射ゆみいる
の道は。精細
こまかき
より長
とふ
間や
。堅
かた
物もの
。三つながら通
つう
達だつ
せり。又木を伐
き
りて木
ぼく
刀たう
として。太
た
刀ち
かきの伎
わざ
を学
まな
ばしめ給ひしが。これも後には。かの木
ぼく
刀たう
を以て。数十丈高き樹
き
の末
すゑ
の條
えだ
を。飛
とび
上あが
りてこれを切り落
おと
す
のかるわざにいたり。又木を削
けづ
りて槍
やり
となしては。これを使
つか
ふ事ををしへ給ひつるが。後にはこれも神の位に至り。
時々には猪
しゝ
熊くま
をたやすく突
つ
きとめ。それを猟夫
かりびと
にやりて。其かはり 馬
うま
をかりて。岩
がん
石せき
の山道をはせ引きする事をを
 － 76 －
しへ給ひつるが。それも後には
熟じゆく
練れん
して。十間二十間有る所の断谿
たにあい
をすきに飛こゆるにいたれり。さて又夜
や
分ぶん
には経
けい
史し
百ひやく
家か
の書
しよ
を読
よま
しめて。次
し
第だい
（十ウ）に天
てん
地ち
人じん
三さん
才さい
の義
ぎ
理り
を余
あま
らめしめ。又其かたはら天
てん
文もん
望ぼう
気き
風ふう
角かく
音おん
律りつ
等とう
の
術じゆつ
を
をしへ。六
りく
韜とう
三さん
略りやく
孫そん
子し
呉ご
起き
が覇
は
術じゆつ
。兵家の要
やう
道だう
を伝へ。且
か
つ仙
せん
家か
秘ひ
伝でん
の火
ひ
箭や
の法
はふ
を口
く
授じゆ
し給へり。これは其製
せい
作さく
の分
ぶん
量りやう
至つてむつかしければ。しば〳〵これをこしらへさせて。これを
試こゝろ
みしめ給へり。かくの如く習
しゆ
練れん
せしめ給ふ事
已に九年に及びて文武の
両りやう
道だう
已すで
に其
その
大たい
要やう
は通
つう
達だつ
せり。 已
すで
に十年目に至りては。 諸
しよ
余よ
の業
げふ
を姑
しば
らく
閣さしを
きて。 専
もつ
ぱら運
うん
心しん
定じやう
力りき
の工
く
夫ふう
をなさしめ給へり。其工
く
夫ふう
功こう
成な
りぬる上
うへ
にて。かの四
し
聖せい
相さう
承じやう
の周
しう
易えき
の神
しん
道たう
を伝
でん
授じゆ
し給ふ。此修
しゆ
行ぎやう
に至
いた
り
ては昼
ちう
夜や
寝しん
食しよく
の間
かん
断だん
なく。肢々
し
ゝ
汲きふ
々〳 〵
の勉
つと
め。鍛
たん
錬れん
琢たく
磨ま
の励
はげ
み。一百日の満
まん
日じつ
に至りて。
漸やうや
く其肯
かう
綮けい
にぞ至りける。
道人小太郎に宣
のたま
ふは「汝天
てん
地ち
の
間あいだ
の道
みち
。
悉こと〴〵
く皆
みな
神しん
易えき
の中に備
そな
はれる事を会
ゑ
得とく
しぬるや。 （十一オ）さらば天地の間
の道
みち
といふ道
みち
。 すべて皆時
とき
の一
いち
字じ
に帰
き
せる事をよく点頭
がてん
すべし。 故に万般
よろづ
の功
こう
業げふ
の
成じやう
熟じゆく
する事は。 人
じん
事じ
の務
つと
めと天
てん
時じ
の幾
き
と相符
ふ
号がふ
するに在
あ
る事をよく〳〵
了りやう
会ゑ
すべし。今汝が道
みち
すでに成
な
れり。これより世
せ
間けん
へ出て其
術じゆつ
を
施ほどこ
して。世
よ
を扶
たす
け人を救
すく
ひ。徳
とく
を積
つ
む事を
専もつぱ
ら
心こゝろ
とすべし。汝はこれより西
にし
の国
くに
に縁
えん
有れば。西
にし
の方
かた
へ往
ゆ
くに利
よろ
し。さらば立
りつ
身しん
も
速すみや
かにして一二年のうちに発
はつ
達たつ
する事を得
う
べし」 と命
めい
じ給ひ。 母の生実
なるみ
を呼
よ
びよせ給ひ 「汝が子の小太郎義
よし
起たつ
が道
みち
。
已に成り了
をは
れり。故に今汝に帰
かへ
し与
あた
ふるなり。とくつれて下
げ
山ざん
すべし」と有
あ
れば。親
おや
子こ
は
歓よろこ
びに堪
たへ
ずして。千
せん
恩おん
万ばん
謝しや
をのべて。あまたゝびぬかづきして下
げ
山ざん
したりける。 （十一ウ）
 
  真実玉英ま
こ
と
の
は
え冊まき
の
五いつゝ
 
羅州逸渙
 
撰述
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第八回
 
 
乗
レ
馬而
うまにのりて
進すゝむ
 
 
 
 
○玉縄小太郎西
さい
国こく
に往
ゆ
く途
と
中ちう
。
奔はなれ
馬うま
に遭
あ
ふて立
りつ
身しん
するの話
 
作さく
州しう
津つ
山やま
の
城じやう
主しゆ
久く
世ぜ
木もく
工の
頭かみ
殿どの
は質
しつ
素そ
謙けん
恭きやう
にして。 士
し
民みん
を愛恤
め
ぐ
み給ふが故に。 国
くに
富とみ
民たみ
饒ゆた
かにして。 其武
ぶ
威ゐ
四し
方はう
に覆
おほ
へり。
真鶴真介新
しん
庄じやう
の守
しゆ
護ご
となりしより。 伯
はふ
耆きの
国くに
に段々と手
て
いれせしかば。 北は橋
はし
津づ
長なが
瀬せ
より。 西は倉
くら
吉よし
大だい
山せん
の
麓ふもと
に至り。
東は吉
よし
原はら
より因幡
いなば
界ざかひ
に及
およ
ぶまで。悉
ことご
とく皆其武
ぶ
威ゐ
に服
ふく
し徳
とく
化くは
に感
かん
じて。靡
なび
き
従したが
ふたり。さて其頃
そのころ
に奥
あう
州しう
の小
こ
南なん
部ぶ
の
牧まき
立だち
に。長
た
けは七
なゝ
寸き
ばかりにして。尾
を
花ばな
あし毛
げ
の馬
うま
有り。上
じやう
悍かん
無ぶ
双さう
の
駿しゆん
足そく
なれども。これを乗
の
り得
う
る人少し。故（一
オ）に仙
せん
台だい
にても
関くはん
八はつ
州しう
の諸
しよ
家け
にても。これを買
か
ふ人なきより。東
とう
海かい
道だう
より五
ご
畿き
内ない
。山
さん
陽やう
道だう
までも牽
ひ
き来りて。これ
を津
つ
山やま
家け
へぞ見せたりけ 。木工頭殿御覧
らん
じて「
遖あつぱれ
の
駿しゆん
足そく
なり。乗
の
りむつかしければこそ。はる〴〵此
この
国くに
までも牽
ひき
来きた
れり」とて。これをもとめられけり。さて家
か
中ちう
の士
し
に段
だん
々と乗
の
らしめ給へども。乗
のり
ずまひしてよせ付ず。たま〳〵乗
の
り上
あが
りたるも。 馬場
ば
ゞ
二に
遍へん
とはわたらずして。必
かなら
ず刎
はね
落おと
す。 前
まへ
立だち
はやく後
とも
刎ばね
するどなり。 それもこらへて乗
の
り居
ゐ
る者は。
必ず牙
き
にかけて敗
やぶ
れ出
いだ
す。其迅疾
はやき
事疾
しつ
風ぷう
の如
ごと
し。故に如
い
何か
なる鞍
くら
強つよ
といへども必ずうち落
おと
さるゝことなり。一家中の
士もあぐみ果
はて
たるよし。土居にも聞えければ。
英はなぶさ
姫ひめ
其馬
うま
を殿にこひて。此方にて乗
の
らせて見るべしとて。これを牽
ひか
せ
らるゝに。八人の中
ちう
間げん
を中に引立
ひきたて
来るの悪
あく
馬ば
なり。土
ど
居ゐ
城じやう
外ぐわい
に二百間に幅
はゞ
七間の馬
うま
攻せめ
場ば
有り。 （一ウ）これにて其馬
うま
を攻
せめ
させんとて。土
ど
居ゐ
御ご
寮りやう
家中をつれて馬
ば
見けん
所しよ
に出給ふ。誰
たれ
彼かれ
と馬
うま
に名
な
を得し者二三人。立
たち
かはり入りかはりて乗
の
り
つれども。馬
ば
場ゝ
二に
遍へん
とはわたさゞりけり。こゝに内
ない
藤とう
総そう
太だ
とて。大
だい
力りき
無ぶ
双そう
の士
し
にて。身
み
の長
た
け六
ろく
尺しやく
有いう
余よ
弓きう
馬ば
の伎
わざ
に
長ちやう
ぜり。やがて此
この
馬うま
に乗
の
りて馬
ば
場ゝ
二に
遍へん
わたりて。三
さん
遍べん
めの隅
すみ
の口
くち
より。牙
き
にかけて馳
はせ
出す。内
ない
藤とう
これを止
とゞ
めんとて左り
へつよく折
をり
を取
と
れば。馬は右
みぎ
の衿
えり
を出
だ
しさまに内藤を打
うち
殞おと
して。敗
やぶ
れ気になりて。屋
い
舎へ
樹林はやし
田た
畠はた
の差
しや
別べつ
なく荒
あれ
にあれ
てぞ放逸
かけゆき
たり。さても玉
たま
縄なは
小太郎は祖父
ぢ
い
祖ば
母ゞ
母はゝ
に暇
いとま
を乞
こ
ふて。師
し
のをしへに
従したが
ひ。西
にし
の国
くに
へと立
たち
出いで
て。東
とう
海かひ
道だう
より五
ご
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畿き
内ない
を経
へ
て。播
はり
磨ま
の明石
あかし
姫ひめ
路ぢ
のほとりにて。西
さい
国こく
大だい
名めう
の風
ふう
儀ぎ
を聞
きゝ
合あは
す所に。作
さく
州しう
津つ
山やま
の久
く
世ぜ
家け
こそ。実
じつ
に士
し
を愛
あい
し好
この
み
給ふといふ事を聞
きゝ
て。 （二オ）まづ津
つ
山やま
に行
ゆき
て見んと。赤
あ
穂こ
より有
う
年ね
上かう
月づき
を経
へ
て。作
さく
州しう
領りやう
に至らんとする所に。向
むか
ふ
より一
いつ
疋ぴき
の放
はな
れ馬
うま
。敗
やぶ
れ気
き
になりて狂
くる
ひ来る。小太郎心におもふには。 「此馬
うま
此まゝにて放
はな
ちやらば大ひに人を
傷そこな
ふ
べし」とて。馬
うま
のかけ来
く
る向ふへ立
たつ
て大
おほ
手で
をひろげてこれを支
さゝ
ゆ。馬は人を見
み
てこれをくらはんと飛
とび
かゝるを。両
りやう
の
轡くつわ
に手をかけて。これを押
おさ
へ止
とゞ
めて。まづ馬の気をしづむる事姑
しば
らくなり。其後かたて
轡くつわ
をとり。片手にて馬の
ひら首
くび
をさすりてこれを撫
ぶ
恤じゆつ
すれば。馬はよく落
おち
付つき
て馴
な
れ服
ふく
せる体
てい
なれば。これにひらりと乗
の
りて。 「馬の来りし方
にぞ乗
の
り行
ゆか
ば。かならず馬
うま
主ぬし
追お
ひ来るべし。幸
さいは
ひにおのれも土
ど
居ゐ
の方へ行事なり」とて。半
はん
道みち
ばかりにて。五六人追
おひ
々に馳
はせ
来きた
りて。小太郎に対
たい
して。 「馬場
ば
ゝ
の攻
せめ
馬うま
風ふ
と放
き
れ申候て。貴
き
君くん
の御
ご
苦く
労らう
にあづかり（二ウ）申候。よく御止
とゞ
め下
され候段
だん
忝
かたじけなく
存候。 何
なに
卒とぞ
御おん
返かへ
し下され候や」 と申せば。 「随
ずい
分ぶん
御復
かへ
し申べ 候。 定めて馬
うま
主ぬし
追お
ひ来り給はんと存候て。
馬の来りし方
かた
へ乗
の
り参
まゐ
り候。さらば御うけ取なさるべし」とて。馬を引きわたしけり。おさが縄
なは
を四
よ
筋すぢ
までかけて八
人してぞ引て帰れり。其中に一人仁
じん
体たい
らしき士跡
あと
にのこりて。小太郎に向ふて。 「貴
き
君くん
は何
いづ
方かた
の御人にて。御名
な
は何と
申候や」 と問
と
ひければ。 「我
われ
等ら
東とう
国ごく
かたの浪
らう
人にん
玉縄小太郎と申て。 諸
しよ
国こく
を遍
へん
歴れき
して身
しん
上しやう
をかせぐ者にて候。 作
さく
州しう
津つ
山やま
の
久く
世ぜ
殿との
は。すぐれて士を好
この
まるゝよしの風
ふう
聞ぶん
故に。久世家には。我
われ
等ら
の如
ごと
きものにても。もしめし置
おか
るゝ事もやと。
作州津山へと
罷まかり
こし候なり」と云ければ。彼者云。 「我等
即すなは
ち津
つ
山やま
の家
か
中ちう
奥おく
村むら
吉きち
作さく
と申者なり。成
なる
程ほど
主人木工頭士
し
を
好この
まれ申候間。御
ご
縁えん
だに候はゞ随分有つき出来申べく候。実（三オ）は只今の放
はな
れ馬は。近
ちか
頃ごろ
主しゆ
人じん
牽ひか
せ申候得ども。乗
の
りむつかしく候。今日も馬場
ば
ゞ
へ出して乗申候
処ところ
。乗り人
て
を打落
うちおと
してきれ申候なり。さるに途
と
中ちう
の放
はな
れ馬
うま
をよくも独
ひと
り
乗りなされて。これ迄めされ候事。馬
ば
芸げい
の達
たつ
人じん
と存
ぞん
ぜられ候。此一
いち
道だう
のみにても随分有付は出
で
来き
申べくと存候間。ま
づ我等と御同
どう
道だう
なされて然るべし」 とて。 これを導
みち
びきて土
ど
居ゐ
へいたりける。 此時に英姫は 「攻
せ
め馬
うま
馬ば
場ゞ
を放
はな
れて佗
た
領りやう
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
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へかけ行て。敵
てき
国こく
へこれを取られん事は。武
ぶ
門もん
の恥
はづ
る所なり」とて小
こ
具ぐ
足そく
して馬に打
うち
のり長
なぎ
刀なた
かひ込
こ
んで。城
じやう
下か
はづ
れ迄
まで
出給ふ所に。馬を引きて帰り来れりと御聞有て。やがて馬場へ入らせ給ふ。つゞひて厩
うま
やどりの役人ども罷出候
而申上けるは。 「放
はな
れ馬を追行候事一里半ばかりにて。向ふより十七八歳と見えたる究
く
竟きやう
の美
び
少しやう
年ねん
。此馬にのりて静
しづ
かに地
ぢ
道みち
を（三ウ）打せて来る故に。放
はな
れ馬の
理ことわ
りを申候得ば。早
さつ
速そく
これを返しくれ申候」と。申上ける所へ。奥
おく
村むら
吉きち
作さく
罷まかり
帰かへ
り。 「さてかの馬を乗
の
り止
と
めくれ候士の。出
しゆつ
身しん
姓せい
名めい
を
承
うけたまは
り申候処。 東
とう
国ごく
方かた
の浪
らう
人にん
玉縄小太郎と申人にて。
有付かせぎの為
ため
に四方を遍
へん
歴れき
いたされ候よし。此せつ御
ご
当たう
家け
に士 御好
この
みなさるゝの風
ふう
聞ぶん
を伝
つた
へ聞
きゝ
申故に。わざ〳〵
津山の方へ罷こし候所に。放
はな
れ馬
うま
に遇
あ
ひ申たる故に。人を
傷そこな
はん事を憂
うれ
へて。これを乗り止
と
め。 『定めて馬
うま
主ぬし
追来ら
んと推
すい
察さつ
して。馬の来りし方へ乗り参り候』との事故に。まづ同
どう
道だう
いたし。かしこにまたせ置候。其人
じん
品ぴん
は遖
あつぱ
れの英
えい
勇ゆう
と見え申候。まづかの悪
あく
馬ば
のきれ出して狂
くる
ふを。途中にて独
ひと
り乗りして。地
ぢ
道みち
を打
うた
せ来り候。其馬
ば
術じゆつ
にてさへ一
いち
道だう
の
妙みやう
を究
きは
めたる人と存ぜられ候」と申せば。
英はなぶさ
姫ひめ
宣ふには。 「当
たう
家け
を
望のぞみ
（四オ）て来れる人。麁
そ
抹まつ
にあしらふべか
らず。且つ汝其人に申さんには。 『旅
りよ
途と
の御労
つか
れも候 んかなれども。右馬引き入れ申てより。十四五日にも相成候へ
ども。家中に乗り得たる者なくて込り入 。何とぞ一
ひと
馬ば
場ゝ
御攻
せ
め下されたし』と
尋たづね
て見るべし」と有ければ。奥
おく
村むら
吉きち
作さく
小太郎に対
たい
して。土
ど
居ゐ
御ご
寮りやう
の口
こう
上じやう
をのべ。且つ申には。 「当所の主は津山の主の惣
さう
領りやう
女子むすめ
にて英姫と申候が。文
武の道を好みて。一昨
さく
年ねん
播はり
磨ま
の上
かう
月づき
有う
年ね
丹たん
坂ざか
の敵
てき
。多
た
勢せい
当城を取まき
戦たゝか
ひなん義たりし時に。此姫
ひめ
十四歳にて加
か
勢せい
を
致され。敵 追
おひ
払はら
ひ申され候より。此城を姫に賜
たま
ふて敵
てき
国こく
を押
おさ
へ居申候。乃ち只今当城主馬場に居られて。御
ご
乗じやう
馬ば
拝
見いたしたしとの義に候」といへば。小太郎「やすき御事何時にても
乗じやう
馬ば
いたし申べく候」との返
へん
答とう
なればすぐに小
太郎を
伴ともな
ひて馬場にぞ至りける。さて（四ウ）馬
ば
見けん
所しよ
には
正しやう
面めん
に英姫。左
さ
右ゆふ
には家中の歴
れき
々〳 〵
威ゐ
儀ぎ
を正
たゞ
して並
なみ
居ゐ
たり。
又旅
たび
がけの
少しやう
年ねん
の
士さぶらひ
。かの悪
あく
馬ば
を乗
のる
といふ事を聞
きゝ
て。一
いつ
家か
中ちう
の士は。馬
ば
場ゝ
の四
し
面めん
をとり囲
かこ
んで。片
かた
唾づ
をのんで見
けん
物ぶつ
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せり。小太郎は
乗じやう
馬ば
支し
度たく
をして。馬
ば
場ゝ
に立
たち
出いづ
る其骨
こつ
柄がら
。歳は十七八と見えて。身
み
のたけ五尺八寸。中肉にして色
いろ
白しろ
く
毛髪か
み
黒くろ
く。威
ゐ
風ふう
凜りん
々〳 〵
として愛
あい
敬きやう
深ふか
し。何
いづ
れ英勇の美
び
男だん
子し
たり。静
しづか
に馬
ば
見けん
所しよ
の方
かた
へ式
しき
礼れい
して。馬
うま
の
傍かたは
らにより。我神
しん
気き
と馬
うま
の神
しん
気き
とを。目
め
よりこれを通
つう
ぜしめ。静
しづ
かに乗
のり
上あが
りて。こと〴〵くに縄
なは
をとかしめて。地
ぢ
道みち
三さん
遍べん
のりて。六
ろつ
法ぱう
よ
り小
こ
乗の
り早
はや
乗の
り三
さん
四し
遍へん
づゝの て。地
ぢ
道みち
に乗りもどして。すでに下
お
りんとする所へ。奥村吉作出来りて。 「見事の御乗
り風
ぶ
態り
。当
たう
主しゆ
も甚感
かん
心しん
いたし申候。しかしかほどの悍
かん
馬ば
。今少し足
あし
深ふか
く候はんかと思はれ候。迚
とて
もの事に御
ご
（五オ）遠
ゑん
慮りよ
なく。十
じう
分ぶん
の足
あし
いろを御出させ下されたしとの所
しよ
望もう
にて候」と申ければ。 「かしこまり候」とて。すぐにのりに移
うつ
し
て早乗 より。急
きふ
に
位くらゐ
につめて。それよりはむかふをくれておろし足
あし
。乱
みだ
れ足
あし
。立
たつ
波なみ
足あし
等。十二分の足
あし
を出させて。
さて逸参
いつさん
がけを逐
お
ひし所に。其はやき事二
に
百ひやく
間けん
の馬場をかけるに。目
め
をふるのいとまさへなかりしなり。それより輪
わ
をのり。りうぐをの 折
をり
をとり。すさりをいれて。地
ぢ
道みち
二に
三遍さんべん
のりてぞ下
お
りたりける。家中の上下おもはず声
こゑ
をあ
げて。 「乗
のっ
たり乗たり」とのどよめき。しばしはなりも静
しづ
まらざりけり。奥村吉作玉縄に向ふて。 「当主申候には。御旅
たび
がけの途
と
中ちう
。御草臥
くたびれ
にも有べき所。わりなき御
ご
所しよ
望もう
申入候て御苦
く
労らう
に存候。まづ御旅
りよ
宿しゆく
申付べく候間。ゆる〳〵御
ご
休きう
息そく
下さるべし」とて。同道して下
げ
宿
しゆ（く）
にぞ至りける。種
しゆ
々〳 〵
丁てい
寧ねい
なる展
あし
待らい
にて。ほどなく使
し
者しや
来りて（五ウ） 「今日は放
はな
れ馬
うま
これ有り候所。御苦
く
労らう
に御乗り留
と
め下され忝存候。并に又候御
ご
乗じやう
馬の御所
しよ
望もう
申入候処。無
む
類るい
の悍
かん
馬ば
。観
み
事ごと
の御乗
のり
立たて
。御
おん
芸げい
術じゆつ
の至
いた
り。感
かん
心しん
仕候。右の
趣おもむ
き本城へ申遣し有り付の所。御
ご
推すい
挙きよ
申入べく候間姑
しば
らく御逗
とう
留りう
なされ候。随
て時
じ
服ふく
一ひと
重かさね
。黄金百両。
聊いさゝか
今日こんにち
の御
ご
苦く
労らう
御ご
慰い
労らう
の為
ため
迄まで
に進じ候」との義なれば。小太郎これを
頂ちやう
戴だい
し礼
れい
謝しや
をぞ述
のべ
に
ける。
 
 
 
○小太郎津山にて文
ぶん
武ぶ
の
試ためし
を経
ふ
るの話
 
玉縄小太郎が事本城に聞えければ。 木工頭殿いそぎ其人召
めし
て対
たい
面めん
有べしとて使
し
者しや
をたてゝこれを招
まね
き給ふ。 小太郎使
し
者しや
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
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とゝもに津山に来りければ。大
おほ
書しよ
院ゐん
にて対
たい
面めん
有る。木工頭殿これを見給ふに。まだ十七八歳の美
び
少しやう
年ねん
たりといへども
神気よく
納おさま
り充
み
ち。挙
きよ
止し
整せい
粛しゆく
。威
ゐ
風ふう
堂だう
々〳 〵
として。一
いつ
方ぱう
の大
たい
将しやう
たるべきの（六オ）器
き
量りやう
たり。やがて問
とふ
て
宣のたま
ふには。
「貴
き
所しよ
は
少しやう
年ねん
たれども。文武の道
みち
に長じて。諸
しよ
国を遍
へん
歴れき
せらるゝのよし。此ごろ家中の悪
あく
馬ば
を乗り上られたるのよし
承り及び候。さて文
ぶん
学がく
の所。何とぞ一
いち
応おう
御演
えん
述じゆつ
にあづかりたし」と有ければ。まづ孫
そん
子し
をぞ講
かう
じたりける。其弁
べん
泉いづみ
の
湧わ
き出るがごとく。聞者
きくもの
皆々心
しん
酔すい
せり。さて講
かう
じ終
をは
りて申けるは。 「孫
そん
武ぶ
は覇
は
術じゆつ
を以て主
しゆ
とせるが故に。かくの如く
に説
と
き演
の
ぶるといへども。其究
く
竟きやう
の要
やう
は。忠信の二字に帰
き
し申候事なり。凡そ天
てん
地ち
の
間あいだ
に有りと所有
あらゆる
道みち
は。神
しん
易えき
の大
たい
道だう
中ちう
に
悉こと〴〵
くこもり有る事にて。其
その
余よ
の書
ふみ
はすべて其時に当
あた
りたる所の事を書
かき
のこしたるものにて候。荘
さう
周しゆう
が芻
すう
狗く
な
りといひしも激
げき
論ろん
のみには非
あら
ざる事なり」 と申しのべければ。 一
いち
坐ざ
君臣ともに感
かん
服ぷく
せり。 木工頭殿宣
のたま
ふには。 「文
ぶん
学がく
の
義は粗
ほゞ
其旨
むね
を得申候。しかし深
しん
邃すい
の（六ウ）義たれば。一
いつ
朝ちやう
一いつ
夕せき
にて
了りやう
会ゑ
すべき事にても非
あら
ず。此方
こなた
の力
ちか
ら足
た
らざ
る事なれば。ゆる〳〵学
まな
び申べきの心
しん
底てい
にて御座候。又武
ぶ
術じゆつ
の義は。初
しよ
心しん
の者
もの
といへども一
いつ
見けん
に其勝敗
かちまけ
わかり申候事
なれば。家中の者
もの
共ども
に帰
き
依え
信しん
仰かう
さすべき為
ため
に。御武
ぶ
術じゆつ
のほど。一
いち
応をう
御見せ下されたし」と有ければ「武
ぶ
芸げい
の
術じゆつ
は相
あい
手て
を取
とり
て其勝敗
かちまけ
を見せ申候事にて。其負
まけ
たる方
かた
快こゝろよ
からぬ者にて候へば。込り入りたる事にて候。されどもこれを辞
じ
し
申候時には。人の信
しん
仰かう
も起
おこ
らざる事なれば」と。姑
しば
し案
あん
じて申様は。 「我
われ
等ら
此この
庭てい
上じやう
に坐
ざ
して居申べく候間。御家中の精
せい
兵びやう
の射
い
人て
を両三人御より出し有て。 我等を射させ給ふべし。 われらこれをうけそんじ候はゞ。 これおのれが芸
げい
の未
み
熟じゆく
にて候。又これをうけ得たりとも これ射人
て
の拙劣
へ
た
にも当
あた
り申さゞる義にて。おのれより彼
かれ
を
傷そこな
ふ事なければ。此義
は如何
いかゞ
有（七オ）べくや」と申ければ。木工頭殿。 「坐
ざ
しながら飛
とび
道だう
具ぐ
を防
ふせ
ぎ候事は。これ神
しん
位ゐ
の芸
げい
なり。しかしあや
まちて貴
き
所しよ
に傷
きず
つく事あらんも如何」 とあれば。 小太郎云。 「おのれより申出して。 其矢にて一
いち
命めい
を
喪うしな
ひ申候様なる。
未み
練れん
の芸
げい
にて。他家へ罷出て。文
ぶん
武ぶ
の道を以て。有りつき候はんと申候事は。横
わう
道だう
の至りにて候。早々
仰おほせ
付られ下さ
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れたし。
士さぶらひ
の一
いつ
旦たん
人中にて申出したる義。如何に御うばひ下され候とて。御
ぎよ
意い
にあまへて止
とゞ
まり申べき事にてもな
く候」と。詞
ことば
を放
はな
つて申ければ。此うへはとて。家中にて精
せい
兵びやう
の射人
て
と名
な
にしあふ。田
た
中なか
弥や
重じう
郎らう
。乾
いぬゐ
作さく
内ない
の二人を
撰えら
み給ふて。これに矢三本づゝを下されぬ。玉縄は広
ひろ
庭には
に席
せき
を設
まう
けてこれに坐す。其
間あいだ
を隔
へだ
つる事十
じつ
間けん
にしてこれを
射ゐ
る。田中弥十郎御前 向ひ式
しき
礼れい
して立
たち
向むか
ひ。矢をつがふて引しぼり。ねらひをかためて切て放
はな
す。其矢過
あや
またず。
玉 （七ウ） 縄が胸
むね
に来りけるを。 右の手にてこれを握
にぎ
り止む。 続
つゞ
ひて二の矢咽
のど
をさして来るを。 左の手にてこれを握
にぎ
る。
三の矢は
面おもて
をさして来るを。右の手にて静
しづ
かに握
にぎ
りとゞむ。田中は一
いち
揖ゆう
して
退しりぞ
く。乾
いぬゐ
作内かはりて射る。これも三
さん
矢し
ともに手にて握りとむ。此時家中の諸
しよ
士し
思はずどつと声
こゑ
を発
はつ
してこれを誉
ほ
む。其時木工頭殿諸士 対
たい
して。 「此人家
中の師
し
範はん
たるべきや否
いな
や」と有ければ。一同
どう
に「豈此人 賢
まさ
れる人の有らんや」と申上る。よりて小原外記に命じて。
まづ当
たう
分ぶん
足あし
休やす
めの
料りやう
として。百貫の墨
すみ
付つき
を下され。 「家中文
ぶん
武ぶ
の師
し
範はん
役やく
。真鶴真介と二人してこれを勤
つと
むべし」と仰
出され。邸第
やしき
を下されて。これに引き移
うつ
りて住居しけり。其日後
あと
にて星野勢平をめされて。 「玉縄小太郎が今日文
ぶん
学がく
の
理り
義。如何に聴
きゝ
取と
りし」と御
尋たづね
有ければ。星野
慎つゝし
んで申上けるは。 「今日玉縄（八オ）氏の孫
そん
子し
の講
かう
術じゆつ
より。其後
あと
に
て文学の大
たい
意い
を説
と
き演
の
べられ候義。 我師真鶴真介平日教
をし
へ諭
さと
し候旨
むね
と分寸も違
ちが
ひ申さず候。 其上得
とく
と
聴ちやう
聞もん
いたし候所。
玉縄氏の方演
えん
説ぜつ
くはしき様に承り申候。且つ飛
とび
道だう
具ぐ
を防
ふせ
ぎ申され候に。其身少しも動
うご
かず。其矢を握
にぎ
り申され候事い
と
静しづか
に見え申候。神
しん
気き
の
納おさま
り。所
しよ
詮せん
人にん
間げん
の
竟きやう
界がい
にてはなく候。君の御前にて候故に。実を以て申候時には。真介よ
りも一
ひと
際きは
まさり候かと存候」と申上ければ。木工頭殿大ひに勢
せ
平へい
を御
賞しやう
美び
有て。 「汝は正
せい
直ちよく
剛がう
実じつ
の士なり。其好
この
む所
に
阿おもね
らざる所。感
かん
心しん
の至りなり。予
よ
もさ思ふ事なり。真介は人
にん
間げん
中ちう
の一人なり。玉縄が道は殆
ほと
んど神
しん
に至
いた
れり。世
せ
間けん
にはこれが敵人
あいて
有事なし。予
よ
は如何
い
か
なる
宿しゆく
世せ
の果
くわ
報ほう
にて。かゝる名
めい
士し
どもを。一人ならず二人ならず。汝を合せて三
人迄得つる事よ」 て。嬉し
涙なみだ
にぞくれ給ふ。星野もかたじけなき御
ぎよ
意い
を
蒙かふぶ
りて。これも同（八ウ）じく
歓よろこ
び
涙なみだ
に
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
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くれにける。木工頭殿「今日の首
しゆ
尾び
。土居に行てくはしく
英
はなぶ（さ）
に申聞すべし」とて。星野を使
し
者しや
として土居へぞ遣
されける。
 
 
第九回
 
 
得日而ひ
を
え
て
昇のぼる
 
 
 
 
○玉縄小太郎赤
あか
松まつ
家け
の勇
ゆう
士し
日ひ
根ね
野の
を討
うち
取と
り西
せい
播ばん
を帰
き
服ふく
せしむるの話
 
此この
頃ごろ
播ばん
州しう
の赤松次郎は五
ご
著ちやく
に居
きよ
城じやう
せしめて。其勇
ゆう
臣しん
日ひ
根ね
野の
中なか
務つかさ
をして。佐
さ
用よう
の城
しろ
の守
しゆ
護ご
たらしめしが。これに命じ
て作州 土居を攻
せめ
しむ。日根野三千の兵を帥
ひき
ひ。其他平
ひら
福ふく
上かう
月づき
有う
年ね
赤あ
穂こ
丹たん
坂さか
の兵を催
さい
促そく
して。都
つ
合がふ
一万いちまん
余よ
の兵に将と
して。土居を攻
せめ
んとす。此事津山に聞えしかば。木工頭殿諸
しよ
士し
を聚
あつ
めて
評ひやう
議ぎ
有る。玉縄小太郎進み出て申様は。 「播
磨の赤松
侮あなど
りがたきの敵
てき
なり。 殊に日根野は赤松家随
ずい
一いち
の勇
ゆう
将しやう
たり。 今
こん
度ど
一万の多
た
勢せい
を催
さい
促そく
して土居を犯
おか
すものは。
ぜひこれを攻ぬかんといふの
調ちやう
略りやく
たり。 （九オ）然れども土居殿勇智にましませば。要
やう
害がい
無ぶ
双さう
の城によりて。これを
防ぎ給はんこと随分気遣ひ有まじく存候。願くばおのれに軍勢千人をかし給はゞ。これを帥
ひき
ひて土居の加勢にはまゐ
らずして。 北の道より日根野が本城の佐
さ
用よう
を攻
せ
めぬかんとすべし。 然らば日根野土居をすてゝ本城へ引取り申べく候。
其時土居の兵とこれをさし夾
はさ
んで攻破り申べく候。 同じくば此ついでに平福佐用上月有年赤穂丹坂等を。 攻
せ
め取か。 降
かう
参さん
さするかして。永く東の方の憂へを除
のぞ
き申たし」と述
のべ
ければ。木工頭殿これに
従したが
ひ給ひて。高科弥藤太岸根逸八田
中弥十郞乾作内の四士に。 軍勢五百人を
従したが
へて土居の加勢としてこれを遣はされ別に星野勢平に軍勢千人を従へしめ
て。これを玉縄に授けて中
なか
入いれ
の手
て
筈はづ
をなさせ給ふ。玉縄はひそかに北道より佐用をさし ぞ急ぎける。赤松勢壱万騎
土居に押よせ。無二無三に攻
せめ
かゝる。城中は静
しづ
まりかへつて（九ウ）敵
てき
を十分に引
ひき
付つけ
て。出し櫓
やぐら
高
櫓やぐら
より。さしつ
め引つめ散
さん
々に射かくる矢に。 沓
くつ
の子打
うち
たる如
ごと
き敵
てき
なれば皆的
まと
になりて。 やにはに二百人ばかり射倒
たほ
さる。 され共多
た
勢せい
なれば入かへ これをせむ。已
すで
に塀
へい
下した
によれる所を。大木大石を投
なげ
かくれば。押にうたれて死
し
するもの数
かず
を知
し
らず。寄
よせ
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手て
これによりて辟
へき
易えき
して少したゞよふ所を英姫土屋五郎井上太郎作。有馬三八坪井兵太夫等を左
さ
右いう
に従へ軍勢五百人
まつ黒になつて。上月有年赤穂の勢に打てかゝり。例の大
おほ
長なぎ
刀なた
にて敵
てき
を左
さ
右いう
に薙
なぎ
落おと
す。寄
よせ
手て
これにかけ崩
くづ
されて散
さん
々
に敗
はい
北ぼく
す。日根野これを見て新
あら
手て
を以てこれに当
あた
らんとはせ来れば。早
はや
城じやう
中ちう
へ引取けり。日根野大ひに怒
いか
りて強
むり
に城
を攻
せめ
んとすれば。 矢
し
石せき
を以てよくこれを防
ふせ
ぐ故にぜひなく引取て。 向
むか
ひ陣をぞ取にける。 英姫其夜
よ
高たか
科しな
岸きし
根ね
田た
中なか
乾いぬゐ
（十
オ）の四士に。各三十人づゝを
従したが
へて敵
てき
陣ぢん
に夜
よ
討うち
せしむ。 「軍をしたるくすべからず。驚
おどろ
かし騒
さわ
がすまでなれば。軽
かろ
く引取べし」と下
げ
知ぢ
し給ふ。高
たか
科しな
は上月の陣。岸
きし
根ね
は有
う
年ね
の陣
ぢん
。田中は赤
あ
穂こ
の陣。乾
いぬゐ
は丹坂の陣におしよせたり。 「寄
よせ
手て
はよもや今
こん
夜や
は夜
よ
討うち
などは有まじ」と。昼
ひる
の労
つか
れに前
ぜん
後ご
も知
し
らず寝
ね
入い（り）
たる所へどつとおしよせ。面
めん
々〳 〵
投なげ
松明たいまつ
を以
て陣
ぢん
屋や
を焼
やき
立たて
ければ。四陣同
どう
時じ
にもえ上る。 「すは夜
よ
討うち
なり。火
くわ
事じ
なり」と。うろたへさわぐを。切り立
た
て〳〵十分の
利を得て。手がろく合
あい
詞ことば
を以て引取たり。日根野は陣を固
かた
めてこれを守り。敵
てき
かゝらばこれを討んと待
まち
居ゐ
たれども。
敵てき
も来
きた
らず。 四
し
个か
所しよ
の陣は各同
ど
士し
討うち
にて夜を明
あか
したり。 翌
よく
日じつ
は夕
ゆふ
べの夜
よ
討うち
の恥
はぢ
を雪
すゝ
がんと。 赤穂丹坂有年上月の
輩ともがら
。
未み
明めい
より攻
せめ
寄よ
せつれども。城中の防
ふせ
ぎつよくして。むなしく其日もくらしける。玉縄小太郎は夜
よ
に入りて（十ウ）佐
さ
用よう
に至り。 星野に五百人をわけて
搦からめ
手へ回
まは
し。 かの火矢を授
さづ
けて
搦からめ
手の門
もん
も矢
や
倉ぐら
も焼立
やきたて
て。 「一時
ひととき
攻せめ
に乗取べし」 とて。
我身も五百人を引きつれ 大 へぞ向ひける。 寄るがいなや火矢 以て追手の門
もん
も
櫓やぐら
もこと〴〵くに火矢を射
い
付つけ
し故
ゆゑ
に。追
おふ
手て
搦から
めて同
どう
時じ
に燃
もえ
上る。城
じやう
将しやう
横よこ
塚つか
軍ぐん
大たい
夫ふ
火を消
け
さんと追
あふ
手て
へ来れば。はや門は焼
やけ
落おち
て敵
てき
軍ぐん
乱みだ
れ入る。これを防
ふせ
ぎ支
さゝ
ゆるうちに搦
からめ
手て
の敵
てき
入いり
来りて。二の丸
まる
へ火矢を射かく。前
ぜん
後ご
左さ
右いう
よりさし夾
はさ
んで攻
せめ
ける故に。横
よこ
塚つか
も終
つい
に乱
らん
軍ぐん
の
中にて討
うち
死じに
す。玉縄は佐
さ
用よう
の城
しろ
を乗
のり
取り。火を消
け
し城をとりしづめて。星野にこれを守らしめ。我身は五百の兵を引
きて。上
かう
月づき
の城へ向
むか
はんとす。佐
さ
用よう
落らく
城じやう
のよし。土
ど
居ゐ
の寄
よせ
手て
の陣に聞えしかば。日根野をはじめ赤穂
あ
こ
平ひら
福丹坂有年上
月の諸
しよ
将しやう
大ひに驚
おどろ
き。 面
めん
々〳 〵
の持
もち
城しろ
危あやう
しとて。 土
ど
居ゐ
の城
しろ
を （十一オ） まきほぐして。 引
ひ
き取
と
らんとす。 日
ひ
根ね
野の
中なか
務つかさ
云。
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「敵
てき
中なか
入いれ
の策
さく
を設
まう
けて。引
ひき
取とる
所を城より追
おい
討うち
にせんとす。此
殿しんがり
最もつと
もむつかしく。我後
ご
陣ぢん
たるべし。赤穂平福先
せん
陣ぢん
た
るべし。丹坂上月有年中
ちう
陣ぢん
たるべし」とて。已
すで
に旗
はた
を引
ひ
きかへす。城中は寄
よせ
手て
の引
ひき
取とる
を見て。 「すはや敵は引
ひき
取とる
ぞ」と
て。高
たか
科しな
岸きし
根ね
田た
中なか
乾の四士。軍
ぐん
勢ぜい
二千を帥
ひき
ひてこれを追
おつ
かく。日根野取てかへしてこれを防ぎ。返
かへ
しては引取。返し
ては引取。 上月の城下にてはしなく玉縄が勢
せい
と出
で
遭あ
ふたり。 玉縄は五百の勢を鋒
ほう
矢し
に備
そな
へ。 おのれ其矢の
尖とがり
となつて。
会ゑ
釈しやく
もなく赤穂
あ
こ
の陣
ぢん
に突
つい
て入り。
表おもて
より裏
うら
へさつとぬけ。又平
ひら
福ふく
の陣
ぢん
にかけ込んで。前
まへ
より後
うし
ろへかけ通り。有年
上月丹坂の陣
ぢん
もこと〴〵くにかけ破
やぶ
り。日根野が陣にかけ入りて。右より左りへ。前より後
うし
ろへ。りうご。かく縄
なは
。蜘
くも
手で
に。散
さん
々にかけちらす。日根野これを見て。 「にくき（十一ウ）小
こ
冠くは
者じや
がふるまひかな。いでもの見せてくれんづ」
と。大身の槍
やり
をひつそばめて。玉縄めが て突てかゝる。玉縄「得たり」とこれと槍
やり
を合する事七八合。玉縄日根野
が槍
やり
をからんで刎
はね
ければ。三四間右の方へ飛
とび
ちりたり。日根野佩刀
かたな
を抜
ぬか
んとする所を。玉縄槍
やり
とりなほして。日根野
が腕
うで
より左りの股
もゝ
根ね
へ突込
つきこん
で。一ゆりゆりて。刎
はね
ければ。日根野たまらず。刎
はね
落おと
さる。郎
らう
等だう
おさへて首
くび
をかく。総
さう
大だい
将しやう
討うた
れければ。一
いち
軍ぐん
散さん
々に敗
はい
北ぼく
す。玉縄はすぐに上
かう
月づき
の城
しろ
を攻
せ
む。上
かう
月づき
忽
たち（ま）
ち降
かう
参さん
す。続
つゞ
ひて有
う
年ね
に至る。これも降
かう
参さん
す。丹
たん
坂さか
赤あ
穂こ
平ひら
福ふく
各皆降参す。よつて各人
ひと
質じち
を取り固めて。津山さしてぞ凱陣
かいぢん
しぬ。木工頭殿玉縄が今
こん
度ど
の功
こう
を大ひ
に御
ご
感かん
称しやう
有て。又二百貫の加
か
増ざう
にて都
つ
合がふ
三百貫の身
しん
上しやう
とぞなりにける。又星野に五十貫の加増にて。都
つ
合がふ
百貫とな
り。 且つ佐用の城代たらしめ給へり。 其
その
他た
の諸
しよ
（十二オ） 士
し
にもそれ〴〵の恩
おん
賞しやう
有り。 津山の威
ゐ
風ふう
大ひに振
ふる
ひければ。
播ばん
州しう
の赤
あか
松まつ
家け
よりも和
くわ
を乞
こ
ひ。伯
はふ
耆き
の名
な
和わ
家よりも和を乞
こ
ひて。東
とう
西ざい
の
両りやう
隣とな
り。各信
しん
使し
の往
わう
来らい
しげ〳〵なり。 （十二
ウ）
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真実玉英ま
こ
と
の
は
え冊まき
の六
むつ
 
羅州逸渙
 
撰述
 
 
第十回
 
 
著
レ
土而
つちにつきて
栄さかゆ
 
 
 
 
○玉縄小太郎土居の
英はなぶさ
姫ひめ
を娶
めと
りて蕃昌するの話
 
津山の老
らう
職しよく
小を
原はら
外記げ
き
に一人
ひとり
の女子
むすめ
有り。これを星野勢平に妻
め
あはせんと。願
ねが
ひ上
あげ
て有りけるが。此ごろ
領りやう
分ぶん
いと
静しづか
に治
をさま
りけるによりて。 此婚
こん
義ぎ
をとりむすびける。 又一人の老
か
職らう
高たか
山やま
隼人はいと
其妻
め
を
喪うしな
ひしによ て。 星野勢平が姉
あね
漣さゞなみ
を
後ご
妻さい
に迎
むか
へたきの旨
むね
願ひ出ければ。御聞
きゝ
済すみ
にてこれも婚
こん
義ぎ
調とゝの
ひける。さても土
ど
居ゐ
の御
ご
寮りやう
は此
この
頃ごろ
勝かち
軍いくさ
の賀
が
義ぎ
を申さん
とて津山の本城に上
あが
り給ふ。親
しん
子し
御ご
対たい
面めん
有りて。かの勝
かち
軍いくさ
の賀義
が
ぎ
を申述
のべ
られて。さて木工頭殿宣ふには。 「
頃きやう
年真鶴
真介を得て。新庄の城をぬき取。作州一
いち
円ゑん
に我領分となれり。又真（一オ）介を新庄に居らしめてより。伯耆国四分
し
ぶ
通
りは我
わが
領りやう
となれり。故に名和家より和義
わ
ぎ
を乞
こ
へり。又玉縄今
こん
度ど
の
勲いさほし
によりて。西
せい
播ばん
は已
すで
に我ものとなりて。赤松家
より節
せつ
を折
をり
て和義
わ
ぎ
を乞
こ
へり。 これ皆二
に
士し
の功
こう
なり。 去
さる
にても僅
わづ
かに一両年の間に得た 所の士の力
ちか
らにて。 国
こく
郡ぐん
を開
ひら
き
得たる事殆
ほと
んど過
くは
倍ばい
にいたれり。治
ち
乱らん
の世
よ
ともに
宝たから
とすべき のは士なりけり」と。いと
歓くわん
喜ぎ
の体
てい
にて
話ものがた
り有り
ける。 かくて木工頭殿つく〴〵思しけるには。 「さるにてもかの玉縄小太郎は。 実に人
にん
間げん
未み
曾ざう
有う
の英
えい
勇ゆう
たり。 いまだ
少しやう
年ねん
にして
甚はなは
だ謙
けん
遜そん
たり。其
その
勇ゆう
智ち
は老
らう
成せい
人じん
に過
すぎ
たる事尤
甚はなはだ
し。これを
嬢むすめ
英はなぶさ
が
夫
おつ（と）
とせば。これ人
にん
間げん
愉ゆ
快くわい
の極
きは
み
たる事なり」とて。やがて奥
おく
方がた
に宣
のたま
ふは。 「かの玉縄小太郎は
少しやう
年ねん
にして且つ美
び
男なん
子し
たり。其文
ぶん
武ぶ
の達
たつ
者しや
たる事は聞
も及びた（一ウ）まはん所のごとし。我これを以て
英はなぶさ
の
夫をつと
とせんと意
おも
ふが。英の心
しん
底てい
如何いかゞ
あらんとおもふなり。そ
なたこれをうら問
ど
ふて見られよ」と有ければ。奥
おく
方かた
やがて英姫を招
まね
きて。 「殿の思しめす所かくの如きなり。そなたの
心しん
底てい
は如何
いかゞ
なり。尋
たづね
みよとの御事なり」と有ければ。英姫のこたへには。 「まへにも願
ねが
ひ上げ候とふり。父上の片
かた
腕うで
と
（翻刻）松井羅洲『真実玉英』（木越） 
 － 87 －
もなり申べき人に候はゞ。貴
き
賤せん
上じやう
下げ
をえらばず。これに事
つか
へ申べく候。外
ほか
々へ嫁
か
し申候ては。父
ちゝ
の一
いつ
世せ
に取
とり
立たて
給ひし
家か
業ぎやう
の扶
たす
けともなり申さゞる事故に。何とぞ父の扶
たす
けになる人有らば。それには事
つか
ゆべし。さなく候はゞいつまでも
このとふりにて。身を終
をは
り申べく候と願ひ上し事に候へば。かの玉縄小太郎義。父の一
いつ
臂ぴ
の扶
たす
けともなり申べき者と
思しめし候はゞ。いかよふとも御さしづにまかせ奉らん」と有ければ。木工頭殿大ひに御
歓よろこ
び（二オ）にて。老職
からう
高
山隼人を。玉縄小太郎英姫の婚
こん
礼れい
の媒
ばい
介かい
たらしめ給ふて。其義玉縄に仰せ下さる。玉縄
畏かしこま
り奉りて。さて聟
むこ
引ひき
出で
と
して。英姫の所
しよ
持ぢ
。二千貫の朱
しゆ
印ゐん
をぞ下されぬ。かくて婚
こん
姻ゐん
とゝのひしかば。玉縄小太郎は土
ど
居ゐ
の
城じやう
主しゆ
となりて。御
ご
家か
門もん
の列
れつ
につらなりて。二千三百貫の身
しん
上しやう
とぞなりにける。
 
 
第十一回
 
 
値
レ
玉而
たまにあふて
聚あつまる
 
 
 
 
○真鶴真介玉縄小太郎と父
ふ
子し
の名のりを為
な
し。且つ夫
ふう
婦ふ
再さい
会くわい
するの話
 
玉縄小太郎主人木工頭殿へ
密ひそか
に願
ねが
ひ上
あげ
けるは。 「私義は実
じつ
は当
たう
御ご
家か
中ちう
新しん
庄じやう
の城代真鶴真助が子
こ
にて御座候。 父子の義
にて候得ば。当
たう
所しよ
へ参
まい
り申候せつに（二ウ）早
さつ
速そく
名のりあひ仕るべき義に候所。
私わたくし
母はゝ
は真介の
妾てかけ
にて候ひしが。私
を身ごもり候て三
み
月つき
ばかりの頃
ころ
に。真介は上京いたし申候。其留
る
守す
中ちう
に真鶴の里
さと
は大洪
かう
水ずい
にて。其
その
辺へん
の在
ざい
所しよ
皆々流
なが
れ
申候故に。母もやう〳〵に水の中をのがれ出て。まづ故
こ
郷きやう
の玉縄へ帰
かへ
り申候。後
のち
に
承
うけたまは
り合せ候所。真介はそれよ
り文
ぶん
武ぶ
の修
しゆ
行ぎやう
に四方に遍
へん
歴れき
いたし候よしに御座候。 其後私
出しゆつ
生しやう
いたし候てよりは。 紡
うみ
績つむぎ
機はた
杼をる
業わざ
の中にて私を養
やう
育いく
い
たし居
ゐ
申候内にも。方々より婚
こん
義ぎ
の事申来り候得共。何分私を守
も
り立
たて
て。主人の家を興
おこ
し候はんと云念
ねん
願ぐはん
なれば。一
いつ
切せつ
外ほか
方かた
より 来り候義には貪
とん
着ぢやく
なく。只私を養
やう
育いく
いたし居申候。其
その
頃ころ
足あし
柄がら
山やま
の奥
おく
に。如
によ
々〳 〵
道人だうじん
と申異
い
人じん
の有
あ
りて。天
てん
地ち
人じん
の道
みち
に通
つう
達だつ
し。文武の道兼
けん
具ぐ
の方にておはし候。私七
しち
歳さい
の春
はる
。此如々道人の許
もと
へめしつれゆきて。文武の道のけ
い（三オ）こ致させたきと。段々相願はれ候所。道人これを
領りやう
諾だく
有て 其日よりすぐに道人の許
もと
に在
あ
りて。勤
きん
学がく
いた
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し申候事。丁ど十
じつ
个か
年ねん
にて御座候。其間は母の紡
うみ
績つむぎ
機杼はたをり
裁たち
縫ぬひ
の賃
ちん
をもつて。私が衣
い
類るい
より諸
しよ
雑いり
費よう
。及び道人の衣
い
服ふく
等
をさゝげ。四時
しいじ
寒かん
暑しよ
の音
おと
信づれ
を。自
じ
身しん
にはる〴〵足
あし
柄がら
山やま
へ参
まゐ
りかよ し事。十年の間少しもおこたりなく候。私十七歳
の春
はる
に。道人母に対
たい
して。 『もはや学
がく
業げふ
成な
りぬるから。つれて帰
かへ
りて。これより世
せ
間けん
へ出て。世
よ
を扶
たす
け人を救
すく
ふを以て
業とすべし』と命
めい
ぜられ候。さておのれ昨
さく
年ねん
の春
はる
。修
しゆ
行ぎやう
に出候はんとする時に。母おのれに命
めい
じけるは。 『おことは相
さ
摸がみ
国のくに
真鶴の里の郷
がう
士し
。真鶴真介と云人の子
こ
なり。かよふのわけ有りて久しく行
ゆき
別わか
れとなりたり。ほのかに聞ば又真介
殿も。今は西
さい
国こく
方がた
にて仕
し
官くはん
せられしよしなれば。おことも西国方へ往
ゆ
きて。相
さう
応おふ
の立
りつ
身しん
せし（三ウ）時に。父
ちゝ
御ご
に名
のりあひ給ふべし。さらず て寒
らう
士にん
襤褸つゞれ
の身
み
にて。父
ちゝ
を尋
たづ
ね給
たま
はゞ。妾
わらは
が身ごもりし事を。父
ちゝ
のしらせ給はざりし事
ゆゑに。其
出しゆつ
処しよ
を怪
あや
しみ給はん事の恥
はづ
かしければ。必ず〳〵務
つと
めて早く立身して。其上にて名のりあひ給ふべし』と
の。くれ〴〵の
教きやう
訓くん
なり 故に。今日まで延
えん
引いん
いたし候。殿
との
の莫
ばく
大たい
の高
かう
恩おん
によりて。当時御家中にては第一の身
しん
上しやう
に
なり申候故に。父子の名のりいたしたく候。且つ私生
うみ
の母。其貞
てい
節せつ
の操介
みさを
を
改あらた
めず。貧
ひん
窮きう
の中にて私を
教きやう
訓くん
養やう
育いく
し
て。只今 おの が才
さい
芸げい
は。全くこれ母の苦
く
辛しん
中ちう
より練
ね
り出しくれられたる所の
賜たまも
のにて御座候得ば。何とぞ殿の御
意を以て。母と父との夫
ふう
婦ふ
の縁
ゑん
再さい
続ぞく
の義
ぎ
を。仰
あふ
せ付られ下され候はゞ
生しやう
々〴 〵
世せ
々ゝ
の御高
かう
恩おん
有りがたく存じ奉るべく候」
と。涙
なんだ
を流
なが
して願
ねが
ひ上
あ
げければ。殿も頻
しき
りに感
かん
歎たん
なされて。 「其
夫おつと
に
に〈ママ〉
して此妻
つま
（四オ）有り。其父
ちゝ
母はゝ
にして此子
こ
有り。 おのれも久しく真介 汝とが容
よう
貌ばう
威ゐ
儀ぎ
の似
に
たりつるとは思ひける事なり。 第
だい
一いち
には眉
み
間けん
の赤痣
ほくろ
。 父子一
いち
同どう
なり。
これあらがふべからざるの
の〈ママ〉
徴しるし
たり。さて其母は何処
いづく
に有りや」 。 「故郷
ふるさと
に居り候」と申上れば。まづひそかに母を
迎むか
へとりて。其上におのれ
媒なこど
してこれを真介に再
さい
続ぞく
せしむべし」とて。やがてひそかに人を相摸国
さがみのくに
に
遣つかは
して。これ
を津山城中に迎
むか
へ取給ひて。奥
おく
方がた
の
妹いもと
ぶんとなされ置
をか
れ。さて老職
からう
小原外記を以て仲人
なかうど
となされ。真鶴真介へ仰下さ
れ候様は。 「真介義新
しん
庄じやう
の城代として。 伯耆
はふきの
国くに
を押
おさ
へ鎮
しづ
むる事苦
く
労らう
の至
いた
りに思しめし候。 然る所に真介義いまだ家
か
室しつ
こ
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れなきよしに付て。奥
おく
方がた
の
妹いもと
生実なるみ
の方
かた
を以て。真介へ下し
賜たまは
る間。小原外記仲人として婚
こん
義ぎ
有べきよし」の旨
むね
なり
ければ。真介有
あり
がたくかしこまり候（四ウ）よし御請
うけ
申上ける。其日にいたりければ。真鶴真介は供
とも
人ひと
数多あまた
めしつれ
て。
行ぎやう
粧さう
きらを飾
かざ
りて。新庄より津山の本城へぞ上りける。これは親
しん
迎げい
のこゝろなりける。本城にも家中総
そう
登と
城じやう
に
て。大
おほ
廰じよゐん
にて。中央には木工頭殿。右の方少し下りて。土居の玉縄小太郎同英姫。左の上坐は小原外記高山隼人右
の上坐は真鶴真介。 其外は坐
ざ
格かく
によりて次
し
第だい
に列
れつ
を正して威
ゐ
儀ぎ
堂だう
堂だう
として並
なみ
居ゐ
たり。 木工頭殿真介に仰
あふせ
下されけるは。
「今
こん
般ぱん
昏こん
義ぎ
相あい
調とゝな
ふて。祝
しふ
着ちやく
に思ふなり。さて生実
なるみ
の方
かた
は奥
おく
方がた
の
妹いもと
分たれば。我等仮
かり
の親分となりてこれを匹配
ひつはい
する
が故に。聟
むこ
引ひき
出で
として。汝へ贈
おく
る物
もの
有」との御
ぎよ
意い
なれば。真介「はつ」と平
へい
伏ふく
す。木工頭殿「迚
とて
も妻
つま
を贈
おく
るの上
うへ
は。子
こ
をも亦贈
おく
るべし。其子といふは外にてもなし。玉縄小太郎義
よし
起たつ
これなり。汝心に覚へ有り（五オ）や」と
宣のたま
へば。真
介申上けるは。 「私義これ迄妻
つま
をも迎
むか
へず候間。子の有べき様はなく候事なれば。一
いつ
切せつ
覚かく
悟ご
仕らず候」と申上ける。其
時仰らるゝ様は。 「汝真鶴の里に在りし時に。
妾てかけ
に生実
なるみ
といひし者有りたりと云が。これ覚
おぼ
えつるや」と。真介「な
るほど其義は相
さう
違ゐ
なく候」と申。殿仰
あふ
せらるゝは。 「汝十八年以
い
前ぜん
三月に。京都へ上り居たる留
る
守す
中ちう
に。在
ざい
所しよ
真まな
鶴づる
郷のごう
へ
大だい
洪かう
水ずい
にて。一
いち
郷ごう
のこりなく流
なが
れ行
ゆき
たる事有や」 。真介「其義も相違なく御座候」 。殿「其時に
妾てかけ
の生実
なるみ
。汝が種
たね
を身
み
胎ごも
りて。已
すで
に三
み
月つき
に及びし り。右の洪
かう
水ずい
の中をやう〳〵に遁
のが
れ出て。故郷玉縄の里の。親彦六が方へ帰り居
を
れり。
其後真鶴の様
やう
子す
を尋
たづ
ね聞し所に。汝京都より帰りて。家内の義は家
け
人にん
五十嵐
いがらし
文蔵に打任
まか
せて。すぐさま文武の修
しゆ
行ぎやう
せ
んとて。諸
しよ
国こく
遍へん
歴れき
に立出
たちいで
て。
再ふたゝ
び故
こ
郷きやう
へは立帰
たちかへ
らざりしと云が実（五ウ）なりや」 。真介「其義も相
さう
違ゐ
御座なく候」
と申。 「右
妾てかけ
生実なるみ
は月
つき
満みち
て。其年十月に男
なん
子し
を生
う
みたり。其男
なん
子し
はすなはち玉縄小太郎なり。貧
ひん
窮きう
困こん
苦く
の中
なか
にてこれ
を養
やう
育いく
し。其貞
てい
節せつ
の操介
みさを
烈はげ
しく。何とぞ此子を守
も
り立
たて
て。文武の達
たつ
人じん
として。再び主人の家を興
かう
復ぶく
せんとて。七
なゝ
ツの
年よりこれを足
あし
柄がら
山の如々道人の許
もと
にあづけ頼
たの
み奉りて。 文武のけいこいたさせて。 紡
うみ
績つむぎ
機はた
杼おる
の辛
しん
苦く
の中より。小
しやう
児に
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の身
み
の回
まは
りより。道人へのつかへまで。十年の星
とし
霜つき
を積
つ
みかさねし。
妾てかけ
生実なるみ
が丹
たん
誠せい
の中より。玉縄小太郎義
よし
起たつ
と云。
古こ
今ゝ ん
未み
曾ざう
有の英
えい
勇いう
にこしらへ立
たて
たるなり。其貞烈
ていれつ
忠ちう
義ぎ
に感
かん
じて。我等親
おや
分ぶん
となりて。以前の側
そば
室め
を今正
ほん
室さい
となして。
汝に贈
おく
るなり。故に其子小太郎も汝に贈るなり。且つ其子も一人
ひとり
ならず。英姫といふよめまでもそへて贈るなり」と
有ければ。真（六オ）介は只
たゞ
惟〳 〵
「はつ」と平
へい
伏ふく
して。君
くん
恩おん
の高
たか
く厚
あつ
きと。生実
なるみ
が貞
てい
節せつ
なると。小太郎が忠
ちう
孝かう
なるとに感
かん
服ぷく
して姑
しば
らくは
面おもて
をも得あげず
涙なんだ
にのみぞふし沈
しづ
みぬ。 すべて並
なみ
居ゐ
る諸
しよ
士し
も一同
どう
に。 貞烈
ていれつ
忠ちう
孝かう
の夫
ふう
婦ふ
親おや
子こ
の参
さん
会くわい
に。
皆々感
かん
涙るい
をぞ催
もよ
ふしける。小太郎は父の下坐
げ
ざ
に着
つき
て。父の壮健
すこやか
に
在ましま
した を賀
が
して。同じく歓
うれ
し
涙なみだ
にくれ居
ゐ
たる。
凡そ玉縄小太郎が当家に有り付てより二年に及ぶといへども。真介は新庄の城の守
しゆ
護ご
たるが故に。一度
ど
も対
たい
面めん
したる
事なし。参
さん
会くわい
せし事も今日
こんにち
はじめてなり。故に家
か
中ちう
の諸
しよ
士し
も父と子と相
あひ
並なら
んで居るを見れば。其容
よう
貌ばう
威ゐ
儀ぎ
寸すん
分ぶん
たがは
ず。殊
こと
には眉
み
間けん
の赤痣
ほくろ
父ふ
子し
の血
けつ
肉にく
現然げんぜん
たるを視
み
て。皆々
称しやう
歎たん
したりけり。やがて御
暇いとま
給はりて。生実
なるみ
の方
かた
を新
しん
庄じやう
へ
贈おく
らるゝなり。 鼻
はな
のりは真鶴真介供
とも
人ひと
大おほ
勢ぜい
引ひき
つれて打立
うちたて
ば。 次
つぎ
は生実
なるみ
の （六ウ） 方の乗
のり
もの。 其侍婢
こしもと
の乗りもの数
す
十じつ
挺ちやう
前まへ
へ後
うし
ろに囲
ゐ
繞にやう
す。 其次 玉縄小太郎夫
ふう
婦ふ
これを守
しゆ
護ご
せり。 老職
からう
小原外記総押
さうおさ
へとしてこれを警
けい
固ご
せり。 其
行ぎやう
列れつ
の華
くは
麗れい
たる事善
ぜん
をつくし美
び
を尽
つく
せり。挙国
くにぢう
の人群聚
ぐんじゆ
してこれを見
けん
物ぶつ
す。近
きん
年ねん
の壮
さう
観くはん
たりとなり。
 
 
第十二回
 
 
由
レ
剣而
けんによつて
親したしむ
 
 
 
 
○真鶴真介狩
かり
場ば
に於
おい
て手
しゆ
練れん
をあらはすの話
 
此歳津山の
領りやう
分ぶん
平おし
均なら
して。一
いち
同どう
の豊
ほう
作さく
なりと監察
めつけ
中ぢう
より告
まう
し上ければ。木工頭殿「それは
悦よろこ
ばしき事なり。然
しか
れど
も一
いつ
国こく
中ぢう
には。 険
けん
阻そ
平へい
坦たん
の差
さ
別べつ
。 旱
かん
場ば
水すい
場ば
の不
ふ
同どう
有事なれば。 平均
な
ら
して一
いち
同どう
の豊
ほう
作さく
と云事は有まじ」 と有りければ。 監察
めつけ
官やく
申上けるは。 「我々ども御
ご
領りやう
分ぶん
中ちう
残のこ
らず視
み
巡めぐ
り候所に。雨
あめ
の（七オ）つがふよく候て。旱
ひでり
場ば
水みづ
場ば
ともに一
いち
同どう
の豊作
に相
さう
違ゐ
なく候」と申上ければ。殿大ひに
歓よろこ
ばせ給ひて。 「一
いち
同どう
平均な
ら
しての豊作ならば。当年は心歓びの事数
かず
か々ず
重かさな
りた
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れば。領
りやう
分ぶん
中ちう
一いち
同どう
に。年
ねん
貢ぐ
租もの
税なり
を免
ゆる
して。農
ひやく
民しやう
等ら
にくれるべし」と有ければ。老職
からう
中ぢう
申上けるは。 「当年の年
ねん
貢ぐ
租もの
税なり
一いつ
統とう
御ご
免めん
なり候はゞ。農
ひやく
民しやう
の歓喜
よろこび
は此上も有まじく候へども。 家
か
中ちう
諸しよ
士し
への
俸給くだされもの
は如何
いかゞ
取はからひ候はん」 と。伺
うかゞ
ひければ。 「それこそ平
つね
日〴 〵
質しつ
素そ
倹けん
約やく
して。余
あま
し置たる所の府庫
く
ら
の金銀を取出して。知
ち
行ぎやう
取とり
より扶
ふ
持ち
切きり
米まい
の歩卒
しもべ
に至る
までも。公平にこれを分
わか
ち与
あた
へめ。さて其金銀を以て。
農ひやく
家しやう
の穀粟
こ
め
をかひ求むべし。
農ひやく
家しやう
も穀
こ
粟め
のみを抱
いだ
ひて居
らば不
ふ
勝かつ
手て
なるべきなり」 とて。 やがて御
ご
領りやう
分ぶん
中ちう
へ。 当年の年
ねん
貢ぐ
租もの
税なり
。 一統
とう
に御
ご
免めん
有と云のふれ出ければ。 下民の歓悦
よろこび
いはんかたなし さて冬
ふゆ
になり（七ウ）ければ木工頭殿仰
あふせ
出いだ
されけるは。 「頃
この
年ごろ
隣りん
国ごく
皆々和
わ
睦ぼく
して。久しく干
かん
戈くは
の揺
うご
く
事なし。故に武を修
をさ
めて。民の田
た
畠はた
の害
がい
を除
のぞ
くの為
ため
に。此頃に狩
かり
を
催もやふ
すべし」と有りければ。やがて其用
よう
意ゐ
ぞ頻
しき
りな
りける。まづ高山の
麓ふもと
に数
す
十じう
个か
所しよ
の仮
かり
家や
を構
かま
へて。其日に至りければ一家中の諸
しよ
士し
。思
おも
ひ〳〵の出
で
立たち
にて御
おん
供とも
に伺
し
公こう
せり。土居御寮も御とも り 依田兵部これを守
しゆ
護ご
せり。殿の左右には小原外記高山隼人伺
し
候かう
す。正面には真鶴真介
これを警
けい
固ご
せり。其外玉縄小太郎。星野勢平。吉岡兵左衛門。大井新三郎。高科弥藤太。岸根逸八。奥村吉作。内藤
総太。土屋五郎。井上太郎作。有馬三八。坪井兵太夫等をはじめ。家中の壮士。我も〳〵と狩
かり
立たて
けるが。或は弓を以
て射とめ 或は槍
やり
だまに上げ。或は長
なぎ
刀なた
にかけ。或は太
た
刀ち
にてしとめ。或は手捕りにするも有り。其獲
え
もの（八オ）獲
ゑ
ものを
悉こと〴〵
くに本
ほん
陣ぢん
にさゝぐれば。 有
やく
司にん
これを
帳ちやう
面めん
にぞ記
しる
しとめぬ。 中にも玉縄が矢にて射
い
取とり
たる所の獲
え
もの。 数
す
百ひやく
疋ひき
とぞ記
しる
しける。第二日めには。尚
なを
山やま
深ふか
く狩
か
り入りて。数
す
万まん
の歩
せ
卒こ
。八
はつ
方ぱう
に分りて。山
やま
々谷
たに
々のこりなく狩
かり
立たて
けるが。
如何したりけん歳
とし
経へ
たる
猪ゐのしゝ
の。其
その
形かたち
はこて牛
うし
よりも大ひなるが。矢
や
疵きず
を負
あ
ふて。荒
あれ
に荒
あれ
て。数
す
千せん
人にん
の歩
せ
卒こ
を牙
きば
にか
けて。右と左 とへふり付〳〵して 終
つひ
には木工頭殿の陣
ぢん
屋や
をめがけて狂
くる
ひ来
き
たり。かくと見るより真鶴真介猪
しゝ
の向
ふに立
たち
塞ふさ
がる。猪
しゝ
はこれを見て猶
なほ
もたけりて鼻
はな
あらしを吹
ふき
て飛
とび
かゝるを。飛
とび
違ちが
ひさまに抜
ぬき
打うち
に切
きり
付つけ
けるが。二つにぞ
なりたり る 殿
との
をはじめ並
なみ
居ゐ
る諸
しよ
士し
。 「したりや〳〵」と
称しやう
歎たん
す。其猪
しゝ
を取よせて。御
ご
覧らん
有る所に。左右の牙
きば
をか
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けて。口
くち
のさけめより尾
を
筒づゝ
（八ウ）まで。墨
すみ
尺かね
を当
あて
たるが如く。切
きり
め正
たゞ
しくぞ有ける。かくて狩
かり
も終
おは
りければ。各御
とも申上て。獲
え
ものを大
おほ
勢ぜい
の歩卒
せ
こ
荷に
なひつれて。津山の城へぞ入らせたまひけり。
 
 
 
○木工頭殿真鶴真介が佩刀
かたな
を御
ご
覧らん
じてより
兄きやう
弟だい
たる事を証
しる
し話説
かたり
給ふて。いよ〳〵君臣相親しみ給ふの話。
 
狩か
りの翌
よく
日じつ
にいたりて。木工頭義
よし
悳のり
殿。真鶴真介をめされて。 「昨日手
て
負おひ
猪しゝ
の一
いち
義ぎ
尤もつと
も狩
かり
場ば
のならひとはいへども。
其方がさそくの手
て
際ぎは
感かん
心しん
の至りに思ふなり。固
もと
より其方が手
しゆ
練れん
かく有べき事ながらも。かの大なる猪
しゝ
を。ぬき打に切
りけるに。左右の牙
きば
よりかけて。尾
を
筒づゝ
迄切り離
はな
せし事。
刀かたな
も名
めい
作さく
の物
もの
と覚
おぼ
ゆるなり。一
いち
覧らん
したし」と有ければ。真
介やがて佩
かた
（九オ）刀
な
を御
ご
前ぜん
へぞさゝげける。木工頭殿其外のこしらへをためつすがめつ眺
なが
め入り給ふて。さて其身
を抜
ぬき
はなして。とくと御
ご
覧らん
有て。さて真介に向ひて
宣のたま
ひけるは。 「此佩刀
かたな
は汝外より買
か
ひ求
もと
めたりや。又は重
ぢう
代だい
なり
や」と御尋な 。真介「先祖相伝の重代にて候」と申。殿其時に「然らば其中心
なかご
表おもて
に片
かた
仮か
名な
にて『トモチカヘ』と有
て。 又真
しん
字もじ
にて 『行
ぎやう
忍にん
』 といふ二字有べし」 と
宣のたま
へば。 真介 「御意の通りに相
さう
違ゐ
なく候。 恐ながらおのれが重
ぢう
代だい
の佩刀
かたな
の銘
めい
を如何
いかゞ
して知
しろ
しめされし御事にや。殊
こと
に不
ふ
審しん
に存じ奉り候」と申上ければ。木工頭殿「
尤もつと
も至
し
極ごく
の不
ふ
審しん
なり。其
義は後
あと
にて分
ぶん
明めう
に知
し
るゝ事なり。さらば其方が父は三浦真左衛門尉。義
よし
包かね
と
称しやう
したるべし」と有ければ。真介「これ
以て御意 とふり相
さう
違ゐ
なく候」と申上る。其時木工頭殿「然
しか
るに汝は何と（九ウ）て三浦を名のらずして。真鶴とは称
しやう
しつるぞや。 」真介かしこまりて申上けるは。 「私父真左衛門尉義
よし
包かね
。初めは三浦を称し申候。結城合戦にも勲
くん
功こう
をあ
らは 申候。其せつ迄も三浦を名のり申候処。鎌
かま
倉くら
管くはん
領れい
家け
に。何か憚
はゞ
かる事の候ひしより。在所の名を其まゝ真鶴と
改あらた
め
称しやう
し申候よし。おのれを育
そだ
て申候めのとのものがたりにて候。おのれは幼稚
をさなき
時とき
に父母に離
はな
れ申候故に。何事も
しかとは存じ申さず候」 。其時木工頭殿自
じ
分ぶん
の佩刀
かたな
を出して。これを真鶴に見せ給ひて。 「汝が重
ぢう
代だい
の佩刀
かたな
と。同じ
表おもて
かざりにて なきや」と有ければ。真介はこれを三度いたゞきて。さて くと視
み
る所に。少しもかはらず同じ模
も
様やふ
な
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りけり。真介「恐れながら同じ様に相見え候」と申上る。殿「ぬきて其身を見よ」と有ければ。真介「御免下さるべし」とて。遥
はる
かの後
うし
ろへすさりて。ぬきてこ（十オ）れを視る所に。地
ぢ
がねの鍛錬
きたひ
肌はだ
目め
淬やき
刃は
より全
ぜん
体たい
の古
ふる
び
位くらゐ
迄。毛
頭かはらざりける。真介申上けるは「恐れながら此御
おん
佩刀かたな
とおのれが佩刀
かたな
と同
どう
作さく
の様に存じ奉る」と申ければ。木工
頭殿「其義なれば其方は我
わが
腹はら
がはりの
弟おとゝ
なり」と御
ぎよ
意い
有ければ。真介「それは如何なる義にて候哉」と伺ひければ。
「元来我は三浦真左衛門尉義包
よしかぬ
が
妾てかけ
腹ばら
の子たり。 其
妾てかけ
三浦の家に在
あ
りて。 我を娠
はら
んで已
すで
に五月
いつつき
に及べる頃。 本
ほん
妻さい
の
妬ねたみ
つよくして。
傷しやう
害がい
の事にも及ぶべかりし故に。父の真左衛門。密
ひそ
かに此佩刀
かたな
と金子百両とを母に与
あた
へて。 「何方へも
行て。何人になりとも嫁
か
すべし」とて。これを落
おと
したり。此佩刀
かたな
は三
み
浦うらの
介すけ
義よし
澄ずみ
以い
来らい
相さう
伝でん
重ぢう
代だい
の
重ちやう
宝ほう
。伯
はふ
耆きの
国くに
大おほ
原はら
真さね
守もり
が作
さく
にて。陰
いん
陽やう
二振ふたふり
の剣
けむ
なり。今汝が佩
おび
たる方
かた
は陽
やう
の剣
けむ
なり。我佩
おび
たるは陰
いむ
の剣
けむ
なり。其作
さく
者しや
の伯
はふ
耆きの
真さね
守もり
は。嵯
さ
峨が
天てん
皇わう
（十ウ）の御宇
おんとき
に
勅ちよく
命めい
を
奉たてまつ
りて。御
おん
太た
刀ち
を鍛
きた
ひ奉る。其時の御製に。
 
 
 
ともちかへあとををしまぬ千鳥にて。行もやらせぬ月の雲のは
 
これより真
さね
守もり
が隠
かく
し銘
めい
に。 『トモチ
ガ〈ママ〉
ヘ』 。と片
かた
かなにて
表おもて
銘めい
に雕
ゑ
り。 『
行ぎやう
忍にん
』と真
しん
文も
字じ
にて雕
ゑ
り。 『月
げつ
卿けい
雲うん
客かく
』と真
しん
文も
字じ
にて雕
ゑ
りたり。此陰
いむ
陽やう
の太
た
刀ち
は。其隠
かく
し銘
めい
を
両りやう
刀たう
に雕
ゑ
りわけたり。陽
やう
の太
た
刀ち
に。 『トモチカヘ。
行ぎやう
忍にん
』と雕
ゑ
り。
陰いむ
の太
た
刀ち
に『月
げつ
卿けい
雲うん
客かく
』と雕
ゑ
りたるなり。故に汝が佩刀
た
ち
の中心
なかご
の銘
めい
を知りたる事なり。さて我母は我を生
う
み落
おと
して。縁
ゑん
によりて此久世家へ我をつれて嫁
か
したり。其後には子を生
う
む事な りし故に。父久世三左衛門我等を家
か
督とく
とせり。母
の末
まつ
期ご
の時に臨
のぞ
んで。おのれが三浦真左衛門尉が実
じつ
子し
たりし事を
話ものが
たり。此陰
いむ
の太
た
刀ち
を譲
ゆづ
り与
あた
へられたり。故に汝と
我とは腹
はら
がはりの
兄きやう
弟だい
たる（十一オ）事実
じつ
正しやう
明めい
白はく
たり。故に今汝に新庄の城を与へ。城付三千貫を汝が
領りやう
分ぶん
とすべ
し。汝を今日より家門とするなり。さて此陰
いむ
の剣
けむ
を汝に与へて。汝が陽の剣を小太郎に与ふべし。さて汝は今日より
新庄真左衛門尉と名のるべし。又玉縄小太郎を土居真介となのらすべし。元来三浦も 鶴も玉縄も皆本姓には非
あら
ず。
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すべて在
ざい
所しよ
の名を
称しやう
号がう
とせしものなればなり」と宣ふ。其時真左衛門尉
懐くわい
中ちう
よりなにか一つの書
かき
ものを出して。 「恐
れながら」と御
ご
前ぜん
にさし出す。木工頭殿へ御
ご
覧らん
有ある
所に。如々道人の四言十二句の偈
げ
文もん
なり。真左衛門尉申上けるは。
「おのれ十七歳の春
はる
。 足柄山の如々道人の許
もと
に参りて。 『終
しう
身しん
の進
しん
退たい
取舎しゆしや
の大
たい
要やう
を告
つげ
知し
らしめ給へ』 と請
こ
ひたりし時に。
老師の此偈
げ
文もん
を記
しる
して給りぬ。今を以てこれを考 申し候所に。
悉
こと〴〵く
皆みな
符ふ
合がふ
いたし候。まづ（十一ウ）第一句に水に
遇ふて
漂たゞよふ
とは。 即ち同
どう
年ねん
の春
はる
洪かう
水ずひ
に一
いち
郷がう
皆流れ果
はて
申候故。 それより四
し
方はう
遍へん
歴れき
に出申候。 これ水に遇
あ
ふて
漂たゞよふ
にて候。
第二句に金
かね
に
逢あ（ひ）
て
止とゞま
るとは。常陸
ひたち
花はな
園ぞの
山やま
の
麓ふもと
にて。金
かな
津つ
帯たて
刀はき
と申鄕士に遇
あ
ひ申候。これも如々道人の門人にて。天
てん
文もん
望ばう
気き
監かん
相さう
音おん
律りつ
の
術じゆつ
に長じ申され候故に。こゝに五年とうりういたして修行仕候。これ金に逢ふて止
とゞ
まるにて候。第
三句に。山を望
のぞ
んで去
さ
るとは。京
きやう
都と
に六七年とうりうの中に。山
やま
名な
宗さう
全ぜん
我を招
まね
きて臣
しん
とせんといたし候へども。おの
れ宗全が人と為り心 能
あた
はず候故これを辞し申候て。 京都を夜
よ
ぬけいたし候。 これ山を望んで去るにて候。 第四句に。
石いし
に拠
よ
りて
困くるし
むとは。石見国にて仕
し
官くはん
仕候所。
出しゆつ
頭たう
の
寵ちやう
臣しん
おのれを忌
いむ
で。他
た
国こく
より内
ない
通つう
の密
みつ
使し
をこしらへて。お
のれを入
じゆ
牢らう
いたさせ候。これ石に拠
よ
りて
困くるし
むにて候。第五句に。 （十二オ）星
ほし
を見
み
て走
はし
るとは。右の如く入
じゆ
牢らう
いたし居
ゐ
申候処。 星野勢平身上をすてゝ救
すく
ひ出し倶
とも
に当
たう
国こく
へ遁
のが
れ来り候。 これ星を見て走
はし
るにて候。 第六句に木に縁
より
て立
たつ
とは。
御ご
当たう
家け
へ参
まい
りて有付出
で
来き
。御
ご
高かう
恩をん
を蒙
かう
ぶり候義にて。木とは。恐
おそ
れながら御
ご
前ぜん
様の御
おん
爵しやく
号がう
にて御座候。これ木に縁
よ
り
て立
たつ
にて候。第七句に。道
みち
に従
した
がふて学
まな
ぶとは。これより十句迄は愚子
せがれ
小太郎が事にて候。道
みち
とは。如々道人に従
した
が
ふて修
しゆ
行ぎやう
いたせしことにて。これ道
みち
に
従したが
ふて学
まな
ぶにて候。第八句に。馬に乗りて進むとは。小太郎放
はな
れ馬に乗りし
より。御当家へめし出さ し事にて。これ馬
うま
に乗りて進むにて候。第九句に。日を得て昇
のぼ
るとは。赤
あか
松まつ
家け
の勇
ゆう
士し
。日
ひ
根ね
野の
中なか
務つかさ
を討
うち
取と
りし故に御
ご
加か
恩おん
にあづかり申候。これ日を得て昇
のぼ
るにて候。第十句に。土
つち
に著
つき
て栄
さか
ふるとは。土居御寮
を得て蕃昌いたすにて。これ土に著
つき
て栄
さか
ふるにて候。第十一句（十二ウ）に玉に値
あ
ふて
聚あつま
るとは。玉縄御当家へまい
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り立
りつ
身しん
して。父子の名のりを願ひ上候処。父
ふ
子し
夫ふう
婦ふ
相あい
聚あつま
り候事。これ玉に値
あ
ふて聚るにて候。第十二句に。剣
けむ
に由
より
て
親したし
むとは。即
すなは
ち今日
こんにち
の事にて。おのれが佩刀
かたな
。思ひがけなくも御
ご
上じやう
覧らん
に備
そな
はりしより。血
けつ
肉にく
たるの義分
ぶん
明めう
にてかた
じけなくも。只
たゞ
今いま
の身
み
分ぶん
に仰
あふ
せ付
つけ
させら（れ）し事ども。これ剣
けむ
に由
よ
りて親
した
しむの義に 御座候」と申述
のべ
ければ。木
工頭殿
甚はなは
だ感
かん
心しん
なされて。 「さても〳〵其如々道人と申方
かた
は。実
じつ
に人 は非ずして。鬼
き
神しん
の変
へん
化ぐゑ
たりとぞ思はるゝな
り。汝が終
いつ
身しやう
を指
さ
し示
しめ
し給ふ事かくの如し。小太郎を教
をし
へ導
みち
びき給ふ事かくの如し。道の程
ほど
近くば。我も登
とう
山ざん
して拝
はい
謁ゑつ
したきものなれども。今乱
らん
世せい
にして数許
あまた
の敵
てき
国こく
を越
こ
え行
ゆく
事なれば。率
そつ
時じ
にはなりがたし。よきをりも有べし」とて。
其
称しやう
感かん
ことに深
ふか
かりける。 かくて新庄真左衛門尉。 （十三オ） 土居真介。 ともに御
ご
家か
門もん
たるのよし。 一家中は勿
もち
論ろん
御ご
領りやう
分ぶん
中ちう
のこらずふれながし有たるより。 国
くに
人びと
これを新庄殿土居殿と
称しやう
して其尊
そん
仰ぎやう
殊こと
に
甚はなはだ
しくして。 君
くん
臣しん
父ふ
子し
兄けい
弟てい
夫ふう
婦ふ
いたりてむつましく いよ〳〵国
こく
家か
蕃はん
昌じやう
して
長ちやう
久きう
にぞ治
をさ
まりける。 （十三ウ）
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